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　　　０




　それは先日の色々な騒そう動どう（美み亜あ父ちち来らい襲しゆうとか七なな不ふ思し議ぎ騒ぎとかシャルロット覚かく醒せいとか）から一週間ほどが経たった、年の瀬せも近づき辺りの様よう子すもどことなくせわしない雰ふん囲い気きになった十二月も終わりのある日のことだった。


「だから～、そこはわたしの場所なのっ」


「……」


「もうずっと前からヒロの左隣どなりはわたしの〝していせき〟だって決まってるんだからっ。他のだれかが入ってきていいところじゃないんだもん！」


　夕ゆう凪なぎ荘二〇二号室。


　弘ひろ司しの部屋であり今ではほとんど夕凪荘住じゆう人にんみんなの集合場所にもなっているその場所は、相変わらずのお祭り会場みたいな賑にぎやかさで溢あふれていた。


「はやくどいてよ～。これからヒロといっしょに『エキセントリックグミ・トラフグ味』を食べるんだからっ」


「……」


　聞こえてくるネコマタ娘のそんな声。


　その場にぺたぺたと響ひびく肉にく球きゆうライクな足音。


　少しばかり（……かなり？）騒がしくはあるけれど、それ自体はまあそれなりにいつも通りな光景である。


　ただ普段と違うのは、


「……そんなのしらない。わたしはここがいいんだもん。ねこなんてそこでひとりであわおどりでもしてればいい」


「にゃ、にゃんだって～」


「……ふん」


　そんなことを言うシャルロットの姿だった。


　美亜からぷいと顔を背けながら、弘司の左隣にちょこんと座り込んでいる。


　シャルロット。


　奈な々なの家で飼われている真まっ白しろなマルチーズにして何やら特別な存在であるという『妃きさき』。


　つい先日の大おお騒さわぎを経てここ最近よく人ひと型がたに戻る（？）ようになった彼女は、基本的な住居こそまだ奈々の自宅であるものの、ほとんど毎日のように夕凪荘にやって来てはこうしてわふわふと弘司に懐なついているのだった。


「ふふー、ひろ、すきー」


　興こう奮ふんする美み亜あをヨソに、平然とした顔で腕に寄り添ってくる。


「む、む～、だからヒロの左はわたしの場所なのっ」


「ね、あたまなでなでして？　それにだっこもしてほしい（完全無む視し）」


「む、無視するにゃっ！　こっち向け～！」


　ネコミミとネコシッポを逆さか立だてて声を上げる美亜に、


「あらあら～、さっきから騒そう々ぞうしいですね～」


「まったく、別にネコの居い場所くらいどこでもよいではないか。ほれ、そこのこたつの中で丸くでもなっていればよかろう」


　自分たちはすでにそれぞれ弘ひろ司しの右隣どなりと背中をしっかりと確保している千ち鶴づるとさくらが、この上なく他ひ人と事ごとのようにそう言い放つ。


「う、う～、さくらたちまでそういうことを～。ヒ、ヒロもなんか言ってよ～」


「え、ええと……」


　そうは言われても飛んでくる美亜の必死な視線と幸せそうに頰ほおずりをしてくるシャルロットに板挟みされてどうしていいか分からずに戸と惑まどっていると、


「あ、やっぱりここにいた」


　そんな声とともにがちゃりと居間のドアが開かれた。


　入ってきたのは同じ夕ゆう凪なぎ荘内二〇七号室に住む幼おさな馴な染じみの白しら瀬せ奈な々な。弘司の左側で一人ご満まん悦えつなシャルロットを見るなり小さく「はあ……」とため息を吐ついて、


「もう……また来てたの、シャルロット。あんまり抜け出してきちゃだめだって言ったのに」


　だがそんな奈々にシャルロットはきょとんと首をかしげ、


「？　ななもひろにあいにきたの？　ほら、こっち」


「そうじゃなくて……」


「？　こないの？　とってもかいてきなのに」


　無む邪じや気きな顔で自分の横の弘司のヒザをぽんぽんと叩たたくシャルロット。


　それを見た奈々は再び疲れたようにため息を吐くと、


「はあ、もういいわ……。なんか言っても分かってくれなさそうだし。──それより弘司、今からちょっと時間ある？」


　弘司の顔を見てそう言った。


「え？　うん、たぶん大丈夫だと思うけど……」


　今日は特にやることはない。


「あ、だったら悪いけどちょっとだけウチまで付き合ってくれないかな？」


「奈々の家？」


「うん」


　何でまた突然？


　尋たずねると奈な々なは小さくうなずいて、


「あのね、今お母かあさんから電話があって、すぐに家まで戻ってきてくれって。弘ひろ司しもいっしょに」


「美み奈なさんが？」


「そ、何でかは分からないんだけど。なんか急いでたみたいでそこまでで電話切れちゃったから。どうする？　お母さんのことだからあんまり大したことじゃないと思うし、忙しいようならあたし一人で行くけど……」


　そう訊きいてくる。


「うーん……」


　まあ突然といえば突然のことだし、事情はさっぱり飲み込めないけれど、とりあえず美奈さんには日ひ頃ごろから色々とお世せ話わになっている。特に用事もないし、来てくれというのなら断る理由なんてないだろう。


　なので、


「分かった。行くよ」


「え、いいの？」


「うん、大だい丈じよう夫ぶ」


　弘司がうなずくと、


「……わたしもいく。ひろとはなれたくないから」


「ヒロが行くんならわたしも行くよっ。お嫁よめさんだもん」


「もちろん侍じ女じよの私も付き添わせてもらいます～」


「妻として当然の行いじゃ」


　即そく座ざにシャルロットと美み亜あたち三人娘むすめもそう同どうじた。


「……べつにねこはこなくてもいいのに」


「ん、何か言った、シャルロット？」


「……なんでもない」


「？」





　というわけで六人揃そろって奈々の実家まで向かったところ──








「え、お留る守す番ばん？」


「うん、そうなの。悪いけど頼めるかな？」


　そこで待っていたのは、美奈さんのにこやかな笑顔とそんな言葉だった。


「急なんだけどちょっと出かけることになっちゃって。だから奈々とヒロくんにお留守番を頼めたらなって思ったの」


「それは別にいいけど……でもそんなことでわざわざ呼んだの？　あたしだけじゃなくて弘ひろ司しまで……」


　奈な々なが怪け訝げんそうな表情になる。


　すると美み奈なさんはにっこりとうなずいて、


「うん、だって五日も家を空あけるんだもの。さすがに断りなしで行くのはまずいでしょ？」


「そりゃあそうだけど……って、五日!?」


　奈々が驚きの声を上げる。「五日って、何でまた……」


「さっき急に決まったんだけど、今日の午後からお父とうさんがフランスの学会に行くことになってね、どうせだから私もいっしょに付いて行ってそのまま年越しまですることにしちゃったの。ちょっと遅い二回目の新婚旅行みたいなものね。……それに本場フランスのかわいいお洋服も見てみたいし♪」


　そんなことを言う。一番最後の部分が主しゆ目的なのはだれの目にも明白です。


「とにかくそういうわけなの。最近は色々と物ぶつ騒そうだから奈々一人ひとりなのもちょっと不安だし、ヒロくんがいれば色々と安心かなと思って」


「は、はあ……」


　まあ単純な戦せん闘とう力においては弘司よりも奈々の方が遥かに高いわけだけど……


「それに美み亜あちゃんたちもいてくれれば鬼おにに金かな棒ぼうね。どう、よろしく頼めるかな？」


「うん、まかせといて、ミナ！」


「お留る守す番ばんといえば侍じ女じよとしての基本的な嗜たしなみですから～」


「ふん、儂わしにかかれば留守番ごときは朝あさ飯めし前まえのおばんざいよ」


　即そく座ざに答える三人。


　そんな美亜たちを見て美奈さんは、


「よかった、じゃあお願いね。あ、そうだ。もしできたらお留守番ついでに大おお掃除とかもしておいてもらえると助かるかな。やってくれたら何かイイコトがあるかもよ？　うふふ」


　そう言って、どこか意味ありげににっこりと笑ったのだった。


　ちなみにシャルロットは、美奈さんの前ではマルチーズ型に戻ってちんまりと部屋の片かた隅すみで丸くなっていた。








　　　１




　それからすぐに美奈さんは慌あわただしそうに出て行き、広い白しら瀬せ邸ていには弘司、奈々、シャルロット、美亜、千ち鶴づる、さくらだけとなった。


「わ～い、はじめてのおるすば～ん♪　はじめてのおおそうじ～♪」


　飛び跳ねるようにはしゃぐネコマタ娘。


　客間に入るなりミニスカートの裾すそをはためかせながら、楽しそうに辺りを走り回っている。


「だっておるすばんってはじめてなんだもん。お泊とまり会みたいな感じで、すっごく楽しみっ。ヒロは楽しくない？」


「え？　うーん……」


　留る守す番ばんというと何となく特別に聞こえるような気がするけれど、冷静に考えてみれば状況的には普段夕ゆう凪なぎ荘そうにいるのと大して変わらない気がします。


　弘ひろ司しが答えに困っていると、


「……ねこ、ばか」


　隣となりのシャルロット（人ひと型がたに戻った）がぼそりとつぶやいた。


「にゃ、そ、それってどういう意味にゃ！」


「……ことばどおり。たかがるすばんくらいではりきりすぎ。あほ。みててみぐるしい」


　ふん、と顔を背ける。


「あ、あほって……あほって言う方があほなんだよっ。シャルロットのあほ～」


「……そんなのしらない。あほはあほ。だからあほなのはねこ」
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「む、む～……」


「……ふん」


「……」


　弘ひろ司しを挟んで対たい峙じし合う二人。


　シャルロットは基本的には弘司と奈な々な以外には無関心だったけれど、その中でも美み亜あに対しては格かく別べつぞんざいな感じだった。ぞんざいというよりほとんど敵扱あつかい。オヤツを食べる順番が同じになるだけでイヤそうな顔をする。イヌとネコだから根本的にソリが合わないとか、そういう問題以い前ぜんのような気もするのだけれど、うーん……


　ともあれ今にも導どう火か線せん（長さ十センチくらい）に火が点つきそうなのを放っておくわけにもいかない。


「ほ、ほら二人とも、ケンカしないで……」


　弘司が間に入ると、


「む～、だってさだってさ、シャルロットが悪わる口くちばっかり～……」


「しょうがない。ねこがあまりにもあほだから」


　揃そろって不満そうな顔をする。


「お互いに色々言いたいことがあるのは分かるけど、ここはガマンして……」


　それでも二人は少しの間ぶつぶつと文句を言っていたが、


「……む～、分かったよ」


「……ひろが、そういうなら」


　やがて不ふ承しよう不ぶ承しようって顔ながらもそううなずいた。


　どうやらとりあえずは納なつ得とくしてくれたようだった。


「──さ、それじゃまずは大おお掃除を始めよっか。やらなきゃいけないことはさっさと終わらせちゃった方がすっきりするしね」


　美亜とシャルロットのプチ抗こう争そうが一いち段だん落らくしたのを見て、奈々がそう言った。


「悪いけど弘司はバケツに水をくんできて。美亜ちゃんとシャルロットはハタキでホコリを取って、千ち鶴づるさんとさくらちゃんは雑ぞう巾きんで汚れを取ってくれるかな？」


「ん、分かった」


「にゃ、りょうかいっ」


「……うん」


「分かりました～」


「うむ、承しよう知ちしたぞ」


　とまあ、そういうわけで始まった大掃除だったけれど、


　なかなかに大変な作業だった。


　何せ屋や敷しきの中はムダに広い。


　部屋だけで軽く数えて二十部屋以い上じようはあるため、ただ雑巾がけをしてホコリを落とすだけでも一ひと苦労である。加えてクローゼット（ウォークイン）やら物置やらがいくつもあり、さらには天てん井じよう裏うらや地下室、隠かくし部屋（裁さい断だん室、デザイン室、現げん像ぞう室）まであるときていることから、その作業は難なん航こうを極めた。


「ふう……」


　三つ目の物置の壁を磨みがきながら弘ひろ司しは息を吐く。


「ふんふんふ～ん、おおそうじおおそうじ～♪」


「……ねこ、うるさい」


　周りでは美み亜あとシャルロットが相変わらず小こ競ぜり合いをしながらハタキがけをしていて、


「うふふ、ガラス類は古ふる新聞で磨くときれいにツヤが出るんですよね～」


「ほう、随ずい分ぶんとたくさんの書物や骨こつ董とう品ひんがあるものじゃのう」


「うん、お父とうさんが好きなのよ。自分の気に入ったのを片かたっ端ぱしから買ってきちゃうからすごい量になっちゃってるの」


　その近くでは千ち鶴づるとさくらと奈々が本ほん棚だなの整理をしている。


　それなりにまともな大おお掃除の光景。


　ネコマタ娘と神様幼よう女じよ（それぞれかつての学園での掃除中に机にクラッシュ＆スプリンクラー放水をした実績アリ）が参加しているにしては、意い外がいにも平へい穏おんというか順じゆん調ちように進んでいる。


　この二人も少しは成長したんだなーと弘司が思っていると、


「……ね、ひろ、これなに？」


「ん？」


　と、隣となりの棚にハタキをかけていたシャルロットがふいに何かを片手に訊きいてきた。


「なんかへんなのがでてきた。なにこれ、はなのながいおっさん？」


「これって……」


　不ふ思し議ぎそうな顔をするワンコ娘が手にしていたのは……なんか異い形ぎようの物体だった。


　アル中の中年お父さんのように赤みばしった顔。やたらと高く太い鼻。世せ間けん様さまの何が気に入らないのか眉み間けんがＷみたいになったいかめしい表情。


　全長五十センチほどの、この場には明らかに場ば違ちがいなモノ。


「あらあら、太くて立りつ派ぱなお鼻ですね～」


「ふむ、天てん狗ぐか。珍しいのう」


　千鶴とさくらも感心した面おも持もちで近づいてくる。


　それは見事なまでに立派な天狗の面めん（リアル）だった。


「……てんぐさん……」


「へ～、天狗さんか～」


　シャルロットがほうっと声を出し、美亜がそんなこと言いながらうなずく。


「……」


　だけど何だってこんな微び妙みようなものがここに……？


　弘ひろ司しが疑問に思っていると、


「あ、それ、お母かあさんの貰もらい物。山やま形がた名産の天てん狗ぐ面めんだよ」


　奈な々なが横からひょいと顔を出してきて、そう言った。


「美み奈なさんの？」


「うん。ほら、お母さんって獣じゆう医いをやってるでしょ。治療のお礼とかで色々と贈り物をもらうことがあるのよ。それはだれからだったかな……あ、そうそう、商店街の近くに住んでる鬼き頭とうさんって人で、なんか『み、美奈先生、こ、今度はボクのコルト・パイソンも見てやってください。成長不良で困っていて……ハアハア……』とか言いながら渡されたって」


「……」


　いやそれって……


　思わず一時間くらい急きゆう須すに入れられたお茶を飲んだ時みたいな渋じゆう面めんになる弘司に、


「何でも実家が山形県で、そこに古くから伝わる貴き重ちようで曰いわくつきのものらしいよ。ちなみにコルト・パイソンっていうのは鬼頭さんが飼ってるヘビの名前なんだって。何とかアナコンダとか……」


「…………」


「ん、どうしたのよ弘司、おかしな顔して？」


「あ、いや、別に」


　慌あわてて首を横に振る。


　紛まぎらわしいというか、ある意味わざとやってるんじゃないかってネーミングセンスです。


　色々と複雑な気分になっていると、


「ね、ね、ヒロ。これな～に？」


「ん？」


　今度は美み亜あが何かを片手に訊きいてきた。


「顔を緑にそめたおじさん？　頭にお皿をのっけて楽しいのかな……？」


「これって……」


　ハテナマークを頭の上に浮かべたネコマタ娘が手にしていたのは……これまたなんか奇き怪かいな物体だった。


　収しゆう穫かく期きのキュウリのように緑ばしった顔。やたらと平たくて細長い口。頭とう頂ちよう部ぶでキラリと光る楕だ円えん形けいの白い皿。


　全長六十センチほどの明らかにこの場にはそぐわないモノ。


　それは素す敵てきなまでに立りつ派ぱな河童かつぱの面（リアル）だった。


「……かっぱ？」


「うん、日本に昔から伝わる水辺の妖よう怪かいっていうか……」


　不ふ思し議ぎそうな顔をする美亜に河童についての説明をしていると、


「あ、気に入ったんだ美み亜あちゃん。それもお母かあさんの貰もらい物、岩いわ手て産さんの河童かつぱ面めんだよ」


　奈な々ながまたそう補足してくれた。


「……美奈さんの？」


「うん。それはだれからだっけ……そうだ、公園の裏うら手てに住んでる亀かめ田ださん。なんか『み、美奈先生、今度はオレの44マグナムの活力を取り戻してやってください。最近元気がなくて困ってるんです……フウフウ……』って言いながら渡されたって」


「……」


「ちなみに44マグナムっていうのはカミツキガメの名前で……」


「…………」


　美奈さんが受け持っている患かん畜ちくの飼い主はみんなそんな人ばっかりなのでしょうか……？


　何と言っていいのか弘ひろ司しがコメントに困っていると、


「ふふん、ねこのみつけたかっぱなんかより、わたしのてんぐさんのほうがかっこいい」


　シャルロットがちらりと美亜の方を一いち瞥べつしてそう言った。


「む」


　自じ慢まんげなその言葉に美亜がぴくんと反応する。


「そんなことないよっ。そんな鼻がナスみたいに伸びた赤っぽいおじさんなんかより、こっちの河童さんの方がよっぽどせくし～だもん」


「……ぬ」


　と、今度はそれにシャルロットが反応。


「……かっぱなんて、ただくちばしがさんかくなだけのぶきみないきもの。てんぐさんのほうがずっときゅーと」


「にゃっ、ぶ、ぶきみって……」


「……ま、ねこにはぴったりかもしれないけど」


　ふん、と鼻で笑うように言う。


「む～、ヘンな顔した天てん狗ぐのくせに～……」


「……ぶさいくなかっぱのぶんざいでなまいき」


　全国の天狗さんと河童さんに微び妙みように失礼なことを言いながらにらみ合う二人。


　やがて、


「ねえ、ヒロはどっちがいいと思う？」


「え？」


「河童さんと天狗、どっちがかっこいい？　どっちがせくし～？」


「……もちろん、てんぐさんだよね」


「え、いや……」


　正直どっちもどっちというか、どっちも選びたくないというか……


　だけど美み亜あとシャルロットは河童かつぱ面めん（リアル）と天てん狗ぐ面（リアル）を片手に、どっちもこれっぽっちも引かない勢いで迫ってくる。


「え、ええと……」


　その勢いに押されつつたじろいでいると、


「ふむ、天狗と河童か。まあ儂わしから見ればどちらも論ろん外がいじゃが、妖よう怪かいの格としては天狗の方が上じゃのう」


「そうですね～、地方によっては山の神や魔ま王おうとして崇あがめられているところもありますし～」


　さくらと千ち鶴づるがそんなことを言ってきた。


「え、そ、そんなことないよ。河童さんだって一生懸けん命めい頭にお皿をのっけてるし、河童さんだってがんばってるんだもん！　そ、そうだよね、さくら？」


「こ、こら、引っ張るな」


「だ、だから河童さんの方がいいよね？　シャルロットの選んだ天狗なんかより河童さんの方が……」


「じゃ、じゃから引っ張るなというに……」


「ね、ね？」


　神様幼よう女じよのツインテールをぐいぐいと引っ張りながらなおも食い下がる美亜に、


「ええい、離さんか、邪じや魔まくさい！　というかそんなことにいつまでもこだわるな！　たかが天狗やら河童やらのことじゃろう！」


　とうとうさくらがきれました。


「え、だ、だって河童さん……」


「やかましい！　そんなに好きなら河童と結婚でもせい！　アホネコとドロくさい水すい棲せい生物とで、案あん外がいお似に合あいかもしれんぞ」


「あらあら～、美亜さん×河童さん、素す敵てきな組み合わせですね～」


　ものすごーくどうでもいいといった感じのさくらと千鶴。


　それを受けた美亜は今度は奈な々なの方を向いて、


「ね、ねえナナ、ナナは分かってくれるよね？　河童さんの方がかっこいいって……」


「え？　あ、え、ええと、あたしもけっこうどっちでもいいかなーって」


「え……」


「うーん、だって天狗と河童だし……」


「そ、そんにゃ……」


　その言葉を聞いて捨てられた仔こ猫ねこみたいな悲しそうな顔になる美亜に、奈々は若じやつ干かん気まずそうに目を逸そらしつつ、


「あ、そ、それより早く掃除の続きをやっちゃおう。ほ、ほら、掃除がキリのいいところまで終わったらオヤツが待ってるよ。おいしいケーキがあったかな」


「ふむ、そうじゃな。さっさと終わらせるか」


「まずはお掃除ですね～。美お味いしいモノは最後に取っておくに限りますから～」


「……ねこ、あほ」


「あ……」


　皆が掃除へと戻っていくのをぽつんと眺ながめつつ、美み亜あはお面めんを持ったまま一人その場で下を向いて、


「……河童かつぱさんの方が、かっこいいんだもん……」


　そう、寂しそうにつぶやいていた。








　　　２




「それじゃお茶でもいれてくるからちょっと待ってて。みんなはのんびりしてくれてていいから」


　そんな言葉を残して、奈な々なは足早に台所へと消えていった。


　現在弘ひろ司したちがいるのは屋や敷しきの奥にある離れの和室である。


　二十畳ほどの畳たた敷みじきのスペースの真まん中なかにコタツが置かれた昔ながらの落ち着いた風ふ情ぜいの部屋。


　あれから一時間が経過し、ようやく掃除も一いち段だん落らくしたので少し休憩をしようということになったのだ。


「ふう……」


　コタツの端はしに座り一ひと息いきつく。


　弘司も子供の頃からよく出入りしているここは、白しら瀬せ邸ていで最もよく人が集まる部屋であり団だん欒らんの場でもあった。


　何というか、気き楽らくな気持ちで落ち着ける場所。


　で、そのリラックスできるスペースでゆっくりとくつろぐはずだったのだけれど──


「……」


「だから～、さっきからずっと言ってるけど、ヒロの左隣どなりはわたしって決まってるのっ！」


「……そんなのしらない。いつどこでだれがなんじなんふんなんびょうにきめたの？」


　相変わらず、静せい寂じやくっていう言葉からは無む縁えんな二人がいた。


　弘司を横にして、本ほん日じつ何度目かという限りなく不ふ毛もうな言い争いをしている。


　本当にこの二人（二匹）はとことんサラブレッドが合わないみたいです。


「ヒ、ヒロも何か言ってよ～。ここはいつもわたしがいる場所なんだって～」


　弘司に向かってそう主張してくるも、


「う、うーん……」


「せっかくの休憩中に騒がしいぞ。疲れが取れんから静かにしておれ、アホネコ」


「別にたまには違う光景があっても新しん鮮せんでいいじゃないですか～」


　それぞれやはりしっかりと弘ひろ司しの背中と右隣どなりを確保したさくらと千ち鶴づるが、我われ関かんせずといった様よう子すでそう言う。


「にゃ、にゃんでみんなしてシャルロットばっかり～……」


「……ふふん」


　へなへなとネコミミをへたらせた美み亜あを勝ち誇った顔で見てシャルロットが弘司の左腕にきゅっと絡み付いてくる。


「ふふー、ひろー」


「弘司さまの身体からだは温かいですね～」


「やはり弘司の背中は落ち着くのう……」


　左にシャルロット、右に千鶴、背中にさくら。


　いつもと微び妙みように違う幸せトライアングル。


　それを恨うらめしげな目で見つめながら美亜が一人どんよりとタタミの上に「の」の字を書いていると、


「あれ、どうしたのみんな」


　と、そこで人数分のお茶などが載ったトレイを片手に奈な々なが戻ってきた。


「何かあった？　美亜ちゃんが微妙な雰ふん囲い気きだけど……」


「いやまあ……」


　何かあったというか……


「？　よく分かんないけど……冷蔵庫にモンブランがあったから持ってきたよ、食べる？」


「え、もんぶらん？　うん、食べる食べるっ」


　その言葉に、泣いた仔こ猫ねこがもう笑ったかのように美亜の顔がぱあっと輝く。


「ふふ、よかった。あ、それと面白いものも見つけたからついでに持ってきちゃった」


「面白いもの？」


「うん、そ。──じゃじゃーん！」


　そう効果音付つきで前に出された奈々の手に収まっていたもの。


　それは古びた何枚かの写真だった。


「これって……」


「んにゃ？　しゃしん？」


　美亜が不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。


「そう、写真。さっき押し入れを掃除してた時にたまたま見つけたの。しまってあった不ふ動どう明みよう王おう像の食いしばった口の中から出て来たのよ。何でそんなところにあったのかは分かんないんだけど。お母かあさんが間違ってしまっちゃったのか、何かの拍子に入っちゃったのかな？」


「へえ……」


　とりあえず何だって押し入れの中なんかに不ふ動どう明みよう王おう像がしまってあるのかはスルーしつつ、テーブルの上に並べられた写真に目を落とす。


「ね、見て。これとか懐なつかしいよ。初めてあたしたちだけでシャルロットを散歩に連れてった時のやつ」


「ん？」


「ほら、これこれ」


　奈な々なが指差した先にあったのは、少しだけ色あせたカラー写真。


　まだ小さかった弘ひろ司しと奈々が手を繫つないでいて、その横でシャルロット（犬型）がきょとんとした表情で道みち端ばたに座り込んでいる。


「ね、懐かしいでしょ？　十年近く前のやつかな」


「こんな写真がまだ残ってたんだ……」


　白しら瀬せ家けに保存されているのは、てっきり色々な意味で後の世に残りそうなアレな服を着た写真ばかりかと思っていました。


「こっちはそれよりちょっと後のやつ。シャルロットが初めてお手をして……」


「あ、うんうん」


　思わずうなずき返す。あの時のことはよく覚えている。なかなかお手をしようとしなかったシャルロットが、一ヶ月ほどかかってようやくささやかながらも自分から左前足を差し出してくれたのだった。


　当時を思い出しながら何となくノスタルジックな気分に浸ひたっていると、


「お、お手？　ヒロ、シャルロットにお手をされたことがあるのっ？」


　ふいに美み亜あが大きな声でそう叫び、


「え、うん、あるけど」


「ほ、ほんとに？　そ、そんにゃ……」


　がくりとヒザをついてその場に崩れ落ちる。


「何をそんなに大おお袈げ裟さに反応しておる。人が落ち着いている時に鬱うつ陶とうしいぞ」


「美亜さんは何事も針しん小しよう棒ぼう大だいですからね～」


　さくらたちの言葉に、


「だ、だって、さくらたちはくやしくないのっ？　シャルロット、わたしたちの知らないところでヒロに、お、お手なんかしちゃってるんだよ！」


「ぬ？　いや別にそれほどは」


「所しよ詮せんお手ですしね～」


　そんな答えが返ってくる。


「にゃ、にゃんでそんな落ち着いてられるにゃ……。お手といえば深く信頼し合った者同どう士しが互いの絆きずなを確かめ合う大切な儀ぎ式しきで、ネコマタ法ほう三十七条にも定められてるとっても〝いんぽ～たんと〟な決まりごとなのに……」


　わなわなとそう口にする美み亜あ。


　どうやらネコマタ業界において、お手というものは非常に重要な行為らしい。


　そしてそれはワンコ業界においても同じなのか、


「……ふふん、まけねこ」


　勝ち誇ったかのように笑うシャルロット。


「む～」


「わたしはおてをしたけどねこはしてない。このさはれきぜん」


「む、む～」


　美亜がネコミミとネコシッポをぶんぶんと揺らしながらぺちぺちと悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏む。


「まったく、阿あ呆ほうな争いじゃな……」


「五ご十じつ歩ぽ百歩とはまさにこのことですね～」


　さくらと千ち鶴づるが湯飲みを手にどうでもよさそうに言う。


「ヒ、ヒロ、わたしもお手するっ！」


「え？」


「シャルロットだけしててわたしがしてないのはずるいもんっ。だからわたしにもして！」


「別にいいけど……」


　減るものでもなし、お手くらいお安い御ご用ようである。というか今まで手をつないだりしているのに何でそんなにお手にこだわるのでしょうか？


　不ふ思し議ぎに思いつつも興こう奮ふんするネコマタ娘に右手を差し出そうとして、


「……ひろ、ねこともおてをしちゃうの？」


「え？」


「おてをするのは、わたしとだけだとおもってたのに……」


　シャルロットが夜空に散らばる星ほし屑くずみたいなつぶらな瞳ひとみで見つめてきた。


「う……」


「はやくはやく、ほらほらっ」


　その横ではぱたぱたとネコシッポを動かしつつ急せかしてくる美亜。


「……しちゃうの？」


「ヒロ、おて、おてっ」


「え、ええと……」


　こういう場合はどうしたらいいんだろう。美亜を立てればシャルロットが立たないしシャルロットを立てれば美亜が立たない……と大おお岡おか裁さばきにおける子供みたいな心しん境きようで弘ひろ司しが心底困こまっていると、


「あ～も～、いいから～、とにかくおてにゃ～！」


「あっ……」


　そう言ってネコマタ娘が身を乗り出したその時だった。


　ぺしっ。


　持ち主の心を反映してかふりふりと元気にスイングされたネコシッポが、コタツテーブルの上に載っていたミカン（温うん州しゆう）を勢いよく薙なぎ払った。


　吹き飛ばされたミカン（温州）はそのまま弧こを描いて飛んでいき……たまたまその射しや線せん上（？）に座っていた神様幼よう女じよの顔面に正面からぼこっ！　と激げき突とつした。


「ぬぼっ!?」


　ジャストミートな一いち撃げき。


　のけぞるさくら。


　その拍子に手に持っていた湯飲み（中身はホットミルク）がごとりと落ち、さくらの顔及およびテーブルの上に散さん乱らんする。


「ぐ、ぐあぁ……あ、あつ、あつい！　こ、このアホネコが……」


「ちょ、ちょっと、だいじょうぶ、さくらちゃん？」


「あらあら～、というか濡ぬれ濡れですね～」


　千ち鶴づるがいつもと変わらずのほほんとそう指し摘てきする。


　見るとさくらの顔とテーブルの上は、湯飲みからこぼれたホットミルクによって水びたし（牛乳びたし？）になっていた。


「大変、早く拭ふかないと！　ええと、フキンはどこにあったっけ……」


　奈な々なが慌あわてた様よう子すで台所へと走っていく。


「あ、あの、ヒロ、お手は……」


「そ、そんな場合ではなかろうが！　いいからさっさとお主ぬしも手伝え！」


「自分で蒔まいた種くらいは自分で刈り取りやがれこの駄だネコが～、ですね～」


「ねこ、ほんとばか」


「う、うにゃあ……」


　さくらと千鶴とシャルロットに三さん方向から責められて美み亜あが情なさけない声を出す。そして差し出しかけた右手を力なく元に戻しながら、


「……だって、お手したかったんだもん……」


　そう悲しげに、ぽつりとつぶやいていた。








「ふう……」


　そんな美み亜あたちの横で、弘ひろ司しも片付け作業を手伝っていた。


　こぼれた牛乳を拭ふく作業は奈な々なや千ち鶴づるたちがやってくれている。なので弘司の仕事はテーブルの上に載っていた濡ぬれては困るものをタタミへと退たい避ひさせることだった。


　テレビのリモコンや今日の夕刊、そしてさっきまで見ていたシャルロットの写真など。


　それらを順番にどけていき、まとめていく。


　最後に写真を手に取り片付けようとして、


「ん……？」


　その時だった。


　手にした何枚かの写真の中からひらりと舞い落ちた一枚。


　何気なく拾って目を落としてみる。すると──


「あ……」


　思わず声が漏れる。


　そこに写っていたのは弘司と奈々に囲まれた一匹のネコ。弘司たちが昔隠かくれて飼っていたはずの、ネコの写真だった。


「何でこんなところに……」


　さっき奈々が見せていた中にこれはなかった。不ふ思し議ぎに思うも、どうも写真と写真の間に重なって張り付いていて奈々は気付かなかったみたいである。


「……」


　そしてもう一つ気になったことがあった。


　それは前に奈々と交わした会話。


　奈々はネコを飼っていたことを覚えてないと言っていたが、この写真がここにあるということはやっぱり奈々もそれを知っているはずである。というかいっしょに写真に写っているわけだし。とすると何か勘かん違ちがいでもしていたのだろうか……


「……」


　何か違い和わ感かんを覚えてその場で考え込んでいると、


「ほら、ぼーっとしてないで弘司も手伝って！」


　奈々がフキン片手に叫ぶ。


「さくらちゃんの顔もすごいことになってるし、早く拭かないと下まで垂れちゃう」


「あ、うん」


　……まあ、いいか。


　きっとそれほど大したことじゃないだろう。聞いてみればちょっとした思い違いだとかそんな些さ細さいなことに違いない。今は奈々も色々と忙しそうだし、後で時間ができた時にでも確認してみればいいか。


　そう思って、その場は片付け作業に戻ったのだった。
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　それからも、順調に大おお掃除は進んでいった。


　廊下（長さ五十メートル）の雑ぞう巾きんがけ。


　フロ（壁に富ふ士じ山さんの絵アリ）掃除。


　庭の池（高そうな錦にしき鯉ごいがウジャウジャ）の水替え。


　どこもかしこも普通の一般家か屋おくと比べて広い造りになっていて大変な上に、相変わらず美み亜あとシャルロットはことあるごとにうにゃうにゃわんわんと衝しよう突とつしていたけれど、それでもそれなりに円えん滑かつには進んでいった。


「ふう……」


　そして大掃除を開始してからおよそ三時間ほどが経過。


　ようやく残りもあと少しになってきたその時、


　ピンポーン。


　と、玄げん関かんのチャイムが鳴る音が聞こえてきた。


「？　奈な々な、だれか来たみたいだよ」


「え、ほんと？　だれだろ」


　雑巾を絞しぼっていた手をタオルでふきながら奈々がぱたぱたと玄関へと向かう。


　そしてすぐに大きな荷物を両手に戻ってきた。


「どうだった？」


「ん、なんか宅たく配はい便びんだったみたい。あたし宛あてなんだけど……差さし出だし人にんがお母かあさんなのよね」


「美奈さん？」


「うん、何なんだろ。開あけちゃっていいよね」


　言いながら奈々がダンボールを開く。


　すると中から出て来たのは──


「……」


「……」


「これって……」


　──何やらやたらとキラキラでヒラヒラとしたモノ。


　キレイに折り畳たたまれたメイド服（×二）でした。


「……お母さん、何だってまたこんなものを……」


「さ、さあ……」


　呆ぼう然ぜんとする弘ひろ司したちに、


「わ～、何それ？　すごいぴかぴかだね～」


「あらあら～、素す敵てきな西洋給きゆう仕じ服ふくじゃないですか～」


「ふむ、なかなかに〝はいから〟じゃな」


「……かわいい」


　騒ぎを聞きつけたのか、寄って来た美み亜あたちがそんな風ふうに声を上げた。


「いいないいな～、きれいだな～」


「ここの裾すそのデザインが素敵ですね～」


「まあたまにはこういうのもありじゃろう」


「……すてきんぐ」


　だけど楽しげなネコマタ娘たちとは対たい照しよう的に、


「はぁ、この前もヘンな巫み女こ服みたいなのが届いたばっかりなのに……。自分でも作ってるんだからいいかげんに少しは自じ重ちようしてほしいわ、まったく……」


　奈な々ながこめかみを指で押さえながらため息を吐く。確かにそれについては弘ひろ司しもまったく同感です。


「しかもなんかクリスマスプレゼントみたいね。…………それも、あたしと弘司用の」


「ぼ、僕？」


「そ。だってメッセージカードにそう書いてあるもの。『Ｆｏｒ奈々＆ヒロくん♪』って。おまけに服の裏うら地じにあんたの名前も刺し繡しゆうされてるし。……そういえば出で掛がけになんか怪しい笑いを浮かべてたと思ったらこういうことだったのね……」


「……」


　美み奈なさん、相変わらずのアレっぷりです。


「……で、どうするの？　お母かあさんはきっと弘司がこれを着てくれることを望んでると思うけど？」


「い、いや……」


　いくら望まれてもさすがにこの歳としになってこれ（メイド服）は着られません……


　美奈さんの愛情（？）と自らのアイデンティティの狭間はざまで葛かつ藤とうしていると、


「ね、ね、だったらわたしが着てみてもい～い？」


「え？」


「このおようふく、わたしが着てみちゃだめ？　だってこれ、ひらひらしててとってもかわいいんだもん♪」


　美亜がそう訊きいてきた。


「あ、ええと……」


　弘司としては一向に構わないのだが、これでもいちおう美奈さんが弘司のために贈ってくれたクリスマスプレゼントである。そんなに簡単に譲ゆずってしまっていいものなのか……


　奈な々なの顔を見ると、


「いいんじゃない？　お母かあさんとしてはかわいく着てもらえればいいんだろうし、美み亜あちゃんはお気に入りでもあるから、問題ないと思うわよ」


　そんな返事が戻ってきた。


「え、じゃあ？」


「うん、いいよ、美亜が着て」


「やった～！　ありがと、ナナ、ヒロ！」


　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら美亜が喜びを全身で表現する。


　だがそこで、


「……だめ」


「え？」


「……ねこにこんなかわいいの、もったいない。たからのもちぐされ。ねこにこばん。だからわたしがきる」


　シャルロットがそんなことを言い出した。


「いいでしょ、ひろ？」


「え、うーん……」


「い、いいわけないにゃ！　わたしが先に着るって言ったんだからっ。シャルロットの出る幕じゃないもんっ」


「……そんなのしらない。ねこがかってにいっただけ。それにしたがうぎむなんてない」


「む～……」


「……ふん」


　にらみ合う二人。


「うーん、どうする弘ひろ司し？　あたしは美亜ちゃんでもシャルロットでも構わないと思うんだけど……」


「どうしよう……」


　しばし考える。


　ネコミミとイヌミミのどちらにメイド服はより似に合あうか……などという哲てつ学がく的なことはさておき、この場合はどうすべきか……うーん……


　考えること十秒。


　弘司はゆっくりと顔を上げて、


「──ねえ美亜、今回はシャルロットに譲ゆずってあげるのはダメかな？」


「え……？」


「ほら、美亜はこれからいつでも着られるけど、シャルロットは今じゃないと着られないから……」


　美み奈なさんの前では犬型をしているシャルロットは、今を逃してはなかなかこんな服（メイド服）を着る機会はないだろう。一いち期ご一いち会えというか。だからそう言っただけで、弘ひろ司しには他た意いはなかったのだけれど……


　だけど美み亜あは、


「……何で、みんなシャルロットばっかりひいきするの」


「え？」


「さっきからみんなしてシャルロットの肩ばっかり持って……。わたしが先に着るって言ったんだもん。シャルロットの後なんてやだ！」


「あっ……」


　そうぶんぶんと頭を振ると美亜は勢いよく立ち上がり、シャルロットが手にしていたメイド服を力任まかせに奪い取ろうとして──


　ビリリッ。


「!?」


　そんな音とともに、メイド服が二つに裂けた。


「あらあら～」


「ほう、見事に破れたの」


　千ち鶴づるとさくら（特にメイド服に執しゆう着ちやくなし）がのんびりとそうコメントする。確かにメイド服はフリルのついた腰のところから完全に破れて二つになっていた。


「あー、これはもうだめかも……」


　真まっ二ぷたつになったメイド服を手に奈な々なが小さく息を吐く。


「美亜……」


「やれやれ、相変わらず駄だネコじゃのう」


「というか根本的に考えが足りないんですよね～。分かりやすく言うとノ～タリンといいますか～」


「だ、だって、シャルロットが離さないから……。わたしが悪いんじゃないもん……」


　気まずそうに顔を逸そらしつつ美亜が小さな声でぽそりとつぶやく。


「美亜、それは分かるけど……」


「で、でも……」


「まったく、言い訳ばかりしおって」


「そのようなことを言う前にすることがあると思いますがね～」


「う、う～……」


　不ふ本ほん意いそうな顔をしながらも美亜がもごもごと何か口を開こうとして、「ご、ごめ──」


「……ごめんなさい、ひろ」


　それに先んじて、隣となりのワンコ娘がちょこんと頭を下げてきた。


「え？」


「わたしがもっとはやくてをはなしてればよかった。ねこがあほだってことはわかってたはずなのに……」


「シャルロット……」


「……だから、ごめんなさい」


　しおらしくそう口にするシャルロット。


「ほう、イヌはなかなかに礼れい儀ぎというものを知っておるの。どこぞの躾しつけの悪いネコとは大違いじゃ」


「犬いぬ食しよく住じゆう足りて礼れい節せつを知る、ですね～」


　神様幼よう女じよと霊れい鳥ちようお姉ねえさんがノンキにそんなことを言う。


「だ、だって、わたし……」


「このままだとイヌに立場を奪われてしまうのではないか？　まあ儂わしはそれでも構わんがの。どちらも同じようなものじゃし」


「あらあら～、下げ克こく上じようというやつですね～」


「な、なんで……う、うう～……」


　からかうようなさくらたちの物言いに、美み亜あがふるふると震えながらがっくりとうなだれる。いつになくショックを受けているみたいです。


「二人とも、そのヘンに……」


　さすがに見かねて止めようとしたのだけれど、


「う、うわ～ん、さくらのばか～！　チヅルのはくじょうもの～！　シャルロットのあほ～！」


「あ、美亜」


　それを聞く間もなく、ネコマタ娘は泣きながら廊下へと走り去っていってしまった。


「まったく、単たん細さい胞ぼうじゃのう」


「単細胞は言い過ぎです～、美亜さんは単に単純なだけですよ～」


「……ねこ、あほ」


　それぞれにそんなことを言う。


「美亜……」


　弘ひろ司しとしては、そうつぶやきながら美亜の消えた先を見つめるしかできなかった。





　　　＊





　ネコミミとネコシッポをふるふると揺らしながら、美亜は走っていた。


「うう、さくらとチヅルとシャルロットのいじわる……」


　広い白しら瀬せ邸ていの中。


　どこがどこだかも分からないままただひたすらにぺたぺたと走っていく。


「ヒロの傍そばにいることがわたしの〝れぞん・で～とる〟だったのに……」


　思わず口からそんな言葉がもれる。


　頭の中に響ひびくのはさっきのさくらたちの言葉だった。


「ヒロの傍にいるのはシャルロットじゃなくてお嫁よめさんのわたしなんだもん……」


　シャルロットが夕ゆう凪なぎ荘そうに来るようになってから、弘ひろ司しが遠くに行ってしまったような気がした。


　何だか二人の間にぽっかりと距離ができてしまったみたいな感じ。


　いや当然ながら実じつ際さい問題として弘司が物理的に遠くに行ってしまったわけではない。


　でもシャルロットが現れたことで、美み亜あを構ってくれる時間が減ったのは確かである。


「ヒロ……」


　廊下の途中で足を止めて、胸の前で手をぎゅっと握りしめる。


「何なんだろ……なんかヘンだよ。なんか胸がうにゃうにゃってする……」


　何だかとても落ち着かない気分だった。


　胸の奥で何かがもぞもぞと動いていて、かき回しているような感じ。


　弘司とシャルロットのことを考えているだけで……いてもたってもいられなくなってくる。


「にゃ……どうなっちゃったんだろ、わたし……」


　ぽそりとつぶやく。


　そこでふとあるものを感じ、美亜は顔を上げた。


　どこからか薄うっすらと流れてきた懐なつかしい匂におい。


「……にゃ……？」


　何だろう……と、辺りを見回す。


　どうやら廊下の一番奥おくにある部屋からのようである。


「何だろ、これ……」


　よく分からない。


　だけどなぜかそこには惹ひかれるものがあった。


「……」


　ふらふらと吸い寄せられるように広い白しら瀬せ邸ていの廊下を進む。


　廊下の片かた隅すみにある小さく薄うす暗ぐらい部屋。


　その中の一角。


　フスマを開けて中に入る。


　何だかそこは落ち着くような感じがした。


　初めて来る場所なんだけれど、だけどどこか懐かしいような感覚。


「うにゃ……」


　置いてあった毛布にくるまり全身を横たえる。


　柔らかな感かん触しよく。


　優しい匂におい。


　その懐なつかしい感覚に包まれて、美み亜あはぽつりとこうつぶやいていた。


「美み夜やお姉ねえちゃん……」








　　　４




　それからしばらく待ってみたけれど、美亜は戻ってこなかった。


「やっぱり探しに行かないと……」


　このやたらと広く部屋がたくさんある白しら瀬せ邸ていである。放っておくと迷まい子ごになったりヘンな隠かくし部屋にハマって出て来られないなんていう可能性もないとは言い切れない。それに何だか美亜の様よう子すがいつもと違ったような気もするし……


　だが、


「よいではないか、放っておけ」


「さくら……」


　神様幼よう女じよがどうでもよさそうに首を振る。


「ネコなど腹が減れば向こうから出て来るじゃろう。ほれ、何なら罠わなでも仕掛けておけばよい」


　さくらはそんなことを言いながら、どこからか取り出したカツオブシを皿の上に載せ、その脇にザルを引っ掛けた突っかえ棒を置いた。「これでばっちりじゃろう。後はネコがかかるのを待つだけじゃ」


「……」


　いわゆるスズメとかを捕まえるアレです。


「だめですよ～、さくらさん。いくら美亜さんでもカツオブシだけではパンチが足りません～。なのでこれを～」


「おお、なるほどネコマンマか。これなら香りもあるからネコもイチコロじゃな」


「…………」


　とりあえずこの二人にはあんまり真ま面じ目めに探す気はなさそうだった。


「……ちょっと探してくるよ。やっぱり心配だし」


「むう？」


「あたしも見て回ってみるわ。だいじょうぶだとは思うけど、地下室とかに入っちゃうと色々大変かもしれないから」


「あらあら～」


　奈な々なもそう言ってくれる。


　なので二人して探しに行こうとして、


「……ひろ、ねこをさがしにいっちゃうの？」


　シャルロットがきゅっと服の裾すそを摑つかみながら見上げてきた。


「ねこはじぶんからにげてった。だったらじぶんからかえってくるのをまってればいい。さがすぎむなんてない。ちがう？」


「それはそうかもしれないけど……」


「じゃあなんで？　ひろがさがしにいってあげることなんてないとおもう」


　いつもとは違った真剣な様よう子すでそう言ってくる。降り注そそぐ夕日のせいか、何だかその瞳ひとみが紅あかく染まっているように見えた。


「……」


　確かにシャルロットの言っていることは正論である。だけど……


「……でもやっぱり放っておくわけにはいかないよ。義務とかじゃなくて、美み亜あは家族みたいなものだから……」


「……かぞく」


「だから探しに行かないと。一人で寂しい思いをしてるかもしれないし」


「……そう、なんだ」


　納なつ得とくしてくれたのかはよく分からなかったけれど、そう言うとシャルロットは少し寂しげに摘つまんでいた指を離した。


「それじゃ行こうか、奈々」


「うん。あ、ひとまずさくらちゃんたちはここで待っててくれるかな？　あんまりウチの造りは分からないだろうし、さくらちゃんたちまで迷っちゃったら大変だから」


「むう、よかろう」


「お夕飯の準備でもしながら待っていますね～」


　そういうわけで、奈々と手分けして美亜を探すことにした。


「じゃあ弘ひろ司しは物置の方を探してみて、あたしは玄げん関かんを中心に外の方を見てみるから」


「うん、分かった」


　とりあえず探す範はん囲いは弘司が屋や敷しきの中、奈々が屋敷の外（庭）を担当する。


　物置などがある白しら瀬せ邸ていの奥は比ひ較かく的てき細こま々ごまとした部屋が多く、隠かくれるのにはうってつけな場所が多いところだった。


　ざっと弘司が覚えているだけで部屋が二十五、物置が十八、ウォークインクローゼットが十三ほどある。


　それらを一つ一つ確認しつつ、


「美亜ー。いるー？」


　呼びかけてみるも返事はない。


　ただ虚むなしく自分の声の反はん響きようが返ってくるだけである。


「どこに行ったんだろう……」


　屋や敷しき内の造りを知らない美み亜あだからそう複雑な場所に隠かくれることはできないはずだ。屋敷の敷しき地ち内から出た様よう子すもないし、だとするとどこに……


　各部屋の中や物置は当然として、いちおう床ゆか下した収納や仏ぶつ壇だんの中、天てん井じよう裏なんかも探してみる。


　だけどやはり美亜の姿は見当たらなかった。


「美亜……」


　思わずため息を吐きながらその場に座りこむ。まったくもって見つからないネコマタ娘。板張りの床がやけに冷たく感じられた。


「……」


　──そういえばずっと前にもこんなことがあった気がした。


　あれはいつだったか、あの写真に写っていたネコとケンカをして、すねたネコがどこかへ逃げてしまった時のこと。


　あの時にネコが隠れていた場所は──


「……」


　まさかとは思う。


　ネコ同士だからといって同じ場所に隠れている保証なんてこれっぽっちもないわけだし、むしろそんなものは根こん拠きよとしては果てしなく頼りない方だろう。


　だけど弘ひろ司しにはなぜか妙みような確信があった。


　それはもうほとんど揺るぎないほどの大きな確信。


　そう、美亜はおそらくあそこにいる。あの時ネコが隠れていたあの場所に。


「……よし」


　思い出にある場所へと向かい走り出す。


　廊下を抜け、曲がり角を折れ、ショートカットのためいくつか部屋の中を通り抜けてひたすらに進む。


　長さにしてのべ三十メートルほど。


　その先にあるのは屋敷の中でも一番奥おくまったところにある物もの置おき部屋。


　窓らしい窓もなく、昼なお薄うす暗ぐらいそこに足を踏み入れる。


「ここは昔のままだ……」


　十年前とほとんど変わっていない造りとその独特の雰ふん囲い気き。


　懐なつかしい気分が込み上げてくる。


　そしてその中の一番奥の押し入れ。


「……」


　いつかの光景が頭に浮かぶ。


　あの時はこのフスマの向こうから、少しだけすねた様よう子すのネコが姿を現した。だとしたら今回も……


「……」


　ゆっくりとフスマを開く。


　するとそこには──


「美み亜あ……」


「あ……」


　毛布を被かぶりながら丸くなっている、ネコミミとネコシッポを頼りなげに震わせたネコマタ娘がいた。








「……」


「……」


　部屋の真まん中なかで、弘ひろ司しは美亜と向かい合っていた。


　とりあえず押し入れに入ったままでは話もできないため、あまり気乗りしない様よう子すの美亜を何とか説得して出てきてもらったのだった。


「……」


「……」


　何となく気まずい雰ふん囲い気き。


　美亜は押し入れに入っていた毛布を両手に抱えて押し黙ったまま、弘司の方を見ようともしない。ネコミミとネコシッポも水をもらっていないアサガオのようにしゅんと力なく床に垂れている。


　しばしの沈ちん黙もくを挟んで、


「──こんなところにいたんだ」


「……」


「探しちゃったよ。ほら、みんなも心配してるからそろそろ戻ろう。メイド服のことはもういいから」


「……」


　そう促うながすも美亜は毛布をぎゅっと握りしめたまま動こうとしない。


「美亜……」


　いつにない頑かたくなな様よう子すにどうしていいか戸と惑まどっていると、


「……ヒロはさ……」


「ん？」


「…………ヒロはさ、わたしのこときらいになっちゃったの？」


　突然そんなことを言い出した。


「嫌いって……」


「……もう、わたしのことなんていらない？　傍そばにいたらやだって思ってる？　シャルロットの方がいい？」


「美み亜あ、もしかしてさっきさくらたちが言ってたことを……」


　真まに受けているのだろうか？


　あんなのはただその場のノリで冗じよう談だんで言っていただけだろうに……


「そんなことないって。美亜のことをいらないだなんて思ったことは一度もないよ」


　なのでそう説明すると、


「で、でも……」


「？」


「で、でも、ヒロ、ここのところシャルロットばっかり構って……」


「え？」


「いっつもシャルロットの相手ばっかりして、あんまりわたしのことを構ってくれない……。チヅルとさくらもシャルロットの味方してばっかりだし……。なんかヒロが遠くにいっちゃったみたいなんだもん……」


「それは……」


　懐なついてきてくれるシャルロットに対応していただけで、美亜を邪じや険けんにしているつもりはなかったのだけれど──


「だ、だから、わたしはもうヒロにきらわれちゃったんじゃないかって、いらない子なんじゃないかって……わたしの〝れぞん・で～とる〟はもうないんじゃないかって……うっ、ぐすっ……」


「……」


　でも何であれ、そのことが美亜を傷つけてしまっていたのならそれはきっと反省すべきことだろう。


「ごめん……」


「……」


　しゃくりあげる美亜に声をかける。


「そんなつもりはなかったんだけど、美亜にそういう風ふうに思わせちゃったなら謝る。ごめん」


「……」


　少しの間あいだ美亜はふるふると肩を震わせていたが、


　やがて、


「…………じゃあ、お手していい？」


「え？」


「……お手。シャルロットがしてたみたいに、わたしもお手がしたい」


　もじもじと遠えん慮りよがちに、ちょこんと見上げて言ってくる。


「あ、うん、いいよ」


　もともとそれはこれっぽっちも断るようなことではないわけだし。


「……にゃあ」


　右手を差し出すと、少しだけはにかみつつぺちりと美み亜あが左手を乗せた。「えへへ、ヒロとお手だ……」


　しばらく幸せそうに左手を握ったり離したりする美亜。


　これで少しは満足してくれたかなーと思いつつネコマタ娘の顔を見る。


　だけど次に美亜の口から出たのは、


「あ、あのさ、ヒロ」


「ん？」


「え、えと、あの……」


「？」


「……あ、あの、抱っこも、してもらっていい？」


「!?」


　そんなアレな言葉だった。


「だ、抱っこ。ま、前にシャルロットにやってたみたいに、わたしもヒロにぎゅってやってほしいにゃ……」


　頰ほおを少しばかり赤く染めつつ言ってくる。


「え、う、うーん……」


　それはさすがに即そく答とうできないというか……


「……だめ、なの？」


「いやダメってことは……」


「じゃあ、いい？」


「え、ええと……」


　ダメではないんだけれど抱っこをするということは美亜の身体からだを抱きしめるということであって、しかも今いま現在このネコマタ娘はひらひらとしたミニスカート姿であり……


　弘ひろ司しが戸と惑まどっていると、


「だめじゃないなら……いいよね。──えいっ」


「え？」


　いきなり何の前まえ触ぶれもなしに、美亜がうにゃんと飛びかかってきた。


「み、美亜!?」


「え、えへへ、ごろにゃ～……」


　心の底から嬉うれしそうな顔で、スカートの乱れも気にせずに正面からぎゅっと抱き付いてくる。


　鼻元をかすめるさらさらの髪かみとふわふわのネコミミ。漂ってくる優しい香り。腰から胸にかけてはこの上なく柔らかな感かん触しよくが密着していて……


「う……」


　状態としてはほとんど抱っこちゃん（ただし腕でなく身体からだ）です。
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「やっぱりヒロとくっ付いてると落ち着く……ぽかぽかしてて、お日様の中にいるみたい……」


「そ、そう？」


「うん、とってもあったかくて安心できて、それだけでさっきまでうにゃうにゃしてた胸の中がほんわかしてくる……」


「そ、そうなんだ……」


　さらにぴったりと頰ほおを寄せたり足を絡ませたりしてくるネコマタ娘を前に理り性せいを総そう動員して必死に湧わき立つ本能を抑えていると、


「でも何だろ、なんかいつもと違う感じがする……。うにゃうにゃは収まったけど……いつもより胸がどきどきするってゆうか、このままずっと離れたくない感じ……」


「……」


「すっごく胸が熱いよ……ううん、胸だけじゃなくて身体なのかな……。ヒロとくっ付いてるだけで、か～っと火ほ照てってくる……」


「美み亜あ……」


「ね、お願い。もうちょっとだけこのままでいさせて……」


「う、うん……」


「うにゃ、ヒロ、大好き……」


「……」


「……」


　ああ、なんかもうずっとこの状態でもいいかなーなどと思ったその時。


「ちょっと弘ひろ司し、そこにいるの？」


「!?」


　ガラリと部屋のフスマが開けられて、その向こうから奈な々なが姿を現した。


「どうしたのよ、なんか探しに行ったきりあんたまで全然戻もどってこないからミイラ取りがミイラになったのかと思って──って、あ、あんた、何やってんの!?」


「い、いやそのこれは……」


　突然の出来事に焦る弘司に、


「い、言い訳無む用ようよ！　だれもいないのをいいことに美亜ちゃんにムリヤリ……。いいから早く美亜ちゃんから離れなさい！　今すぐに！」


「は、はい」


　さすがに美亜と密着しているのでいつもの胴どう回まわし回転蹴げりは飛んでこなかったものの、今にも殺人光こう線せんが発射されそうな目と声で威い嚇かくされては、弘司も飼い慣らされた放ほう牧ぼく羊ひつじのように大人おとなしく従うしかなかった。
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「もう、心配したんだからね、美亜ちゃん」


「うにゃ、ごめんなさい……」


　美亜がすまなそうな顔でぺこりと頭を下げる。


「まったく、どこまでも人ひと騒さわがせなネコじゃのう」


「というかせっかく用意したトラップがムダになってしまいましたね～」


　そんなことを言うさくらと千ち鶴づる。


　とはいえ口ではそう言っているものの、何だかんだで美亜が戻ってきて喜んでいるみたいである。素直じゃないというか。


「……」


　シャルロットだけは、何だか一人ひとり複雑そうな表情をしていた。


　とはいえこれで一いつ件けん落らく着ちやくだった。


　何だかんだで美み亜あも無事に見つかったし、留る守す番ばん一日目はこれで終わりだと言ってもいいだろう。


　そう思ったのだけれど──


「さて、それじゃ美亜ちゃんも戻ってきたことだし夕ゆう飯はんにしよっか」


　奈な々ながみんなの顔を見回してそう言った。


「美亜ちゃんも色々あってお腹なか空すいたでしょ？　今晩のメニューは美亜ちゃんの好きなカレーにしてもらったから、楽しみにしててよ」


「……」


「美亜ちゃん？」


「……え、な、な～に？」


　美亜が今いま気付いたかのように顔を上げる。


「？　だから今日の夕飯はカレーだって……」


「あ、そ、そなんだ。ごめんね、ナナ」


「いいんだけど……だいじょうぶ、美亜ちゃん。なんか顔が赤いよ？」


　心配そうな目で見る奈々。


「え、そうかな？」


「うん、熱ないよね？　風か邪ぜとかひいちゃったんじゃ……」


「大だい丈じよう夫ぶじゃろう。アホは風邪をひかんというしな」


「ということはきっと美亜さんは大丈夫ですね～」


　さくらたちがそう断言する。


「ネコが風邪を引くような時代なら今いま頃ごろ巷ちまたには病人が溢あふれてるじゃろうて」


「あらあら～、日本崩ほう壊かいですね～」


「……」


「なんじゃネコ。珍しく静かじゃな」


「電池が切れてしまったのでしょうか～？」


「……」


　さくらたちが怪け訝げんそうな声でそう言うも、やはり返事がない。


　どうしたんだろうと思い弘ひろ司しが目をやると、


「？　美亜？」


「…………」


　美亜の身体からだがふらりと傾き…………そのままぱたりと床に倒れた。


「美亜!?」


「美み亜あちゃん？」


「むう？」


「あらあら～」


　駆け寄って抱き起こすも、ぴくりとも動かない。


「美亜！」


　何が起きたのか分からなかった。


　目をつむったままぐったりと倒れ伏す美亜を囲んで、弘ひろ司したちはただうろたえるだけしかできなかった。
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　美み亜あが目を覚ましたのは、それから一時間後のことだった。


「あ、ヒロ……」


「美亜？」


「あ、れ……ここ、どこ……？」


　布ふ団とんの中でかすかにネコミミを動かしつつぼんやりとした目でそんなことを言う。


「ここは奈な々なの家の客間だよ。ほら、美亜いきなり倒れて……」


「たおれて……？」


　覚えていないのか、首を力なく動かしながらそう声をもらした。


「そうじゃ。まったく、アホネコのクセに心配をかけおって」


「何と言いますか～、鬼おにの攪かく乱らんというやつですね～」


「よかった、美亜ちゃん……」


　さくらと千ち鶴づる、奈々がそれぞれそんな言葉をかける。


　その隣となりでは、


「お姉ねえさんも心配したのよん、美亜ちゃん。連絡を受けて、食後のピラティスをしてたとこだったんだけど飛んできちゃった～」


「さくらも口ではこう言っていますが、おろおろと心配をしていたのですから」


　管理人さんと瑞みず葉はがそう言いながら立っていた。


「な、何を言う、瑞葉！　なぜ儂わしがネコなんぞの心配などを……」


　うろたえるさくらをヨソに美亜は、


「アサヒ、ミズハ、何で……」


「二人とも美亜を心配して来てくれたんだよ。倒れたって伝えたら……」


　そう説明する。


　ネコマタの身体からだの仕組み（？）なんて弘司たちにはさっぱり分からなかったので、こういったことに詳しそうな人たちに助けを求めたのだった。


「そうなんだ……」


　小さく息を吐く美亜。


「──さて、それじゃ美亜ちゃんの意識も戻ったことだし、そろそろ始めるわよん」


　と、管理人さんがおもむろにそんなことを言い出した。


「あの、始めるって何を……？」


「ん～？　何って、もちろん診しん察さつよ～。どうして美亜ちゃんが倒れたのか原因究きゆう明めいしなきゃだめでしょ？　熱もあるみたいだし。とりあえずは私に任せておいて～。これでも妖よう怪かいとかそういった類たぐい専門の呪じゆ医いの資格も持ってるんだから」


「え？」


　そんなすごい人だったんだ、この人。


　普段の適当さからは想像もつかない真ま面じ目めというかマトモな肩書きに弘ひろ司しが驚いていると、


「自己申しん告こくだけどねん♪」


「……」


　世せ間けん一般ではそれをモグリとか闇やみ医者とか言います。


「ま、細かいことはこの際さい置いておいて。さ、それじゃ行くわよん」


　そう言うと管理人さんは手をわきわきと動かしながら、おもむろに美み亜あの身体からだ（着ちやく衣い）に滑り込ませていき──


「あ、え、な、何するにゃ、アサヒ!?」


「触しよく診しんよ。ほらほら、大人おとなしくしなさいな～」


「しょ、しょく……？　……え、あ、あん……」


「……」


「いいからいいから～、お姉ねえさんに全部身みを任せちゃいなさいって～」
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「な、なに？　なんかヘンな感じがする……こんなのはじめてで……や、やんっ……」


「……」


「だ、だからそこはだめ……あ、ああっ……」


「……」


　顔を真まっ赤かにしながら身み悶もだえる美み亜あ。


　おまけに管理人さんがまさぐる手の隙すき間まから色々と見てはイケナイものがちらちらと見えたりして……これはもう触診というよりもほとんど触しよく手しゆと言った方が正しいような気もします。


「あらあらあら～、激しいですね～」


「ぬ、ぬう、こ、これはまた」


「ちょ、ちょっと、いくら何でも……」


　奈な々なたちも微び妙みように顔を赤くしながらその光景に目を奪われている。


　その隣となりで弘ひろ司しも思わず視線を釘くぎ付づけにされたまま立ち尽くしていると、


「──こ、こら、何を凝ぎよう視ししてるのよ、弘司！」


「え？」


「さ、さっきからじーっといやらしい目で美亜ちゃんのこと見て！　こ、このスケベ！」


「え、そ、そんなつもりは……」


「い、いいからあんたはさっさと退室しなさいっ！」


　次の瞬しゆん間かん、


　めきょっ、と。


　今度こそ奈々の見事なまでの胴どう回まわし回転蹴げりが炸さく裂れつし、


「おぶっ!?」


　弘司の意識は一いつ瞬しゆんで真まっ暗くらな闇やみに包まれた。


　退室というよりも魂たましいが身体からだから退去してしまいそうな強きよう烈れつな一いち撃げきだった。








「あらら、弘司くんも大変ね～……って、あらん、この感じってもしかして……」


　そんな中なか相変わらず美み亜あの身体をごそごそとまさぐりながら、


「あ、やっぱり。そっか、ついに来たか～。ん～、これはちょっと忙しくなるわね～……」


　管理人さんがそんなことをつぶやいていた。
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「──結論から言うと、けっこう深しん刻こくな状況ねん」


　そんな感じに限りなく怪しい触しよく診しんを終えて、管理人さんはそう言った。


「たぶんこれは『ネコマタ五いつ日か熱ねつ』。それもかなり進んじゃってるみたい。潜せん伏ぷく期間が長かったのね～」


「『ネコマタ五日熱』？」


　何でしょう、その聞き慣れない名前は。


「ええとね、『ネコマタ五日熱』はネコマタ特有の病気なのよん。若いネコマタは必ずかかるはしかみたいなものだからそれ自体はそこまで大したものじゃないんだけど、今回みたいに発見が遅くて症状が進んでると大変な後こう遺い症しようを残す場合があるの」


「え、ど、どうなるんですか？」


「……知りたいのん？」


「え？　え、ええ……」


「……どうしても？」


「は、はい……」


「そう……」


　真剣な面おも持もちで少しだけ顔をうつむかせる。


　あの管理人さんがこんな真ま面じ目めな表情になるなんて、よっぽど深しん刻こくなものなんだろうか……と弘ひろ司しが身み構がまえていると、


「──ネコミミとネコシッポが出っぱなしに（ぼそっ）」


「え？」


「だから、ネコミミとネコシッポが出たまま元に戻らなくなるのよ。おまけに語ご尾びに『にゃ』が付いて止まらなくなるの。大変よね……」


「……」


　それって普段の美み亜あとあんまり変わらないような……


「もちろんそれだけじゃないわ。ネコミミとネコシッポの調整ができなくなることによって全身の妖よう気きの流れが不安定になるから体調だって悪くなるし、微び熱ねつだって続くかもしれない。場合によっては慢まん性せい的てきな頭ず痛つう肩かた凝こり腰よう痛つうなんかも引き起こす可能性もあるわねん」


　そう付け加える。


「そんな……」


　思わずそう言葉が漏れてしまう。美亜の状態がそこまで深刻なものなんて……


「むう、バカは風か邪ぜをひかないはずなのになぜにネコが……」


「美亜さんはおバカさんではなく頭の中がおめでたいだけですからね～……」


「美亜ちゃん……」


「……」


　さくら、千ち鶴づる、奈な々なが暗い面おも持もちになる。美亜とは仲が悪いはずのシャルロット（管理人さんたちの手前、犬いぬ型がたに戻っている）もどこか複雑な表情をしていた。


　そんな周囲の空気を何となく察してか、


「そ、そっか～、ミミとシッポが出っぱなしなんだ～……で、でもだいじょぶだよっ。それくらい何てことないもん。すぐに治るから、みんな心配しないでよっ。ごほっ、ごほっ……」


　ムリした笑顔を見せながら布ふ団とんから身体からだを起こそうとする美み亜あ。


　だけど咳せき込むその声と動きにはいつもの力がなくて……


「……」


「とにかく一晩様よう子すを見るしかないわねん。明日になっても状況が良くならないようなら……対応策さくを考えるから」


　重苦しい空気を振り払うかのように、管理人さんがそう言ったのだった。








　だけど翌よく朝あさになっても、美亜の体調は快かい復ふくしなかった。


　それどころか熱が上がり疲労も増しているようで、昨日きのうよりも若じやつ干かんだが悪化しているようにも思われた。


「美亜……」


「むう……」


「あらあら～……」


「美亜ちゃん……」


「……」


　布団の中でネコミミネコシッポをあけっぴろげにしたまま眠る美亜を囲みながら、皆で重い息を吐く。


　普段は能のう天てん気きなまでに明るく賑にぎやかさの権ごん化げみたいなネコマタ娘がこんな調子だと、まるで家の中から灯ひが消えてしまったかのようだった。


「──こうなったら、ここはもうあれしかないかもしれないわねん」


　管理人さんが何かを覚かく悟ごしたかのように口を開いた。


「実はこの『ネコマタ五いつ日か熱ねつ』にはよく効く薬があるのよ。『夢む想そうまたたび草』っていう霊れい草そうの葉を使った特とつ効こう薬やくで、それがあればすぐにでもよくなるんだけど……」


「そうなんですか？　だったら……」


　すぐにでもその葉っぱを取ってくれば……と弘ひろ司しが言いかけ、


「ただし問題があってね。この草は生はえている場所がとっても特殊なのよん。日本ではたったの二に箇か所しよでしか生せい息そくが確認されていないの」


「二箇所……？」


「そう。一つは富ふ士じ山さん。霊れい峰ほう富士の奥にある封ふう印いんされた聖せい地ちの最さい奥おうで、それも幾いく重えもの結けつ界かいで守られたこの国の地ち脈みやくの中心となる場所の近くなのね～」


「むう、あそこか……」


「あそこは入るだけで困難ですよね～。さくらさんでも難しいのではないかと～」


「うむ、今の儂わしではまだ……」


　さくらと千ち鶴づるが渋い顔になる。


「そんな……」


　こういった方面に詳しいさくらがそう言うのでは本当に望みは薄いのだろう。絶望的な気分になる弘ひろ司しに、


「そしてもう一いつ箇か所しよは──」


「もう一箇所は……？」


　続けられた管理人さんの言葉を待つ。


　こちらはまたどんな魔ま境きようなのかと思いきや、


「──ここの裏うら山やまよ」


「……へ？」


「だからここ──奈な々なちゃんの家の裏山よん。そこの頂上近ちかくに生はえてるわ」


　そんな言葉が返ってきた。


「ええと、あの……」


　聞き間違いかと思い言葉に困る弘司に、


「『夢む想そうネコマタ草』はそもそも生命力自じ体たいは雑草並なみに強い草だからねん。条件が揃そろったところならそこが結けつ界かいの中でも地ち脈みやくの中心地でもどこにでもきちんと適てき応おうするのよ。条件が揃わないところじゃ何をどうしても生えないんだけど～」


「…………」


　何てハタ迷めい惑わくな草なんだろう……


　ま、まあそれはともかく。


「──その草の葉っぱを採ってくれば、美み亜あはよくなるんですね？」


「ええ、そうねん。おそらくは二日とかからないで完かん治ちすると思うわ」


　管理人さんがそううなずく。


　だったら、選択肢しはもう一つしかない。


「──僕が、行きます」


「ん？」


「僕が、その葉っぱを採りに行ってきます。いや、行かせてください」


　ネコミミネコシッポが出っぱなしで苦しむネコマタ娘。


　そんな美亜を助けられるのならどこへだって行ってみせる。


　弘司のその言葉に、


「うん、弘司くんならそう言ってくれると思ったわ～。それでこそ男よん」


　管理人さんがにっこりと笑ってそう言った。


「ならば儂わしも行くぞ。正直ネコはどうでもいいが、弘ひろ司しにだけそのようなことをさせるわけにはいかんからのう」


「ええ～、私もお供ともさせていただきますよ～」


「さくら、千ち鶴づるさん……」


　神様幼よう女じよと霊れい鳥ちようお姉ねえさんがそう申し出てくれる。


「あたしも行くわ。あたしだって美み亜あちゃんは心配だもの」


　奈な々なもそう言うものの、


「う～ん、ごめんね～。できれば奈々ちゃんは私たちといっしょにお留る守す番ばんしててくれるかな？　美亜ちゃんに何かあった時に、やっぱり家のことを分かってる人がいないと困るから～」


「あ……はい」


　管理人さんにそう言われ、仕方なく諦あきらめたようだった。


「大だい丈じよう夫ぶ。葉っぱのことは僕たちに任せて。奈々は美亜のことをお願い」


「弘司……」


「それじゃあ、僕たちはすぐにでも出ます。少しでも早く採ってくればそれだけ早く美亜を楽にできるから……」


「む、儂は大丈夫じゃぞ」


「右に同じです～」


　身み支度じたくを簡単に整えたさくらと千鶴とともに玄げん関かんへと向かう。


　そしてそのまま外に出ようとして、


「あ、弘司くん、一ついいかしらん？」


　管理人さんに呼び止められた。


「？　何ですか？」


「『夢む想そうまたたび草』を見つけたら、必ず弘司くんが採るように」


「え？」


「いい、千鶴ちゃんとかさくらちゃんとかじゃなくて、弘司くんがよ。分かった？」


「は、はあ……」


　言葉の意図はよく分からなかったけれど、とりあえずうなずいておいた。


「じゃあ、行ってきます」


「はい、気を付けてね～」


　そういうわけで。


　弘司、千鶴、さくらの三人で裏うら山やままで『夢想またたび草』の葉っぱを採りに行くことになったのだった。
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「う～ん、それにしても美み亜あちゃんがこんなことになるなんてね～」


　弘ひろ司したちが裏山へと向かった後。


　人のいなくなった和室では、管理人さんと瑞みず葉はが二人で話をしていた。


「ここのところ少しずつその傾向が見えてきたとは思ってたけど、まさかこんなに早くなるなんて。まあ『妃きさき』が現げん界かいしてることが分かった以上、いいことと言えばいいことなのかもしれないけど～」


「……まったくです。少しばかり誤ご算さんというか……」


　瑞葉が小さく息を吐く。


「ん～、まあさくらちゃんを推おしてる瑞葉としては複雑かもしれないけどね～。さくらちゃん、まだいまいち自覚してないみたいだし」


「……さくらは、まだ子供ですから」


「その点で言えば千ち鶴づるちゃんの方が優ゆう位いなのかしらね～。あの子はとぼけた顔して、けっこう色々と分かってるから。──あ、でも奈な々なちゃんも忘れちゃだめか」


「……それはそうですが、彼女は少し立ち位置が違うでしょう。彼女はまごうことなき普通の人間なのですから」


「う～ん、それはそうだけど、恋する乙女おとめは皆みな平等だと思うわ～。そのセンからいくと奈々ちゃんはかなりいいところにいってるんじゃないかしら」


「……またそういうワケの分からないことを」


　ため息を吐つく瑞葉。


　それを見た管理人さんは少しだけ目を細めて、


「ま、い～じゃない。とにかく今言えることはこれで現げん段階では美亜ちゃんが一番パートナーに近づいたってところかしらねん。あとは弘司くんが採ってきてくれる『夢む想そうまたたび草』の効果に期待するだけだわ。うふふ♪」


　そう楽しそうに笑ったのだった。
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　白しら瀬せ邸ていの裏うら山やまは、大して高くも広くもない小さな山だった。


　標高にして約五十メートルほど。ハイキングコースなどもなく、特に見るべき史し跡せきなんかもない。


　いわゆるどこにでもあるような平へい凡ぼんな山。


　だけど高くもなく特に見み所どころもないがゆえに、本来登のぼることなどあまり考えられていない場所である。道はほとんど整備されていない獣けもの道みちのような感じで、山頂に向かうためには木々の間をムリヤリ通り抜けるようにして進んでいくしかない。


「ここを登るみたいだ……」


「むう、しんどそうじゃのう……」


「野生を感じさせる道ですね～」


　そんなことを言いながら、三人で野生の山道へと足を踏み入れていく。


　地面に落ちた枯かれ枝や腐ふ葉よう土どで埋まった道。


　獣道のように見えて見た目よりは比ひ較かく的てき歩きやすくはあったものの、しかしそこはそれ基本的に体力というものに縁えんがない弘ひろ司したちである。それだけで十分に過か酷こくな重じゆう労働であり──


「ハアハア……」


「ひぃひぃ……た、頼む、水をくれ……」


「あらあら～、いい景色ですね～」


　登り始めておよそ十五分。


　山の中ちゆう腹ふく辺りまで来たところで、なぜか元気な霊れい鳥ちようお姉ねえさん（普段の家事のおかげで意い外がいに体力あり？）を除き、弘司たちはすでに半スタミナ切れ状態になっていた。


「け、けっこう大変だね……」


「わ、儂わしの高こう貴きな足にこのような泥どろ臭くさい道は合わぬ……」


「確かにそこそこ険しい道のりでしたね～。セミハードプレイといったところでしょうか～」


　日ひ頃ごろから都会に慣れ親しんだ弘司たちにとって、アスファルト以外の道は脚あしに多大な負ふ担たんをかけるのである。


　しかも、


「だ、だいたい、なぜにこのようなところにあのようなものがあるのじゃ……」


「ええ～、さくらさんのハマり具合が見事な落とし穴でした～」


「……」


　ここに至るまでの道には、なぜかあちこちにトラップ（？）があった。


　落とし穴や足を引っ掛けるために結ばれた草（さくらが引っかかって盛大に顔からコケていた）、踏むと足を取られてそのまま吊つるされるロープ（さくらが引っかかって宙ちゆう吊づり逆さまになっていた）や木の上から投と網あみが落ちてくる仕掛け（さくらが引っかかって地じ引びき網あみにかかったマンボウみたいになっていた）なんてものまであった。合計するとその数は優ゆうに十を超える。それも明らかな突とつ貫かん工事で、まるでだれかが弘司たちが来ることを見越して昨夜の内に仕掛けていたかのようである。


「お、おのれ、これはもしやぷりてぃー美び少しよう女じよ神しんである儂を狙ねらうすとーかー妖よう怪かいの仕し業わざか……」


「いえいえ～、もしかしたらＦＢＩかもしれません～」


「……」


　それにしてはやたらと単純というか、レベルが低い仕掛けばかりなような気も……


　ともあれ考えて分かることでもないような感じがするので、気にしていても仕方がない。


　気を取り直して進んでいく。


　で、再び歩くこと十五分。


　さらに山道を登りつつ次から次へと出て来るトラップ（？）の山を越えたところで、


「……つ、疲れた…………」


「も、もうだめじゃ……もう歩けん……」


「あらあら～、これくらいで音ねを上げるなんてさくらさんも歳としですね～」


　弘ひろ司したち（弘司とさくら）は完全にグロッキーになっていた。


　特にさくらなんかはすでに自らの足で歩くこと自体を放ほう棄きして弘司の背中でぐったりと干された魚のようにへばりきっている。千ち鶴づるの言葉にもそれ以上反はん論ろんする元気もないほどのようだった（超インドア派）。


「そ、それにしてもまだかな……けっこう来たはずなんだけど……」


　手にある『夢む想そうまたたび草』のスケッチ（管理人さん画）を見ながら辺りを見回す。


　管理人さんの話では『夢想またたび草』は山の中ほどから頂上までのどこかに生はえているとのことである（アバウト）。だとしたらそろそろそれらしきものを見かけてもいいはずなんだけれど……


　と、


「……あ、あれではないのか……？」


　ふいに背中のさくら（息も絶たえ絶え）がそう言った。


「え？」


「ほれ……あそこじゃあそこ……あの木の根元のところじゃ……」


「どこ？」


　さくらが指差す先を見る。


　そこにあったのは、腐ふ葉よう土どの隙すき間まからチョコンと姿を出したほんの十センチほどの緑色の三みつ葉ばのクローバーのようなモノ。


「あらあら～、かわいらしい先っぽですね～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんがまた色々と紛まぎらわしい台詞せりふを口にする。


　まあそれはともかくとして、その草は確かに見た目は『夢想またたび草』そっくりだった。


「これなのかな……？」


　近づいて管理人さん画のスケッチと見比べてみる。


　やっぱり似ている。他にそれらしきものもないし、たぶんこれで合っているのだろう。


「それじゃあ葉っぱを採って……」


　出で掛がけに管理人さんに言われた通りに弘ひろ司しが自分で採ろうと手を伸ばす。


　だけどそのちんまりとした葉っぱに触れようとして、


　ガサリ。


「？」


　何だか風もないのに葉っぱが動いたような気がした。


「？　さくら、息を吹きかけたりした？」


「……む……？　……知らぬぞ……」


「じゃあ千ち鶴づるさん？」


「いいえ～、私が息を吹きかけるのは弘司さまのお耳にだけと決めておりますので～」


「？　だったら気のせいかな……」


　他に葉っぱが揺れる要因もない。


　なのであまり深く考えないことにして目の前の葉っぱに向かって手を伸ばそうとして、


　次の瞬しゆん間かん。


　ボコリ！


「!?」


　突然地じ面めんを敷き詰める腐ふ葉よう土どの中から巨大な蔓つるのようなものが現れ、


「……え？」


「ぬ？」


「あらあら～？」


　あっという間に弘司たちの周囲を覆おおい尽くした。
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　その頃白しら瀬せ邸ていでは。


「……だけど朝陽あさひ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？」


「ん～、何が？」


「何って……『夢む想そうまたたび草』です。確かあれは……」


「あ～、うん。分かってるわよ」


　管理人さんがうなずく。「自じ立りつ行動をする妖よう草そうだってことでしょ？　それくらいちゃんと分かってるって～」


「分かっていながら、それを伝えていなかったようですが」


「だいじょぶよん。瑞みず葉はだって知ってるでしょ？　あれは妖草って言ったってせいぜい大きさ六十センチくらいの下か級きゆう妖草だし、能力的にも大したことはないから」


「それはそうですが……」


　だけどどことなく不安そうな顔の瑞みず葉は。


「それよりもお姉ねえさんはむしろ弘ひろ司しくんがちゃんとトラップに引っかかってくれてるかの方が心配だわ。せっかく色々仕し掛かけてきたんだから、きちんと活用してくれないとね～」


「トラップ……？」


「うん、そ。落とし穴とか♪」


「……そういえば昨さく晩ばん屋や敷しきを抜け出して何やらやっていたようですが、まさか……」


　その言葉に管理人さんがにっこりと笑いながらうなずく。


「そうよん。だって今回のキモは弘司くんのがんばりにあるんだから。ただ山を登って草を採ってくるだけじゃ足りないでしょ。恋に障害はつきものってことで。気持ちの盛り上がりは大事だからね～」


「……そういうところだけはムダに用意周しゆう到とうですね」


「や～ん、そんな褒ほめても何も出ないわよ～」


「……褒めてませんが」


　瑞葉がものすごく冷たい目になる。


「とにかく、そんな心配しなくてもだいじょぶよん。きっと数々のトラップによる困難を乗り越えて美み亜あちゃんへの気持ちが発はつ情じよう期きのシマウマみたいにいい具合にずぎゅ～んと高まったところでさくっと『夢む想そうまたたび草』を採って帰ってくるって～」


「……だといいのですが」


「あ、何よん、信じてないの～？」


　心しん外がいそうな顔になる管理人さんに、瑞葉は一言だけこうつぶやいたのだった。


「……いいえ。ただ貴女あなたは肝かん心じんなところで抜けていますから。何か見落としをしているような気がしてならないだけですよ」
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「な、なっ……」


「あらあら～」


「む、むう……」


　地面から現れた巨大な蔓つるは弘司たちの前でまるで生き物のようにその身を震わせた。


　そしてそれに続くようにして、木の根元に生はえていたちんまりとした草がウゴウゴと動き出し、腐ふ葉よう土どの表ひよう層そうを突き破って姿を現す。


　それだけで傘かさ代がわりになりそうな巨大な葉、土ど管かんのように太い茎くき、そして大きくクワッと開かれた口（キバ付き）。


　まるでウツボカズラを十三倍（当社比ひ）くらい凶きよう悪あくにしてそのまま巨大化させたようなその草は、どう見ても大きさにして小さなビル並──五メートルほどあった。


「こ、これって……」


　どうやら地面の上に出ていたのは全体のほんの一部で、本体は土の中に潜ひそんでいたようです。


「ぬ、ぬう、まさかこれは妖よう草そうか……しかしここまで巨大なものがこんなところにおいそれと生はえているはずが……」


「きっと興こう奮ふんしてむきむきと大きくなったのですね～。大きいことはいいことです～」


　相変わらず千ち鶴づるがのんびりとそんなことを言う。


「そ、そのようなことを言っとる場合ではなかろう！　来るぞ！」


　慌あわてる弘司たちを見下ろすようにして、その草──またたび草はゆっくりとその巨体を揺らすと、


　キシャー!!


　と、鳴き声のようなものを上げて襲おそいかかってきた。


「と、とにかく何とかするぞ！　妖草とはいえ所しよ詮せんは植物、火には弱いはず……」


　弘ひろ司しの背中からさくらがぴょんと飛び降りる。


　その周りに蒼あおい炎ほのおが浮かんで、


「ダ、ダメだよさくら！」


「む？」


「葉っぱは薬になるんだから燃やしちゃマズイし、そもそもこんなところで火を使ったりしたら大変なことに……」


「ぬう、しかし……」


　ただでさえ冬場で空気が乾かん燥そうしている上に、周りには燃料となる枯かれ木や枯れ草が大量にあるこの場所で火を使ったりしたら、山やま火事になるに違いない。


「それはそうじゃが、だがしかし火か術じゆつ以外で植物に有効な術となると……」


　考え込むさくらに、


「あらあら～、さくらさん、危ないですよ～」


「ぬ？　──ぬ、ぬおっ!?」


　その大きさからは信じられないほどの速さで蔓つるが巻き付いてきた。


　シュルシュルという蛇へびが這はうような音。


　神様幼よう女じよの小さな身体からだがあっという間にぐるぐる巻きにされる。


「は、離せ、このブサイクな面つらをした雑草ごときが……」


　暴れるさくら。


　だが蔓はこれっぽっちも緩められはしない。


　それどころか蔓の先から小さな触しよく手しゆのようなものが何本も枝えだ分わかれして、さくらの身体をまさぐり始める。


「あ、な……何をする！　このエロ植物……」


「さ、さくら！」


「よ、よせ、そこはだめじゃ……ん、んんっ」


「……」


「だ、だめだというのに……はあっ……」


　ウネウネと傍ぼう若じやく無ぶ人じんにうごめく触しよく手しゆに小さく悶もだえるさくら。


　その表情はあまり見たことがないほど色っぽいもので……


「……」


　……ってそんなことを考えている場合じゃない。早くさくらを助けないと！


　とはいえ弘ひろ司し一人で何とかなるものではない。協力を求めるべく霊れい鳥ちようお姉ねえさんの方を見ようとして、


「あらあら～、いけませんよ～。やるならもっと優しくしてくださいな～」


　──すでに捕まっていました。


　さくらと同じように蔓つるに巻かれて、やはり触手に全身を絡め取られている。


「さくら、千ち鶴づるさん！」


「だ、だからやめろと言うのに……」


「そんなところをいじらないでください～」


「も、もうだめじゃ……力が抜けて……」


「あ、うなじのところは弱いのです～。やんっ……」


　二人はすでに触手に全身を蹂じゆう躙りんされてくたくたである。それどころか触手はさらにピクピクと不ふ可か解かいな動きをして、


「な、何じゃ、服が溶けて……」


「あ、あらあら～、この先せん端たんから出る白い液に溶よう解かい作用があるようですね～」
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　もうすっかり半はん脱ぬぎというか服と肌はだの比が一：九な目のやり場に困る状態です。


「……」


　──ぼ、僕が何とかしないと。


　もはやこの場でまともに動けるのは（色々な意味で）弘司だけである。


　さくらと千鶴が何もできない状態である以上、弘司が何とかこの状況（またたび草大おお暴あばれ）を打開しないと、またたび草の葉っぱを採って帰ることはほとんど不可能になる。それどころかそもそも弘司たちが無事に山を降りられるのかも怪しい。


　そして葉っぱを持ち帰れないということは美み亜あの病気を治すことができなくなるということであり──


「──美亜……」


　元気を失ったネコマタ娘の姿が頭に浮かぶ。


　今も奈な々なの家で『ネコマタ五いつ日か熱ねつ』に苦しみながら床に伏せっているネコマタ娘。


　ブルーベリーのなくなったブルーベリータルトみたいなあんな姿をこれ以上見み続つづけなければならないなんて、そんなのは絶対にごめんだった。


　何としてでも美み亜あを助けたい。


　そのためには、目の前で暴れている進化に失敗したウツボカズラのようなまたたび草の葉っぱがどうしても必要なのだ。


「僕がやるしか……ない」


　頭をブンブンと振って覚かく悟ごを決める。


　とにかく傍そばまで接近してくっ付いてしまえば何とかなるはずだ。植物だし、思い切って摑つかみかかれば動きを止めることくらいはできるかもしれない。


「……よし」


　意を決して走り出す。


　今までやったことのないほどの全力疾しつ走そう。


　と、その行く手を阻はばむかのように何本かの蔓つるが絡みついてきた。


「──っ!?」


　間かん一いつ髪ぱつのところで頭を下げてかわすが、そのままバランスを崩して地面に転がってしまう。少し湿った腐ふ葉よう土どが顔に触れるのを感じた。


「まだまだ……っ」


　これくらいで諦あきらめるわけにはいかない。


　起き上がり再度またたび草に向かって走り出す。


　だけど──


「──うわっ!?」


　やはり絡みついてくる無数の蔓つると触しよく手しゆ。


　近づきさえすれば道は見えてくるはずなのに、その近づくことすらまともにできやしない。


「弘ひろ司し、やめよ！　お主ぬしではムリじゃ！　……あっ……」


「私たちのことはいいから逃げてください～。……やんっ……」


　蔓に巻かれたまま苦しげなさくらたちが叫ぶ。


　確かにその通りかもしれない。


　さくらたちがどうにもできないものを、大した力も持たない弘司がいくら頑がん張ばったところでどうにかなるものではないのかもしれない。


　そんなことは、分かっている。


　だけど、


「ここで……僕だけ逃げるわけには……」


　両手を握り締めて立ち上がる。


　諦めたら……逃げたら、そこから先はもうない。


「弘司……」


「弘司さま……」


「さくらたちを……離せ」


　一歩前に出る。


「それに葉っぱを……美み亜あのために葉っぱを持って帰らなきゃいけないんだ……」


　さらに前に出る。


　その弘司の勢いに気け圧おされたのか、またたび草の動きが一いつ瞬しゆんだけ止まった。


　──今だ……っ！


　再び走り出す。


　またたび草本ほん体たいまでの間ま合あいはおよそ十メートル。三秒もあれば到達できる距離だ。


　だがあと一歩で本体に摑つかみかかれるというところまで来て、


「!?」


　蔓の一つが弘司の足首に絡みついた。


「う、うわっ!?」


　そのまま触手が展開して弘司の身体からだ全体に巻き付き、有う無むを言わせずに持ち上げる。あまりの力に抵抗すらできない。そして気が付いたら、ウツボカズラ似の巨大な口がグワッと目の前に迫ってきていた。


「ひ、弘ひろ司し！」


「弘司さま～！」


　さくらと千ち鶴づるの絶ぜつ叫きよう。


　顔の近くに感じる生なま暖あたたかい吐と息いき。


　これまでか──と思ったその時だった。


　スリスリ。


「……え？」


　何やら、ざらついた感かん触しよくが頰ほおに触れた。


　紙ヤスリをそのまま大きくしたみたいな感触。


　見ればまたたび草が、その顔（？）部分をすり寄せてぞりぞりと頰擦ずりをしてきていた。


「こ、これって……」


　どう見ても危き害がいを加えようという感じではない。


　突然のことに戸と惑まどう弘司に、


「な、何じゃこの草、どうして突然止とまって……」


「ええと～、どうやら雌し体たいのようですね～。弘司さまに懐なついているご様よう子すですが～」


　さくらと千鶴がそんなことを言った。


「え……」


　見てみればいつの間にかさくらと千鶴も解放されて地面に置かれている。


「え、ええと、これって……」


　ワケが分からずポカンとその場に立ち尽くす。


　そんな弘司の前に、スッと葉っぱが差し出された。


「もしかして……採れって言ってるの？」


　キシャー。


　肯定するかのようにそのでかい顔がぶんぶんと縦に振られる。


「あらあら～、さすが弘司さま、植物にももてもてなのですね～」


「少し複雑な気分じゃが……まあ雌めすとはいえ、植物ならよかろう」


　千鶴とさくらがそう言い、


「じゃ、じゃあ遠えん慮りよなく……」


　葉っぱを一枚だけ採る。


　キシャー♪


　なぜかまたたび草が嬉うれしそうに鳴き、


　こうして、何とか『夢む想そうまたたび草』の葉をゲットすることができたのだった。
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「ちょ、ちょっと弘ひろ司し、一体何なにをやってきたのよ!?」


「え、いや……」


　散々な苦労の末に『夢む想そうまたたび草』の葉っぱを手に入れ、帰り着いた弘司たちを待っていたのは奈な々なのそんな言葉だった。


「あんたはともかく何で千ち鶴づるさんとさくらちゃんがそんなにぼろぼろなの？　……あんたまさか、ヘンなことしてたんじゃないでしょうね？」


「ま、まさか！」


　そう言いかけるも、


「なかなかに激しい締め付けじゃったのう……」


「ええ、白い液もたくさんかけられてしまいましたし～」


「さ、さくら、千鶴さん！」


　間違ってはいないんだけれど激しく誤ご解かいを生む台詞せりふを言う二人。


「だ、だから違うんだって！　これは……」


　ジト目を通り越してほとんど殺し屋の目になっている奈々に慌あわてて事情を説明する。


　山が険しかったこと、罠わなみたいなものがあったこと、『夢想またたび草』がやたらと巨大でそれが暴れたせいでさくらたちの服がこんな風ふうになってしまったこと。それらを全部話はなした。


「……ふうん、草がねえ」


「ほ、本当だって！　ぼ、僕は何もやましいことは……」


「……まあいいけど。美み亜あちゃん絡みだからそういうこともあるだろうし」


　奈々も最初は半はん信しん半はん疑ぎだったようだけれど、いちおうは信じてくれたみたいだった。


　その横では、


「お、おかしいわねん。『夢想またたび草』が五メートルなんかになるはずないんだけど～」


「……また何かやらかしましたね。これだから貴女あなたは信用がならないと……」


「ち、違うわよん。確かに植えた時には普通の小さな『夢想またたび草』だったのに……」


　こそこそと管理人さんたちがそんなことを話していた。


「ま、まあとにかく、ちゃんと弘司くんが採ってきたのよね？　ならこれで美亜ちゃんはだいじょぶよ。ばっちりよくなるわ」


　何か都つ合ごうの悪いことを誤ご魔ま化かすかのように管理人さんがそう口を開いた。


「だったらすぐにでも治療を……」


「ん～、慌あわてない慌てない。今から弘司くんが一生懸けん命めいに美亜ちゃんのことを想って採ってきた『夢む想そうまたたび草』を薬にするから。これはきちんと加工しないと効果がないのよ」


「そうなんですか？」


「うん、だからちょ～っと待っててねん」


　そう言うと管理人さんは『夢想またたび草』の葉っぱを手に、奥の部屋へと消えていった。


　続いて何やらゴリゴリゴリ……バリバリバリ……メキョボゴォ……といった音が聞こえてくる。


「な、何をしてるのかしら……」


「さ、さあ……」


　少なくともまっとうな処理をしていないのだけは確かなような気がするのだけれど……そこはあまり深く考えない方がいいのかもしれない。


　そして二十分後。


「はい、できたわよ～」


　なんかやけに疲れた顔をして出て来た管理人さんの手には、小こ瓶びんに入った塗り薬のようなものが握られていた。


「ええと、それが……」


「うん、そ。美み亜あちゃん用のお薬。これを全身にあますことなく塗ってあげれば美亜ちゃんはすぐによくなるわ」


「そうですか……」


　今回も色々と大変だったけれど、とりあえずはこれで一ひと安心かな──


　──などと弘ひろ司しが思ったのも束つかの間ま、


「それじゃ弘司くん、あとは頼んだわよん♪」


「はい？」


「最後の仕上げっていうか、大事なところは任せたからね、よろしく～」


「あの、よろしくって何を……？」


　意味が分からず訊きき返すと、


「何って、美亜ちゃんの身体からだに薬を塗る係に決まってるじゃない。こういう場合はやっぱり男の子がやるのが定てい番ばんなのよん。美亜ちゃんもきっとその方が嬉うれしいだろうしね～」


「え？」


　そんな言葉が返ってきました。「ぬ、塗る係……？」


「ちょ、ちょっと管理人さん、それって……！」


「な、何を言っておるか、ネコごときの看かん病びように弘司の貴き重ちような時間を取らせるなど……」


「まさしくネコに小こ判ばんですね～」


　奈な々なたちが即そく座ざに抗こう議ぎするも、


「だ～め。これはもうそうだって決まってるの。確かく定てい事項で決定事項。管理人さん権けん限げんってやつかな～」


　そう言って、にんまりと笑ったのだった。








　だれが美み亜あに薬を塗るのかについては紛ふん糾きゆうの結果、やはり弘ひろ司しがやることになった。


　奈な々なを筆ひつ頭とうとしてさくらと千ち鶴づるは最後まで反対していたのだが、そこにふらつきながらもやって来た美亜の一言、


「……わ、わたしはヒロがいい。ヒ、ヒロにぬってほしい……」


「え……？」


「だ、だから……お薬ぬるのはヒロにして……というかヒロじゃないと……わたしの裸はだかを見ていいのはヒロだけで……（ばたり）」


「美亜ちゃん……」


「ネコ……」


「あらあら～……」


　それが決め手となった。


　本人の意い向こうを尊そん重ちようするということで、奈々も渋しぶ々しぶながらに納なつ得とくしてくれたようだった。


　ただ最後に、


「看かん病びように乗じてヘンなことしたりしたら即そく座ざに殺やるからね？　さくっと、迅じん速そくに、速すみやかに。いい？」


「う、うん……」


　そんなことを言っていた。


「それじゃあ弘司くん、頼んだわよん。この一晩が勝負だから、付きっきりで看病してしっかり塗ってあげるように。おっけ～？」


「わ、分かりました」


　うなずく弘司。


「まあ……これも動物愛あい護ごの精神じゃ」


「矢ガモさんみたいなものですね～」


　さくら、千鶴がそう言い、


「……ひろ……」


　シャルロットは何か言いたげな顔で、でも名前を呼ぶ以外には何も言わずに、ただ寂しそうに目を伏せるだけだった。


　というわけで二人きりで美亜の看病及および薬の塗りつけをすることになったのだけれど、


「……」


「……」


「え、ええと……」


「にゃ……」


　なんか、微び妙みような雰ふん囲い気きだった。


　障しよう子じの向こうから差す月明かりだけが照明の二人だけの客間。


　しっとりと敷かれた布ふ団とん。


　その上にちょこんと座り込んで少しふらつきながらも弘ひろ司しの方を見つめる美み亜あ。


　ちなみに何だってマクラが二つあるのかはかなーり謎なぞです。


「……」


「……」


　ともあれ動き出さなければ始まらない。


「そ、それじゃあ、やるよ？」


「う、うん、よろしくお願いしますにゃ……」


　色々な意味で覚かく悟ごを決めて、熱のせいかどこか火ほ照てった顔の美亜のパジャマをゆっくりとまくり上げる。


「あ……」


「う……」


「な、何だか恥ずかしいにゃ……ヒロにはもう全部見られてるはずなのに……」


「いやそれは……」


　見たと言ってもネコの状態でなんだけれど。あとは海水浴でのお風ふ呂ろとかでもニアミス（？）してはいるものの、はっきりと見たわけじゃないし……


「……」


「……」


「そ、それじゃあ塗るよ？」


　とりあえず見た見ないはさておき、微妙に焦しよう点てんをずらして正視しないようにしつつ塗り付けを開始する。


「う、うん。は、はじめてのおいしゃさんだね、ヒロ」


「……」


　初めてというか、こんなことはヘタすればもう一生経けい験けんすることもないような気もします。


「わたし、こんな風ふうに看かん病びようなんてしてもらうのはじめて……。は、はじめてどうしだけど、優しくしてね……」


「わ、分かった」


　おもむろに受け取った薬を塗り始める。


「あ……」


　美亜の白い肌はだはこの上なくすべすべで、とても触り心地ごこちがよかった。


　まるで出来のいい陶とう磁じ器きに触れているような感覚とでも言おうか。


　時とき折おり漏もれる「あ……」だとか「にゃ、にゃん……」だとかの悩ましげな声が少しばかりアレだったけれど、それでも出来る限り気にしないようにして進めていく。これはあくまで治療なわけだし……


　そして首、肩、腕と塗っていき。


　やがてぴょこんと上向いているシッポに差し掛かったところで、それは起こった。
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「あ、ヒ、ヒロ、そこは……」


「え？」


「あ、あの、そこは感じやすいところなの……だからもっとやさしくしてにゃ……」


　美み亜あが遠えん慮りよがちな声でそう言ってくる。


　どうやらシッポは美亜にとってビンカンな場所らしい。


「あ、ご、ごめん」


　慌あわてて塗る手の加か減げんを調ちよう節せつし直す。


　なるべく余よ計けいな刺し激げきを感じさせないように優しくしてみたものの……


「あっ、や……」


　とか、


「く、くすぐったい……だ、だめだよ……ヘンな感じになって、どこかにイっちゃいそう……」


　とか、


「や、いたい……血がでちゃうかも……」


　だとかのよりいっそう魅み惑わく的というか蠱こ惑わく的な声のオンパレードで、ものすごーくやりにくくはあった。


　それでも何とかがんばって進めていき、


「ふう……」


　たっぷり五分くらいかけてようやくシッポの塗りつけに成功した。塗っている最さい中ちゆう、何だか自分が何をしているのかいまいち不明だったのはきっと思し春しゆん期きの迸ほとばしるリビドーのなせる業わざです。


　まあそんな感じで、その後も色々な部分に薬を塗っていき、


　ようやく残るは背中だけになった。


「それじゃ、最後に背中をやるよ？」


「う、うん」


　うなずく美亜を確認して残りの薬を塗りつけていく。


　真まっ白しろな背中。


　月の光を浴びて少しだけ輝いているようにも見える。


　それまでの部分と比べて、ここ（背中）はどこか穏おだやかな気分で作業することができた。


　今までと違い美亜と正面から向き合っていないのがいい意味で作用しているのかもしれない。


　それは美み亜あも同じなのか、リラックスしている感じである。


「気持ち、いいにゃ……」


　と、美亜がふいにぽつりとそうつぶやいた。


「なんだろ……塗られてる手の先から、ヒロの気持ちが伝わってくるみたい……安心する……」


「え、そうかな？」


「うん、とってもあったかくて、とってもやさしい…………そっか、すっごく大変だったんだね……きつい山道をのぼったり、罠わなにはまったり、草さんにぐるぐる巻きにされたり、そんなことをしてまで採ってきてくれたんだ……」


「え……？」


　何でそのことを……？


　罠や『夢む想そうまたたび草』に襲おそわれたこととかは美亜には伝えていないはずなのに……


　疑問に思う弘ひろ司しに、


「ヒロ、ありがと……。とっても心配してくれたんだね。ヒロががんばってくれたの、すごくよく分かった。うれしかったよ……」


「いや、そんな……」


　自分の大切な人が病気になれば心配するのは当たり前のことである。ましてや美亜はもうほとんど家族みたいなものだし。そこまで感謝されるようなことでもないんじゃないかなーと思っていると、


「ううん、そんなことない。きっとやさしいヒロだからここまでがんばってくれた、ヒロじゃなかったらこんなに一生懸けん命めいになってくれなかったと思う。わたし、ヒロのお嫁よめさんでよかった……」


　そう言って美み亜あは弘ひろ司しの方に向き直ると、きゅっと手を握ってくる。


　いつもとは違う、どこか真剣な雰ふん囲い気き。


「……」


「……」


　何となく、お互いに黙り込んでしまう。


「……」


「……」


　少しの間そんな時間を経て、


「…………ね、ヒロ」


「ん？」





「わたし……ヒロのことがすき」





　まるで普通に息を吐くみたいに自然に、美亜はそう言った。


「よくわかんないけど……そう思ったの。ヒロと離れたくない、ヒロの傍そばにいたい、もっとヒロに近づきたい……。ヒロの顔を見てたら自然にそう思えてきて……」


「……」


「いつもとはなんか違う感じ──ううん、今までもそうだったんだけど、今になってやっと初めてわかった感じ……。何だろ、ヘンだな……胸がうにゃにゃして、自分のものじゃないみたい……」


「美亜……」


「ヒロ、だいすき……」


　さらに強くぎゅっと、ほとんど抱きつくように全身を任せてくる。


　柔らかな感かん触しよくと甘い香り。


　触れ合ったその部分から美亜の体温と心しん臓ぞうの音とが伝わってきて……思わず一いつ瞬しゆんだけ理り性せいがどこか遠い彼方かなたに飛んでいきそうになる。


　その時だった。


　ガタッ、と。


　廊下に面した障しよう子じの向こうから何か物音のようなものが聞こえたような気がした。


「？　だれかいるの？」


　呼びかけてみるも返事は戻ってこない。


　気のせいだったのかな……と思い再び美み亜あの方に向き直る。


「……」


「……」


「……ね、ヒロ。ひとつお願いがあるの」


「ん、何？」


　訊きき返すと美亜は少しもじもじと身体からだを動かして、


「……今日は、いっしょに寝てくれる……？」


「え？」


「ヒロといっしょに寝たいの。ここのお布ふ団とんで、二人で……」


　潤うるんだ目で見上げてくる。


　まあどうせ今晩は付きっ切りで看かん病びようすることになっているし、いっしょに寝るくらい構わないだろう。……べ、別にヘンなことをするわけでもなし。


　なので、


「うん、分かったよ」


「やった。えへへ……たまには具合が悪くなるのもいいね……。みんなやさしいし、ヒロをひとりじめできるもん……」


　嬉うれしそうに小さく笑う美亜。


　それにうなずき返しながら服を着た美亜と二人でいっしょに布団に入る。


　冷たい外気とは対たい照しよう的にほんのりと伝わってくる温ぬくもり。


「……わたしが寝ても、どっか行っちゃやだよ？」


　美亜がぽつりとつぶやく。


「大だい丈じよう夫ぶ。ずっとここにいるって」


「……うん……」


　話す美亜の目が段々ととろんとしてきて、


「……ヒロ……だい……すき、だよ……」


　やがて耐え切れなくなったかのように、ゆっくり静かに閉じられた。


「おやすみ、美亜……」


　美亜の安らかな寝ね顔がおを横に見ながら、弘ひろ司しも眠りに就ついたのだった。
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「みんな、おはよっ！」


　翌よく朝あさ。


　全員が揃そろった朝ちよう食しよく準備中な居間に、ネコマタ娘の元気な声が響ひびき渡った。


「昨日きのうは色々とごめんねっ。でもおかげですっかりよくなったから」


　ぺこんと頭を下げてそう挨あい拶さつをする。


「やれやれ、世話をかけおってからに……」


「この貸しはいつか年ねん率りつ二十八パーセントの複ふく利りで返していただければけっこうですよ～」


「……うるさいのが、きた」


　さくら、千ち鶴づる、シャルロットがそれぞれにそう言い、


「うんうん、これも弘ひろ司しくんの愛の力ね～」


「……何はともあれ元気になられてよかったです」


　管理人さんと瑞みず葉はもそんなことを言っていた。


「まあよい。所しよ詮せんはネコのことじゃ。そこまで深く考えることもあるまい。──それよりも起き抜けで喉のどが渇かわいた。ホットミルクをくれぬか、奈な々な」


「……」


「聞いておるのか、奈々よ」


「……」


「奈々！」


「……。…………え、な、何？」


　三度呼びかけられて、ようやく奈々がはっとしたように顔を上げた。


「何ではないわ。さっきから何度も呼んでいるのじゃ。返事くらいせい」


「あ、そ、そうなの？　ごめん、ちょっとボーっとしてて……」


　慌あわてたようにしてそう返事をする。


「何じゃ、どこか昨夜から様よう子すが変じゃのう。確かネコの氷マクラの替えを作りに行った辺りからか」


「何か聞いてはいけないことを聞いてしまったかのようなお顔ですね～」


「!?　そ、そんなことないわよ！　別に、どこもおかしいことなんてないんだから……」


「？」


　何だか微び妙みように挙きよ動どう不ふ審しんだったけれど、とりあえず本人が否定しているので深くは突っ込まない方が賢けん明めいなのだろう。なのでそのことにはそれ以上は触れないことにした。


「と、とにかく、美み亜あちゃんもよくなったことだし、あとは留る守す番ばんを無事にこなすだけね。残り三日、がんばるわよ」


　奈々が声を上げてそう言った。


「うん、そうだね」


「おるすばんおるすば～ん♪」


「弘司さまの寝しん所じよの夜のお留守番はお任せくださいね～」


「まあ、頼まれたことは最後までやり遂とげねば。まだ大おお掃除も残っとるしの」


「……ねこたちなんかいなくても、わたしがいればだいじょうぶなのに」


　美み亜あたちもそれぞれそんなことを言っていた。





　こうして体調を快かい復ふくし元気になった美亜とともに留る守す番ばん＆大掃除を再開し、


　美み奈なさんが帰ってくるまでの残りの三日間、特にアクシデントも起こることなく無事に乗り切ることに成功したのだった。
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「は～、まあ今回も何だかんだで無事に終わってよかったわね～」


　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇一号室（管理人室）。


　管理人さんが晴れ晴れとした表情でそう口にしていた。


「……結果だけ見ればそうかもしれませんが」


　それに瑞みず葉はが少し異い議ぎありげに言葉を発する。「……過程を見れば必ずしも無事とは言えないのでは？」


「何よん、『夢む想そうまたたび草』のことを言ってるの？　あれはあれでちゃんと正解だったわよ。何てったって『ネコマタ五いつ日か熱ねつ』の正体は単なる恋わずらいで、心の中でくすぶった弘ひろ司しくんへの強い想い──美亜ちゃんの初めての恋こい心ごころが原因となる病なんだから。それを治すためには想いの相手が自分のことをちゃんと想ってくれているのを感じることが必要となるわけで、だったら摘つみ採った者の強い想いを伝える効能があるまたたび草の葉っぱはまさにぴったしかんかんだったでしょう？」


　何が問題なのん？　って顔をする管理人さん。


「……ですがそれは結果でしょう。それについては文句を言うつもりはありません。私が言いたいのは……さくらたちが言っていた『夢想またたび草』の大きさのことです」


「……ぎく」


「……『夢想またたび草』に、あのような大きさは有り得ないはずですが？」


　瑞葉が詰め寄る。


「う、そ、それについてはまあいちおう仮か説せつは立ってるのよん。採ってきた葉っぱを少し解かい析せきしてみて分かったことなんだけど～……」


「……聞かせてもらえますか？」


「え、え～と、たぶん……シャルロットちゃんのチカラの影えい響きようかな～」


「『妃きさき』の？」


「うん。ほら、ちょっと前に学園での七なな不ふ思し議ぎの一件もあったでしょ。あれ自体はさくらちゃんが学園に結けつ界かいを張り直したことで解決したんだけど、その時と同じケースだと思うわ。シャルロットちゃんが不安定だった頃に、無意識の内に『妃きさき』のチカラが少しずつだけど外に拡かく散さんしていて、そういったチカラの溜たまり易やすい力りき場ば──ここだと奈な々なちゃんの家の裏うら山やまにたまったんじゃないかしら～」


「……つまり、それを見落として貴女あなたは裏山に『夢む想そうまたたび草』を植えたと？」


「ま、まあ、そうとも言うわねん」


　微び妙みように目を逸そらす管理人さんに瑞みず葉ははため息を吐いて、


「……今回はたまたま弘ひろ司し様の『統ま神と者め』のチカラが働いて事なきを得たものの、それを貴女の過失と言わずに何と言うのかと。はあ……」


　かなーり疲れた様よう子すでそう言った。


　それを見た管理人さんはぽんぽんと瑞葉の肩を叩たたいて、


「ほらほら、もういいじゃない細かいことは。結果としては弘司くんと美み亜あちゃんの絆きずなが深まって大人おとなの階段を二段くらい上ったってことで。結果よければ全てよしよ、うんうん」


「……」


「さ～て、これから忙しくなるわね～。いよいよ弘司くんのパートナー選びも佳か境きようってことかしら。うふふ～」


　そう言って、にっこりと笑ったのだった。




　



[image: ]








　　　０




　白しら瀬せ邸ていでのお留る守す番ばんから三日ほどが経たち、年も明けて周囲の雰ふん囲い気きも少しだけ賑にぎやかになり出した肌はだ寒さむいある日の夕方のこと。


「わ～、見て見てヒロ、なんかきらきら光ってるよっ」


「あらあら～、まるで夜のネオン街のようですね～」


「ふむ、これが〝ゆうえんち〟というものか……」


「……ぎらぎら」


　弘ひろ司したち（弘司、美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、シャルロット、奈な々な、佐さ藤とうさん）は、なぜか夕ゆう凪なぎ市しの外れにある小さな遊園地の敷しき地ち内を歩いていた。


『夕凪ファンタスティックパラダイスランド』


　広さにしてちょっとした自然公園くらいの、どことなく庶しよ民みん的というか懐なつかしさを感じさせる遊園地。


　目を引く大きなアトラクションといえば園の中心に立つ観かん覧らん車しやとジェットコースターくらいである。


　ちなみに営業日にも関わらず、辺りには仕事をする従業員と弘司たち以外には人の姿は見当たらない。


　どうしてかというとこれには理由があって──


「でもすごいね～、サヤカ。こんなところでお誕生日パーティーをやるんだ～」


「それも貸し切りというお話ですしね～。こういうのを何というのでしょう、典てん型けい的な成なり金きん趣しゆ味みですか～？」


「だが何にせよ面白い趣しゆ向こうではあるな、うむ」


「……さやかって、だれ？」


　──というわけである。


　何でも今日一月五日は沙さ耶や香かの誕生日であるとのことで、遊園地を借り切ってパーティーをやるというので、それに弘司たちも参加することになったのだ。


　そのことを電話で告げられたのがほんの二日前だったのだけれど、特にこの日に用事も入っていなかったので喜んで招待されることとなり、こうして夕方の遊園地を闊かつ歩ぽしているのである。


　とりあえず現げん在ざい弘司たちが向かっているのは敷地の奥にあるレストハウス。


　そこにパーティー会場があるらしい。


「うーん、でも遊園地を借り切ってやるなんてどんなパーティーなんだろうなー」


　と、佐藤さんがにこにこと笑いながらそう言った。


「やっぱりアトラクションとか使うのかなー。楽しみだねー。ね、奈な々なもそう思わないー？」


「……」


「奈々ー？」


「……え、あ、うん」


　どこか生なま返事な奈々に、


「んー、奈々、なんか静かだねー」


「え、別にそんなこと……」


「なくないよー。普段と全然違ちがうっていうかー。あ、もしかして水みな上かみくん絡みで何かあったー？」


　佐藤さんはこっそりと耳打ちをしてそう言った。


「!?」


「あ、やっぱそうかー。奈々はすぐ顔に出るからさー。丸まる分わかりなんだよねー」


「う……」


　その言葉に奈々が黙り込む。


「うんうん、なるほどなるほどー。そういうことかー。ま、事情ははっきりとは分からないけどさー、奈々もそろそろ覚かく悟ごを決めた方がいいんじゃないー」


「覚悟……？」


「水上くんのこと。色々と状況が変わってきてるんだよね？　だとしたら近くにあるものがいつまでも近くにあるとは限らないってことかなー」


「で、でも……」


「いつまでもあると思うな幼おさな馴な染じみと黄おう金ごん風ぶ呂ろ、ってねー。そうだよねー、水上くん？」


「え？」


　突然振ふられてワケの分からない弘ひろ司しに、


「いいからいいからー、こういう時はうなずいておけばいいんだってー、ね？」


「う、うん……」


　言われるがままに首を縦たてに振っておくと、


「ほら、水上くんもこう言ってることだし、ね？」


「も、もう、友ゆ香かは……」


　どこか怒ったような顔をする奈々。


「ま、とにかく考えておきなよー。世の中ってけっこう早いもの勝ちなところもあるんだからー。後ご手てに回ると色々ソンだよー」


　そうイタズラっぽくぽんと肩を叩たたいて、佐藤さんは離れていった。


「ねえ奈々、佐藤さんは何のことを……？」


　疑問に思って訊きいてみるも、


「あ、そ、それは、ええと……」


「？」


「だ、だからそれは……」


　なぜか顔を赤くして、


「ほ、ほら、そんなことはいいから早く行くわよ！　園内マップによればもうすぐそこなんだから」


　何かを誤ご魔ま化かすかのようにそう言って、足早に佐さ藤とうさんの方へと歩いていってしまった。


「う、うーん……」


　その勢いに気け圧おされて思わず口をつぐんでしまう。


　なんか、それ以上は訊きけない雰ふん囲い気きだった。





　まあそんなこんなで進んでいき、


　それから一分ほどして、目的地であるレストハウスに到着した。
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「ようこそいらっしゃいましたわ、みなさん」


　辿たどり着くなり、入り口のところで中世ヨーロッパの富ゆう裕ふく貴き族ぞくあるいは発はつ情じよう期きの怪かい鳥ちようみたいなハデなドレスを着た沙さ耶や香かが、周りでクラッカーをパンパンと打ち鳴らす取り巻き二人とともに迎えてくれた。


「あ、サヤカだ。おめでと～」


「あらあら～、お久しぶりですね～。また一つ老けられたのですね～」


「む、苦しゅうない」


「……だれ、このけばいの？」


　それぞれそんな挨あい拶さつ（？）のようなものをする美み亜あたちに、


「今日はわざわざ来ていただいてありがとうございます。色々と趣しゆ向こうを凝こらしたパーティーですので、楽しんでいってくださいね」


　にこやかに笑いながら沙耶香が軽く頭を下げる。


「水みな上かみさんもよくいらっしゃってくださいました。歓迎いたしますわ」


「あ、うん。おめでとう、黒くろ崎さきさん」


　挨拶を返しながら、途中でみんなで買ったプレゼントを渡す。


「あら、わざわざありがとうございます。忙しい中、来ていただいただけでもありがたいことですのに」


「あ、ううん、そんなこと」


　特に何かやることがあったわけでもないし、お正月とはいえ別に家族が全員揃そろっているわけでもない。そういえば冬休み中のどこかで絢あやが戻ってくるだとか聞いていたんだけれど、それはどうなったのかな……


「……（じ～）」


「……ん？」


　などと考えていると、そこで何やら沙さ耶や香かの視線が自分の方へと向けられているのに弘ひろ司しは気付いた。


「ええと、何、黒くろ崎さきさん？」


「！」


　尋たずねてみると沙耶香は慌あわてたような顔になって、


「な、何でもありませんわ。お気になさらずに」


「？」


「そ、それより、早くお入りくださいな。もう間もなくパーティーが始まりますから」


「え、うん」


　何だかよく分からないままに、沙耶香（とその取り巻き二人）に案内されてレストハウスの中へと足を踏み入れる。


　レストハウスの中は、すでに準備万ばん端たんという感じだった。


　部屋の奥に用意されたマイクスタンドと巨大スクリーン。『誕生日おめでとう沙耶香さん！』と書かれた大きな垂たれ幕まく。各所には料理や飲み物などが載せられた大きなテーブルがいくつも置かれていて、その周りにはボーイさんらしき人たちが何人かいる。弘司たちの他にお客さんの姿はなく、どうやら招待されたのは弘司たちだけのようだった。


「わ～、中もけっこう広いんだね～。すご～い」


「ええ～、お金がかかっている匂においを感じます～」


「ふむ、沙耶香は裕ゆう福ふくなんじゃのう」


「……ひだりうちわ？」


　美み亜あたちの感想に、


「あら、それほどでもありませんわ。こんなはした金、ほんのポケットマネーです、おほほ」


　そう言いながらもまんざらでもなさそうな顔になる沙耶香に、


「ポケットマネーって……確か今日のために貯金十五年分ぶんとお年玉を切り崩したんですよね」


「まあある意い味み本当にポケットマネーといいますかー。ただしポケットの中身が全ぜん財産、みたいな」


　取り巻きたちが呆あきれ顔でため息を吐く。


「……お、お黙りなさい！」


　その言葉に沙耶香は顔を赤くして、


「べ、別にいいでしょう！　私のお金を私がどう使おうと！　憲けん法ぽう第五百二十三条私し有ゆう財産の保障ですわ！」


「それとこれとは話が違うと思うんですが……」


「ちなみに五百二十三条じゃなくて二十九条です……」


「…………。……も、もういいですわ。それよりあなたたち、忘れていないですわよね、今日の趣しゆ旨しを」


「はあ……」


「確かコードネームハッピーバースデープロジェクトとかいう……」


「そうですわ。誕生日というアドバンテージを利用して今度こそ水みな上かみさんを陥落おとすという遠えん大だいにして壮そう大だいな計画です」


　ぐっと拳こぶしを握り締める沙さ耶や香か。


「まあ、がんばってくださいというか……」


「何だか手段が目的にすり替わっている気がしないでもないですがねー……」


　それを見た取り巻きたちが疲れた顔でそう答える。完全にやる気のない素そ振ぶりです。


「く……ほ、ほんとにこの人たちは……」


　そうジト目で取り巻き二人を睨にらみつけると、そこで沙耶香は弘ひろ司したちの方に向き直って、


「──あ、そ、それでは、みなさんはとりあえずしばらくの間パーティーを楽しんでくださいな。もう少ししたら色々と楽しいイベントが始まりますから」


「あ、うん」


「楽しみにしていてくださいね。では、また後ほど。──ほら、私たちは作戦の最後の確認に移りますわよ」


「はいはい……」


「分かってますって……」


　そんなことを言いながら、取り巻きたちとともに奥の部屋へと引っ込んでいった。


　後には弘司と美み亜あたちが残される。


「さて……」


　どうしようか。パーティーを楽しんでくれと言われてもこんな広い空間に少人数で落ち着かないし、それにこの場には弘司たちしかいないわけだし何をしてればいいんだろう……。などと思いながらその場に立ち尽くしていると、


「おう水上、お前たちも来てたのか」


　ふいに声をかけられた。


　振り返ってみるとそこにいたのは…………なんか奇き妙みような生き物だった。


　ムダに決めまくってやたらとテカりまくったオールバックの頭、何だかよく分からない柄がらのついた微び妙みようなタキシード、むせ返るようなキツイ香水の匂におい。


「山やま岡おか……」


　声をかけてきたのは山岡だった。


　なぜか片手に持ったワイングラスを傾けながらパチリとウインクをすると、


「お前らが来てたなんて意い外がいだな。今日のことを知っているのはてっきり沙さ耶や香かさんの〝誕生日には最さい愛あいの人といっしょに過ごしたい〟という心の叫びを一方的に受信した俺だけだと思ったんだが……。ああ、それよりどうだこの格かつ好こう、似に合あってるか？　今日のために気き合あいを入れて考えうる限りの最高のコーディネイトをしてきたんだ」


「……」


　それは色々な意味で確実に気合いの入れる方向を間違ってるんじゃないかなーとは思ったものの、もはや口で言ってどうにかなるものでもないと感じたので適当に笑って誤ご魔ま化かすことにしておいた。


「んじゃあな。俺はこれから全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて沙耶香さんに挨あい拶さつしなきゃならん。アディオース！」


　そう言って懐ふところから出した香水をシュッシュッと全身に吹き付けると、獲え物ものを狙ねらうケダモノみたいな目をして山岡は去っていった。……何というかあらゆる意味で突っ込みどころしかないような気がします。


「さー、まあ何か色々とあるみたいだけど、せっかく来たんだしとりあえずご飯でも食べよっかー」


　と、佐さ藤とうさんが雰ふん囲い気きを変えるように明るく言った。


「そうですね～、ちょうど夕食にもよい時間ですし～」


「むう、ホットミルクはないのかのう」


「……ごはん」


　千ち鶴づるたちもそれに賛同して、テーブルの方へと歩いていく。


　弘ひろ司しはそんなにお腹なかが空すいていなかったためノンビリとお茶でも飲みながら休憩用のイスにでも座っていようとして、


「ん？」


「…………」


　と、いつもならこういったもの（食べ物）に即そく座ざに反応するネコマタ娘が、隣となりでちょこんとたたずんでいるのに気付いた。


「？　美み亜あは行かないの？　美お味いしそうなのがたくさんあるよ？」


　不ふ思し議ぎに思って訊きいてみる。


　すると美亜はふるふると首を振って、


「ううん、いい。ヒロといっしょにいる」


　そんなことを言った。


「でも料理が……」


「いいの。お料理よりも、ヒロから離れたくないんだもん」


　きゅっと弘ひろ司しの服の袖そでを握って身を寄せてくる。


「……」


　そういえばあの留る守す番ばんの日から、何となく美み亜あの様よう子すが普段と違うような気がする。もともと甘えたがりだったけれど、それがさらに強くなったというか……。やっぱりあの時の出来事が影えい響きようしているんだろうか。でもあれがどこまで本気だったのかは不明だし……


　原因がはっきりと分からずに戸と惑まどう弘司に、


「だいじょうぶ。ヒロといられれば、もうそれだけでわたしはお腹なかいっぱいだから……」


　ネコマタ娘は静かにそうつぶやいたのだった。
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　テーブルの近くで料理を口にしながら、奈な々なの視線は弘司の方へと向けられていた。


　いや正確に言えば、弘司とその隣となりにいる美亜に対して。


「……」


　──美亜ちゃん、やっぱり……


　そんな言葉が心の中に浮かぶ。


　美お味いしそうな料理が眼前にあるのにも関わらず弘司の傍そばを離れようとしない美亜。


　千ち鶴づるやさくらはまだ気付いていないようだけれど、その様よう子すは今までの彼女のものとは明らかに違ったものである。


　──やっぱり、あの時のあれは……


　頭に浮かぶのはほんの五日ほど前の出来事。


　美亜が熱を出して寝込んで弘司が看かん病びようしていた夜。


　あの夜に替えの氷こおり枕まくらを届けに行った際にたまたま聞いてしまった美亜の言葉。





『わたし……ヒロのことがすき』





　最初は何かの聞き間違いかと思った。


　障しよう子じ越ごしゆえの聞き取り間違え。そうでなければ、いつものように軽い気持ちで美亜が言ったものだと。


　そう、思いたかった。


　でもあの時のあれはそのどちらでもなくて……奈々にも分かるくらいの、いや奈々だからこそ分かる、美亜の本気さに満ちていた。


「……」


　あたしは……どうするべきなんだろう。


　両手を胸の前で握り締めて考える。


　美み亜あの気持ち。


　自分の気持ち。


　そして、弘ひろ司しの気持ち。


　それらが複雑に絡み合って、胸の奥でもやもやとしている。


『ま、事情ははっきりとは分からないけどさー、奈な々なもそろそろ覚かく悟ごを決めた方がいいんじゃないー』


『水みな上かみくんのこと。色々と状況が変わってきてるんだよね？　だとしたら近くにあるものがいつまでも近くにあるとは限らないってことかなー』


　さっきの佐さ藤とうさんの言葉が頭に浮かぶ。


　覚悟を決める。


　それが意味するところは……もう一つしかない。


「……」


　だけどそれを今すべきなんだろうか。


　それをしても、いいのだろうか。


　分からない。


　これから自分がどう動くべきか。


　奈々にはまだ、決心は着かなかった。
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「えー、それでは宴えんもたけなわになってきたようですので、このヘンでゲームを始めたいと思います」


　パーティー開始から一時間が経過したところで。


　司し会かい進行役やくなのだろう取り巻きの一人が、部屋奥おくに飾られた大スクリーンをバックにしてマイク片手にそう言った。


「ゲームといってもただのゲームではありません。これからみなさんにご参加いただくのはこの遊ゆう園えん地ち全体を使った盛せい大だいなもの……題して『はにかみ胸ドキ指し令れいゲーム』です！」


「……」


　その言葉とともに背後のスクリーンに『はにかみ胸ドキ指令ゲーム』の文字が大きく映し出される。さっき沙さ耶や香かが言っていた楽しいイベントとやらなのだろうが、何だろうその怪しげなネーミングは……


「え～と、胸ドキ？」


「あらあら～、楽しそうなお名前ですね～」


「何じゃ、その胸むね土ど器きとかいうワケノワカランものは……」


「……じょうもんじだい？」


　美み亜あたちもそんなことを言いながら首をかしげていると、


「簡単にルールを説明させてもらいますと、これからクジ引きでペアを作ってもらいます。それぞれのペアには二人で向かってもらう場所と、そこでやってもらう指令がランダムで提示されますので、それに従って行動してください」


　取り巻きがそう付け加えた。


　どうやら『はにかみ胸ドキ指し令れいゲーム』とは、要するにオリエンテーリングと王様ゲームを足して二で割ったようなゲームらしい。


「ではこれから私たちがクジの入った箱を持って回りますので、順に引いてください。同じ番号の人がペアになります。行ってもらう場所の方はクジに書かれていますのでそれを見てください」


　そう言って取り巻き二人が弘ひろ司したちのところにやって来た。


「さて、ここが正しよう念ねん場ばなんですよね……」


「うまく仕掛けをしないと……失敗したらまたねちねちと文句を言われますからねー……」


「？」


「あ、あー、いえ、何でもないです。そ、それじゃあまずは水みな上かみさんからどうぞ」


「あ、うん」


　促うながされて箱に手を入れようとする。


　だがその時、


「ちょっと待ったー！」


「え？」


　そんな声。


　どこから湧わいて出たのか、いつの間にか山やま岡おかが隣となりにいた。


「ここは俺が先に引くぞ！　何事も先せん手て必勝ってな。早い方がいい目が出る確かく率りつが高いに決まってる！　おらー」


　そう言って強ごう引いんに割り込むようにして箱に手を突っ込んだ。


「え？　何であなたがここに……」


「ちょ、まだ仕掛けを直してな──」


　取り巻き二人がなぜか焦ったような声を上げるも、山岡はそのままゴソゴソと箱を漁あさり、


「どれどれ……おお、[image: ]だな。さすがは俺、ナンバーワンの化け身しんだけはある」


「あー……」


「やっちゃった……」


　取り巻き二人が絶望的な声を上げる。


　と、そこに、


「あらみなさん、ごきげんよう」


「さ、沙さ耶や香かさん……」


「だ、だめです、今は……」


　タイミングを計ったかのように、エレガントなつもりなのかなぜかパンダの乗り物（デパートの屋上とかにあるやつ）に乗った沙耶香（やはり怪かい鳥ちよう仕し様よう）がやって来た。


「クジの結果、水みな上かみさんはどうでした？　私は[image: ]ですのよ。私の予感が正しければ運命のイタズラで私たちがペアに──」


　そうご機き嫌げんな顔で言いかけて、


「おお沙耶香さん！　[image: ]は俺です！」


「え？」


「いやー、嬉うれしいな。これも運命ですかね。[image: ]同士で結婚も一番早いとか……ハハハ」


　テンション上がりまくりな山やま岡おか。


　それとは対たい照しよう的に沙耶香が苦にが虫むしを口の中で嚙かみ潰つぶした挙あげ句くにそのまま飲み込んでしまったようなテンションでぎろりと取り巻きたちを睨にらむ。


「…………ちょっとあなたたち。これはどういうことですの？」


「い、いえこれはその……」


「不ふ慮りよの事故というか不ふ可か抗こう力りよくというか……」


「……ふ、不可抗力？　だいたいそれ以前に何であの変へん態たい男がここにいるんですの？　私は水上さんたちしか招待していないはずなのに……」


「え、いやそれは私たちにもよく……」


「なんか気付いたら勝かつ手てにいたというか……」


　慌あわてた顔でそう答える取り巻きたちに、


「お、どうやら俺たちの指し令れいは『観かん覧らん車しやに二人きりで行くこと』みたいですね。フフ、観覧車での二人きりの甘く密ひそやかなスイートタイム……。さあ、それでは行きましょう、沙耶香さん！　二人だけの楽園へ！」


「え？　ちょ、ちょっとお待ちなさい……」


「ハハハ、まあ照れない照れない。さあ、こっちに！」


　そう言って山岡がグイっと沙耶香の手を引っ張った時だった。


「あっ……」


　勢いでドレスの裾すそを踏みつけたのか沙耶香がふらふらとよろめき、


「きゃ、きゃあっ！」


「おお？」


　ドタリ！　と、


　その場で山やま岡おかを巻き込んで転てん倒とうした。


「大だい丈じよう夫ぶですか、沙さ耶や香かさん!?」


「そのドレス、リースだから汚したりすると違い約やく金きんが……」


　取り巻きたちが駆け寄る。


「い、いたたた……ま、まったく、相変わらずこの変へん態たいは……」


　沙耶香も立ち上がろうとして、


「エ、エヘヘ……今日は赤なんですね、沙耶香さん」


「!?」


　倒れる際に摑つかんだのか、ガッシリと握られた山岡の両手によりドレスが見事にズリ下ろされているのを発見した。


[image: ]


「あ、な、なっ……」


「これも誕生日ということで、さらには最さい愛あいの人である俺との邂かい逅こうということでの気き合あいの入りようを表しているということですよね？　大丈夫、気合いが入っているのは俺も同じですから。さあ、行きましょう！」


「あ、ちょ……!?」


「さあ、二人の愛の観かん覧らん車しやへ！」


　高らかに笑う山やま岡おかにほとんど引きずられるようにして、沙さ耶や香かはレストハウスの外へと消えていってしまった。


「……」


「……」


「あ、え、ええと、せっかくだからとりあえず他の方たちもクジを引いてください」


「ど、どうぞ」


　ひとまずは今の出来事はなかったことにしたのか、取り巻きたちが乾いた笑えみとともに箱を差し出してきた。


「う、うん……」


「ん、分かったよ」


「あらあら～、何番ですかね～」


「ふん、神のクジ運をなめるでないぞ」


「……ここにてをいれればいいの？」


　弘ひろ司したちも引いて、


「ね、ヒロは何番だった？」


「ん、僕は[image: ]みたいだ」


「そうなんだ～。わたしは[image: ]みたい。残念だにゃ……」


「あらあら～、私は[image: ]ですね～」


「[image: ]じゃと？　むう、ツルと同じとは……」


「……[image: ]ばん……なんでねこなんかと……」


　美み亜あたちがそれぞれそう言う。どうやら千ち鶴づるとさくら、美亜とシャルロットがペアらしい。





　そんな中、


「……」


「んー、奈な々などうしたのー、微び妙みように暗い顔しちゃって」


　佐さ藤とうさんがこっそりとそう奈々に声をかけた。


「え、う、ううん、別に……」


　ふるふると首を振る。


　だけどその手の中に[image: ]と書かれたクジがあった。


「あ、なるほどなるほどー、水みな上かみくんとペアになれなかったから落ち込んでるのかー」


「なっ、そ、そんなんじゃ……」


　そう否定はするものの、その顔には明らかに落らく胆たんの色があった。


「もー、相変わらず素直じゃないんだからー。──じゃーん、だからそんな奈な々なに私からプレゼントー」


「え……？」


　そう言って佐さ藤とうさんが差し出してきたのは、[image: ]と書かれたクジだった。


「友ゆ香か、これって……」


「んー、どうも私が当たりだったみたい。別に狙ねらったつもりはなかったんだけどー」


「で、でも……」


「だいじょうぶだいじょうぶー。こっそり交換しちゃえば分かんないってー。それに奈々だってやっぱり水みな上かみくんとペアがいいでしょー？」


「そ、それは……」


「いいからー、深く考えないでリラックスして楽しんじゃえばいいんだよー、ほらほらー」


「あ、ちょ、ちょっと友香……」


　そんなことを言いながら後ろから肩をもんでくる佐藤さん。


　奈々はしばらくの間迷まよっているようだったが、


「……う、うん。ありがと、友香……」


　やがてそうこくりとうなずいて、[image: ]のクジを受け取った。そしてそのままちょっと恥ずかしそうに弘ひろ司しのもとへと駆け寄っていった。


　その姿を見ながら佐藤さんは満足げにうなずいて、


「うんうん、がんばりなよー、奈々」


　そうつぶやいていたのだった。








　　　３




「それじゃ、行こうか？」


「あ、う、うん」


　十分後ご。


　弘司は奈々と二人で園内にある池へと向かって歩いていた。


　[image: ]のクジに書かれていた指し令れいは『アヒルボート乗り場へ向かうこと』。


　アヒルボートとはいわゆる池とかの水みず場ばによくあるアヒル型の足こぎボートである。何でもその先の指示は現場で出されるらしい。なのでひとまず行ってみることにしたのだ。


　夜の遊園地。


　他に人の気け配はいはなく、辺りに響ひびき渡るのはただアトラクションの音と弘司たちの足音のみ。


　そんな中を二人で歩いていく。


「……」


「……」


　会話らしい会話はない。


　何となく、お互いに言葉を発しないまま園内を進んでいく。まあ奈な々なと二人なら別に会話がなくても気まずいとかそういうことはないのだけれど。


　アヒルボートは園内の隅すみにこぢんまりとたたずんでいた。


　アヒルの数は全部で三台。お世せ辞じにも立りつ派ぱとは言いがたいが、こぢんまりとしていて雰ふん囲い気き的には悪くなかった。


「──こ、これに乗ればいいのよね？」


　奈々が弘ひろ司しの顔を見ながら訊きいてくる。


　と、弘司はアヒルの中に何かが貼はられているのを見つけた。


「ん、ちょっと待って。何か書いてある」


「え、な、何よ？」


「ええと……『二人でアヒルボートをこぎながら初恋の人について語り合うこと』だって」


「……」


「……」


　二人とも沈ちん黙もく。


　どうやらこれがこの場所でやるべき指し令れいとやららしい。


「ええと……どうする？　本当にやる？」


　いちおう確認する。


　アヒルボートを漕こぐのはともかく、後半部分が多少アレである。だれが見ているわけでもなし、別に律儀りちぎにやる必要がないような気がしないでもないところだけど……


　しかし奈々は、


「や、やるわよ。たかがゲームだし、こ、こういうのはちゃんとやらないとノリが悪いでしょ」


「あ、うん……」


　まあ奈々がそう言うのなら……


　二人してアヒルの中に入り、ペダルを漕ぎ出す。すると内部についているスピーカーから音楽が流れ出し、それに合わせてアヒルの目がビカーンと光り出した（ライトになっているらしい）。


「そ、それじゃあ弘司から言いなさいよ。こういうのはやっぱり男からやるものじゃない」


「え、うーん……」


　首を捻ひねる。


　初恋の人と言われてもすぐにはピンと来ない。そもそもこれまで弘司はそういった話とはあまり縁えんがなかった。なのでいきなりそんなことを振られても非常に困るのである。幼よう稚ち園えんの頃の雪ゆき村むら先生は子供心ごころにけっこう好きだった気がするけれどあれが初恋かどうかよく分からないし、クラスメイトとかでもそれといった相手はいなかったし……


　悩んでいると、


「……あ」


　そこでふっとある懐なつかしい映像が浮かんだ。


　それは子供の頃によく遊んだ仲のいい女の子のもの。


　当時の弘ひろ司しよりもいくらか年上で、まるでネコみたいに気まぐれだったその女の子のことを、弘司はとても慕したっていたのを覚えている。


　──あの子、名前は何だったっけ……？


　出て来ない。


　確かとてもキレイな名前だったと思ったんだけれど……。あれ、というかそもそもあの子は何者で、どこに住んでいたんだっけ……


　何だか記き憶おくにモヤがかかったみたいにあやふやな状態である。これはいったい──


「──ろし、弘司」


「……え？」


　と、そこで奈な々なに名前を呼ばれて我に返った。


「どうしたのよ、急にボーっとしちゃって。寝てたんじゃないでしょうね？」


「あ、いや……」


　曖あい昧まいな返事の弘司に奈々は怪け訝げんそうな表情になって、


「何よ、はっきりしないわね。──そ、それで初恋の人についてはどうなの。い、いるの？」


「あ、うん」


「！　だ、だれなの？」


　ずい、と奈々が顔を寄せてくる。


「それはいいんだけど……」


「な、何よ？」


「なんか水面がスゴイことに……」


「え？」


　ライトアップされた水面を見る。


　ギュルギュルギュルギュルギュルギュルッ！


　そこでは奈々が力任まかせに漕こいでいるペダルの影えい響きようか、アヒルのスクリューが超ちよう回転をしてモーターボートのように激しく波立っていた。


「──っ!?　い、いいのよ。このくらいのスピードの方が遊園地らしくて……」


「？」


　奈な々なは焦ったようにぶんぶんと首を振って、


「そ、それより、初恋の人って、だ、だれなのよ？」


「あ、うん。ええと──」


　促うながされて口を開く。


　結局その場は幼よう稚ち園えんの雪ゆき村むら先生ということにしておくことにした。


　好きだったのは確かだし、名前も身元もよく思い出せない曖あい昧まいな女の子を挙げるよりも正しいような気がしたのだ。


「そ、そう。そうなの……」


　奈々は何となく憮ぶ然ぜんとした顔をしていたような気がしたけれど、いちおうそれで納なつ得とくしてくれたみたいだった。


「じゃ、じゃあ次はあたしの番ね……」


　何かを覚かく悟ごしたかのように胸の前で手をぎゅっと握りしめる。


「あ、いや、言いにくいようならムリしなくても……」


「ム、ムリなんてしてないわよ。それにあんたは言ったんだし、あたしだけ言わないのはフェアじゃないもの」


　そして顔をそこはかとなく赤くして、


「あ、あたしの初恋の人は……幼稚園の頃に、同級生だったやつ、かな」


　しぼり出すようにそう言った。


「に、二年間ずっと同じクラスで、けっこう仲も良かったかも。その頃は家も近かったから、よくいっしょに遊んだりして……シャ、シャルロットの散歩とかも行ったりしたし……」


「へえ、そうなんだ」


「う、うん……た、たぶん、男の子の中で一番いっしょにいる時間が長かったと思う……」


　ちらちらと弘ひろ司しの方を見る奈々。


「そっか。それって僕も知ってる人？」


「…………え？」


「幼稚園の同級生ってことは、案あん外がい近くにいた人なのかな」


　なにげなく尋たずねてみる。


　すると、


「…………」


　何だか奈々が非常に不ふ機き嫌げんな顔をしていることに気付いた。


「？　奈々？」


「……」


「？　なんか怒ってる？」


「…………」


　声をかけても返事が戻ってこない。むっつりと、鎌かま倉くらにある仁に王おう像みたいな顔をして黙り込むだけである。どうしたんだろう……？


　やがて、


「…………何でも、ないわよ」


「え、でも……」


　明らかに怒っているように見えるんですが……


「でももスモモもない！　何でもないったら何でもないの！　この鈍どん感かん！」


「へ……？」


　そう叫ぶように言い放つと、奈な々なはぷいと横を向いてしまった。


「え、ええと……？」


「…………」


　ワケが分からない。


　だけど弘ひろ司しの言げん動どうの何かが奈々の気分を害してしまったのは間違いなさそうです。


「……」


「……」


　結局そのまま奈々は黙り込んだままで、


　最後まで、奈々がどうして怒っているのかさっぱり分からなかった。








「え、えっと、これからどうしようか？」


「……」


「とりあえず指し令れいも終わっちゃったし、パーティー会場に戻る？」


「……」


「あ、あのさ、奈々？」


「……何よ」


「え、だからこれからどうしようかって……」


　アヒルボートから離れても、奈々は不ふ機き嫌げんなままだった。


　基本は黙り込んだまま早足で歩くだけで、取り付く島もないって雰ふん囲い気きである。


「う、うーん……」


　相変わらず不機嫌の原因はこれっぽっちも分からないんだけれど、このままでは気まずいことこの上ない。何とか奈々の機嫌を直す方法はないかと周りを見渡して、


　あるものを発見した。


「あ、ね、ねえ奈々、あそこに入ってみない？」


「……」


「ほら、あそこの占うらないの館やかた『十二賢けん人じん』ってところ。奈な々な、確か占いが好きだったよね？　だから……」


「……」


「ダ、ダメかな……」


　返ってこない奈々の反応に、最後の部分はかなり声のトーンを落として尋たずねる。ある意味最さい後ごの手段だったんだけれど……これでダメだとしたら、今までの経験上もう後はひたすらに大人おとなしくして機き嫌げんを直してくれるのを待つしかない。


　奈々の顔を見ながら恐る恐る様よう子すをうかがっていると、


「…………いいわよ」


「え？」


「…………行っても、いいわ」


　ぽそり、とそんな声が返ってきた。


「あ、あの、今何て……」


「……い、いいって言ったのよ。そこまで言うなら入ってあげる」


　訊きき返すと、ちょっと怒ったような口く調ちようで奈々がそう言った。


「ほ、ほら、何してるのよ。入るなら早く入りましょう。せっかくの占いなんだから」


「あ、う、うん」


　少しは機嫌を直してくれたのだろうか。


　ひとまずは奈々に促うながされて中に入る。


　占いの館の中は、こぢんまりとした構造になっていた。


　学園の教室くらいの広さのスペース。中央に机のようなものが置かれていて占い師らしきヴェールを被かぶった女の人が座っている。雰ふん囲い気きを出すためか室内は全体的に黒いカーテンで覆おおわれていてそれなりにがんばっている感じだけれど、全体的にはどこか安っぽさを感じさせる造りだった。加えて『十二賢人』という名前の割には、ブースは一つしかなく占い師も一人しかいないみたいである。


　さらにトドメとして、


『名物ボタンエビ占い』


「……」


　何だか北ほつ海かい道どうでさくらが引っかかったという怪しげな占い（ホタルイカ）と同じ香りを感じるというか、まさかとは思うけど系けい列れつ店なのでしょうか……？


　微び妙みような気分になる弘ひろ司しだったが、それとは対たい照しよう的てきに奈々は、


「へー、『ボタンエビ占い』だって。こういうのは初めてかも。ね、早くやろうよ！」


　割と占いなら何でもいいみたいだった。


　目をきらきらさせながらぐいぐいと腕を引っ張ってくる。まあ奈々がいいのなら別にいいんだけど……


「そちら、お二人様ですかな？」


　ブースに座ると、占うらない師がそう声をかけてきた。


「あ、はい」


「ふむ、何を占いますかな？　当方では相あい性しよう占いと未来の運うん勢せい占いが得とく意い分野ですが」


　少し顔を近づけながら言ってくる。


　ちなみにブースに置かれたテーブルの上には、こういった占いにおける定てい番ばんの水すい晶しよう玉だまなんかの代わりになぜかザルいっぱいに盛られたボタンエビが鎮ちん座ざしていた。


「ええと、どうする？」


「あ、そ、そうね……」


　奈な々なはしばらく考え込むような素そ振ぶりを見せて、


「………………………………だ、だったら相性占いにする」


「え？」


「あ、か、勘かん違ちがいするんじゃないわよ！　こんなのはただのシャレなんだから。ど、どうせやるなら二人でできる方が面白いって思っただけで、別に深い意味はないからね！」


「う、うん……」


　別にそこまで力いっぱい説明することもないと思うんだけど……


「お二人の相性占いでよいですな？　それでは始めますぞ。──きえええええええ！」


「!?」


　そう確認してきたかと思うと、弘ひろ司したちの前で占い師は突然奇き声せいを上げ、おもむろにザルに入っていたボタンエビの殻からを剝むき始めた。


「あ、あの……」


「きええええっ！　きえええええええええ！　えびふりゃー！　しゅりーぃんぷっ！」


　さらにワケの分からない呪じゆ文もんのようなものを唱えると、今度はムシャムシャとそのボタンエビを食べ始める。しかもしっかり醬しよう油ゆとワサビをつけて。傍はたから見る限り、占い師というよりただのボタンエビを食べている人だった。


　そんな感じにたっぷり五尾びほどのボタンエビを平らげた後、


「…………出ました」


「は？」


「結果が出ました。なるほど、この殻の剝け具合からして……ふむふむ……」


　そう言いながらぶつぶつと殻を持ち上げたり透すかして見たりする。いや殻で判断するなら別にあんな鬼おに婆ばばみたいな形ぎよう相そうで中身を食べることはなかったんじゃ……


　そんな弘司の感想を尻しり目めに、


「結論から言わせていただければ、お二人は相性抜ばつ群ぐんです。グンバツ」


「は？」


「え……？」


「グンバツですよ、グンバツ。今まではお互いに近づきすぎていて気持ちが見えていなかったというところですね。彼女の方が遠えん慮りよしていた感じかもしれませんな。なのでもしもまだ友達同どう士しのようなら付き合えばうまくいくこと間違いなし。エビ神様の保証付きです。どうです、いっそこのまま付き合ってみては？　ちなみにこのご神しん体たいである『エレガント・ボタンエビ・ザ・スタチュー』を購こう入にゆうすればその確かく率りつがさらに三十八倍に跳ね上がり──」


「……」


　まあ何でわざわざ業ぎよう界かい用語（？）を強調するのかはいまいち不明な上に後半はほとんど怪しげなセールストークだったけれど、


　その占いの内容自じ体たいもあまり信しん憑ぴよう性せいに足らないものだった。


「……」


　奈な々なと付き合うなんて考えたこともなかった。


　十年来の幼おさな馴な染じみ。


　昔からずっと近くにいるからもうほとんど空気みたいなものだし、そもそも奈々だって弘ひろ司しのことはせいぜい腐くされ縁えんの幼馴染みくらいにしか思っていないだろう。


　なので、


「うーん、いきなり付き合うとか言われても……。ええと、何というか僕たちはただの幼馴染みというか、そんな感じで。だからそういったことは考えたこともなくて……。ね、奈々？」


　あまり深く考えずに軽い気持ちでそう言ったのだけれど──


「……」


「奈々？」


「…………」


「どうしたの？　具合でも悪くなったとか……」


「…………もう、いい」


「え？」


「…………もういいって言ったの。聞こえなかったの？」


　肩を震わせながらそう言う。


「でも肩が震えて……。調子が悪いなら何とかしないと──」


　その身体からだに手をかけようとして、


「さ、触んないで！」


「え……」


　その手が振り払われた。


「も、もういいって言ったでしょ！　あたしのことは放っておいて！」


「あ……」


「──っ！」


　そう言い放つと奈な々なは床を蹴けるようにしてブースから立ち上がり、そのまま走って出て行ってしまった。


「奈々！」


　弘ひろ司しも立ち上がる。


　何だってそんな行動に出たのかまったくもって分からないものの慌あわてて追いかけようとして、


　ガシッ。


　占うらない師に腕を摑つかまれた。「見けん料りよう……お二人で三千五百円（税ぜい抜ぬき）です」


「あ、え……」


「払わないとボタンエビの呪のろいが降りかかるでしょう。エビだけに、きっととてもエビィー（ヘビー）なのが」


「は、払いますよ……」


　どちらかといえばエビの呪いよりも占い師のセンスの方が怖かったけれど、いずれにせよそんなことに構っている場合じゃない。


　押し付けるように料金を払い占い小屋を出るが、


「奈々！」


　幼おさな馴な染じみの姿は、すでに背中がかすかにしか見えないくらいにまで遠ざかっていた。





　　　＊





　ちなみにその頃の美み亜あたちは、


「うにゃ、目が回る……」


「……ね、ねこ、さいあく……」


　コーヒーカップの上で、二人してぐるぐると目を回していた。


「地球が回ってるってほんとだったんだね……」


「……う、うるさい、だまれ、ねこ……」


　二人に与えられた場所＆指し令れいは『コーヒーカップを回しながら二人で仲良く『カエルの歌』の輪りん唱しようをする』というものだったが、この相あい性しようが悪いネコマタ娘とワンコ娘とでそんなものがうまくいくはずもなく──


「……ほんとにあほ。そのままえんしんりょくでねこだけうちゅうのはてにとんでいっちゃえばよかったのに……」


「にゃ、あ、あほってゆうな～。だ、だいたいシャルロットだってカップを回してたクセに……」


「……ひとのせいにしないで」


「してないもんっ。事実をひょ～めいしただけだもんっ」


「……あほのくせにくちばっかりたっしゃ。なまいき……」


「む～……」


　いつものごとく対たい峙じしかけるも、二人ともまだカップを回し過ぎた影えい響きようで三さん半はん規き管かんにダメージが残っているのか、対決にまでは至ることなくそのまま力なく横たわる。


「……」


「……」


　空には輝く星と月。


　地面にはぐったりとしたネコとイヌ。


　そんなそこはかとなく何だかよく分からない光景の下で、グロッキーなシャルロットを横よこ目めに美み亜あは思う。


　──いっしょにいるのがヒロだったらな……


　目を閉じると心に浮かんでくるのは弘ひろ司しの姿だった。


　今までも弘司のことは好きだったけれど、あのお留る守す番ばんの日からそれがよりいっそう強くなった。


　弘司の傍そばを離れているとそれだけで何となく落ち着かないというか、胸がうにゃうにゃとざわめく。


　いてもたってもいられないというか、そんな感じ。


「……やっぱり、ヒロの傍がいい」


　ぽつりとつぶやく。


　クジの関係で弘司は今いま頃ごろは奈な々なといっしょに行動しているということも、なぜか美亜の心をざわつかせた。


「……わたし、ヒロのところに行く」


「……え？」


「だからシャルロットとはここでお別れだにゃ。あでゅ～」


「……は？」


　事態をまったく摑つかめていない顔のシャルロットをその場に残し、美亜は走り出した。


　匂においを辿たどる。


　そんなに遠くないところから、弘司の匂いを感じることができた。


　移動しているようだけれど、心ここ地ちがよくてとても落ち着く匂い。


　──ヒロ、今行くにゃ！


　夜の遊園地の中を、ネコミミとネコシッポをひょっこりとあらわにしたネコマタ娘が走るのだった。








　　　４




「ハアハア……た、確かこっちの方に行ったと思ったんだけど……」


　肩で息をしながら辺りを見回す。


　だいぶ距離は離されたものの、完全に見失ったわけではなかったから方向に間違いはないはずだ。


　近くにあるアトラクションはオバケ屋や敷しきと観かん覧らん車しやとメリーゴーランド。


　ホラーなものが苦にが手てな奈な々ながオバケ屋敷に入るとは思えないし、観覧車にもパッと見る限り人は乗っていない。だとすると──


「……」


　グルグルと回るメリーゴーランド。


　消しよう去きよ法ほうから判断してその一いつ角かくに目を向けると……


　そこのカボチャの馬車の中に……奈々はいた。


「奈々！」


「……」


　大声で呼びかけるも返事はない。


　この距離で聞こえていないはずもないのに……


「……」


　その状態ではラチがあかなかったため、駆け寄って手近にあった白馬に飛び乗る。幸い回転スピードはそんなに早くなかったため、運動神しん経けいに乏しい弘ひろ司しでもうまく騎き乗じようすることができた。


　回る白馬にしがみつきながら、カボチャの中できゅっと下を向く奈々に呼びかける。


「ねえ奈々、何をそんなに怒って……」


「……」


「僕が何か気に障さわるようなことを言ったなら謝るからさ。もう遅いし、そろそろみんなのところに戻らないと心配されるだろうし……」


　必死の説得。


　しかし、


「…………弘司にとっては、そんなもんなんだよね」


「え？」


「あたしたちはただの幼おさな馴な染じみで、ずっといっしょにいるけどただそれだけで……それ以上になるような特別な関係じゃない。仲のいい幼馴染み。それ以上でもそれ以下でもなくて……」


　返ってきたのはそんな言葉だった。


「奈な々な、いったい何を……」


「きっと弘ひろ司しはあたしじゃなくてもいいんだよ。あたしの代わりに昔から隣となりにいるのが美み亜あちゃんだったら、きっとあんたは美亜ちゃんと……」


「そんなこと……」


　何だってここで美亜の名前が出て来るのかは果てしなく謎なぞだけれど、そんなことはなかった。奈々は奈々で美亜は美亜だ。比べたり代わりになったりするような存在じゃない。


「とにかく、ここから降りて戻ろう。話なら後でちゃんと聞くから……」


「……」


「奈々の気持ちは僕には分からないけど……そんなに怒ってるってことはきっと僕に悪いところがあったんだと思う。そのことは謝るから、だから……」


　そう言って何とか落ち着いてもらおうとするものの、


「…………それなら、もう放っておいて」


「え？」


「……あ、あたしの気持ちが分からないなら、もうあたしのことなんて放っておいて！　わ、分かってもいないクセに、分かろうともしないクセに、簡単に謝るとか言わないでよ！」


「で、でも……」


「も、もういい！　あっち行って！　あんたなんかキライ！　も、もう、顔も見たくないくらいに大キライなんだから……っ！」


　そう言って頭をふるふると振りながら身を乗り出した奈々が、


「あ……」


　動くメリーゴーランドの遠えん心しん力に引っ張られたのか、カボチャの上でぐらりとバランスを崩した。


　そのままふらふらと横に身体からだを流される。


　よろめいたその先には動く地面と他の馬たち。


「奈々！」


　危ない──と思った次の瞬しゆん間かんには、とっさに身体が動いていた。


　馬から飛び降りる。


　そのまま回る舞台を逆ぎやく流りゆうするように猛もうダッシュ。


　全ぜん速力で奈々の下へと滑り込み──


　そして奈々の身体が横から地面に落ちる前に、全身でかばうようにしてキャッチする。


「うわっ!?」


「きゃあっ!?」


　重なる悲鳴。


　あちこちにぶつかりながら転がる身体からだ。


　それでも弘ひろ司しは奈な々なの身体を離さなかった。


　しっかりと摑つかんで障しよう害がい物ぶつにぶつからないようにする。


　そしてそのまま舞台の上でゴロゴロと回かい転てん運動をし、


「……」


　やがてゆっくりとメリーゴーランドはその動きを止めた。





　　　＊





　地面の感かん触しよくと腕うで越ごしに伝わってくる弘司の身体の温ぬくもりを全身で感じて、奈々はぼんやりと思っていた。


「奈々、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　──ああ。あたしはやっぱり、こいつのことが好きなんだ。


　思い知らされた。


　お人よしで気き弱よわで鈍どん感かんで優ゆう柔じゆう不ふ断だんだけど……それでもこいつの何だかんだで優しいところが、自分が困った時やピンチの時に必ず自分を助けに来てくれるところがたまらなく好きだったんだ。


　確かに色々と不満はある。


　根本的に気が回らなくて、今だって全ぜん然ぜん奈々の気持ちに気付いてくれない。


　勇気を出して初恋の人の話をしたのに、この前だって頰ほおに……キ、キスまでしたのに、それがだれに向けてされたものかってことなんかこれっぽっちも分かってないんだろう。


　挙あげ句くの果てにはただの幼おさな馴な染じみだなんて言い出す始し末まつ。


「……」


　こういうやつだってことは分かっていた。


　ずいぶん前から分かっていた。


　きっとこの鈍感男は、今いま奈々が怒っている根本の原因が自身にあるだなんてことをまったく分かってないんだろう。


「……」


　だけど、それもしかたがない。


　たぶんそういうところをひっくるめて、自分はこいつのことを好きになってしまったんだから。


　こういう相手には、きっと自分から何かをしなきゃダメなんだ。


　自分から、行動しなきゃ始まらないんだ。


　だったら──


「……」


　心が、決まった瞬しゆん間かんだった。





　　　＊





「奈な々な、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「……」


「ケガとかしてない？　どこか痛いところとかは……」


「あ、う、うん、平気だと思う……」


「そっか、よかった……」


　胸を撫なで下ろす。カボチャから落ちた時はどうなるかと思ったけれど、ひとまずは安心してもいいようだ。


「あ、あんたは大丈夫なの？　ずいぶん転がったみたいだけど……」


　奈々が心配そうな顔で訊きいてくる。


「うん、僕は大丈夫。ケガもほとんどないみたいだし……最近こういうことが多いから、慣れたのかな」


　まああまり嬉うれしくない耐たい性せいではあるわけだけど……


　微び妙みような気分になりつつも倒れた奈々に手を差し伸べて、


「とにかく、そろそろみんなのところまで戻ろう。心配してるだろうし……」


　そう口にする。最初にレストハウスを出てからもう一時間以上経たっているし、いいかげんに戻らないとマズイだろう。


「……」


　奈々が無言でこくりとうなずき立ち上がる。


　それを確認し弘ひろ司しはレストハウスの方向へと歩き出そうとして、


　その時だった。


　とん、と。


　背中に柔らかい感かん触しよく。


「ん？」


　何だろう……と振り返ってみると、そこには額ひたいをちょこんと弘司の背中につけて寄りかかってくる奈々の姿があった。


「奈々、どうしたの？」


「……」


「やっぱりどこかケガでもした？　足が痛いとか？」


「…………」


　返事がない。


　というか何だかいつもと様よう子すが違う。いや何が違うってわけでもないんだけれど、どこかまとっている空気が違うような……


　違い和わ感かんを覚える弘ひろ司しに、


　奈な々なはゆっくりと顔を上げて、


「……あのさ、弘司」


「？」


「あたしは…………弘司が好き」


「え……？」


　静かに、そう言った。


「幼おさな馴な染じみとか、ただの男おとこ友達としてじゃなくて、男の子として……弘司のことが好き。ずっと前からそうだった。たぶん、子供の時から……。美み亜あちゃんとか千ち鶴づるさんとかさくらちゃんとか……他のだれにも負けないくらいに、あんたのことが好きだと思う」


「な、奈々？」


「ずっと、言いたかった……でも言えなかった……。このままでもいいと思った時もあった。あえて今の関係を壊す危険を冒おかしてまで伝えなくても、幼馴染みとしての関係を保てればって……。でも……」


「……」


「でも、今は違う……今は言わないとあんたがどっかに行っちゃうような気がして……」


「え……」


「ガマン、できなかった……」


　そのままぎゅっと後ろから抱き付いてくる。


　力強くもあり、でもどこか頼りなげな感かん触しよく。


「……」


　一方の弘司は何が何だか分からずに完全にフリーズしていた。


　突然の幼馴染みの告白。


　それは青せい天てんの霹へき靂れきというかまったくもって予想すらもしていなかったことで……


「…………」


　どうすればいいのか全然分わからなかった。


　思えばこうやって面と向かって（いや背中越ごしなんだけれども）こんなことを言われたのは初めての経験であるし、しかもその相手が奈々ときている。頭の中はもうほとんどホワイトアウト状態だった。


　かつてないくらいに混乱する弘司に、


「……ご、ごめんね、急にヘンなこと言って」


「え？」


　奈な々なは小さく首を振って、


「きゅ、急にこんなこと言われても、あんたが困るだろうってのは分かってた。ううん、分かってたつもりだった。困るのが分かってても……止められなかった。だ、だってしかたないじゃない、あんたのことが好きなんだから……」


「奈々……」
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　うつむく奈々の声には湿り気が混ざっていた。


　振り向くとその大きな目からもぽろぽろと涙がこぼれている。


　大おお粒つぶの、涙。


　──あの奈々が、泣くなんて……


　加えて月明かりの下で見る幼おさな馴な染じみの泣き顔は、今までに見たことのないくらい女の子のモノのように見えて……さらに弘ひろ司しの心を動どう揺ようさせた。


「奈々……」


「…………」


「奈々、僕は……」


　何を言えばいいのか分からない。


　でもできる限りの何かを言おうとして、


　がさり、と背後で音がした。


「！」


「!?」


　慌あわてて振り返る。


　そこには……


「美み亜あ……」


「み、美亜ちゃん……」


「ナ、ナナ……ナナもヒロの、こと……」


　ネコミミとネコシッポを力なく垂れ下げた美亜が呆ぼう然ぜんとした顔で立ち尽くし、


「……好き……なの？」





　　　＊





　ちなみにその頃、千ち鶴づるとさくらは、


「おお、何と素晴らしい像じゃ。『エクセレント・ホタルイカ・ザ・スタチュー』に勝るとも劣らん……」


「あらあら～、不ぶ細さい工くな甲こう殻かく類るいですね～」


「おお、これに気付かれるとは何ともお目が高い！　またとない掘り出し物の逸いつ品ぴんですよ！」


　占うらない小ご屋や『十二賢けん人じん』の中で、そんなやり取りをしていた。


「むう、どこから見ても美的好こう奇き心しんをそそられる……何と、しかもこれほどの代しろ物ものが三九八〇円か！　安い、安すぎるぞ！」


　興こう奮ふんするさくらに、


「今ならさらに購こう入にゆうされた方にのみ『ミニボタンエビ・ザ・スタチュー』もお付けしております。来月までの限定特とく典てんですよ」


「買った！」


　即そく答とうだった。


　そこにはかすかほどの迷いも見当たらない。


「お買い上げありがとうございます！　それではサービスとしてお二人の今後の運うん勢せいを無料で占ってさしあげます」


「む、そうか？　すまぬな」


「いえいえ、これくらい当然のことです」


「タダほど高いものはないだとか安やす物もの買がいの銭ぜに失うしないとも言いますけどね～」


　千鶴の一言を占い師は聞こえないフリをして、


「──それでは始めます。きええええっ！　きえええええええええ！　てんどーん！　てんむーす！」


　弘ひろ司したちの時と同じく奇き声せいを上げながらボタンエビの殻からを剝むきつつ貪むさぼるようにその中身を食べていった。


　そしてやはり十尾びほどを完かん食しよくしたところで、


「む……これは……？」


　驚いたように声を上げた。


「何じゃ？」


「エビさんのヒゲが喉のどにぶっすりと突き刺さりでもしましたかね～？」


「エビの殻からに黒い影が出ております。これはまさにエビミソ……ではなく、未来に浮かぶ暗あん雲うん……。お二人にとって何か都つ合ごうが悪いことがこれから──いやすでにして現在進しん行こう形けいで生じている可能性がありますね」


「都合の悪いことじゃと？」


「さくらさんの成長不ふ良りようがさらに加速されるとかですかね～？」


　二人揃そろって首をひねる。


「何かまでは分かりません。しかしそれはきっとお二人の今後を左右するほど大きな出来事でしょう。恐ろしや……」


　首をふりながら、占うらない師はそう言ったのだった。
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　　　０




「……」


「……」


「……」


　沈ちん黙もくだった。


　弘ひろ司しを挟んで、左右に美み亜あと奈な々な。


　お互いにお互いの目をじっと見つめ合ったまま、どちらも声を出そうとしない。


　張り詰めた緊きん張ちようのトライアングル。


　その今にも何かが切れそうな危うい空気に、弘司も何も言うことができない。何を言えばいいのか分からなかったし、そもそもまだ弘司の頭は奈々の告白によって生じた混乱から完全には脱しきれていなかった。


「……」


「……」


「……」


　その状態のまま何分くらい経たっただろう。


　主しゆ観かん的には一時間くらいで、でもおそらく客観的には五分くらいの時間。


　やがて、


「…………ナ、ナナ、さっき何してたの？」


　美亜が、ぽつりと口を開いた。


「ヒ、ヒロと二人でくっついて……それにあの時言ってたのって……」


「それは……」


「ナ、ナナもヒロのことが好きなの？　お嫁よめさんになりたいって思ってるの？　ナナは──」


　必死な顔で問いかけてくる美亜。


　それを見た奈々は一いつ瞬しゆん目めを逸そらすような素そ振ぶりを見せるも、すぐに思い直したように顔を上げて、


「……ごめんね、美亜ちゃん」


「え……」


「美亜ちゃんの気持ちは分かってる。弘司のことが好きで、ずっとお嫁さんになりたいって言ってて……。だけど……」


　そこで一いち度ど言葉を切って、


「でも……あたし、あたしも、やっぱり弘司のことが好きなの。それも昨日きのう今日じゃない……昔から、ずっと好きだった。だから……簡単には諦あきらめられないよ」


「ナナ……」


「……」


「……」


　再び真ま正面から互いを見み据すえあう。


　でもそれは対決とか対立とかいう雰ふん囲い気きではなくて、互いの気まずさが先に出ている感じだった。


「……」


「……」


「……」


　再度沈ちん黙もくの時間が流れる。


　重おも苦くるしいようなじっとりと身にまとわりつくような、長い長い静せい寂じやくの時。


　それが永遠に続くかと思われたその時、


　ゴーンゴーンゴーン……


「！」「！」「!?」


　園えん内ないにある大おお鐘がね付きの大時計がそんな音を鳴り響ひびかせた。


　何かの終わりと始まりを告げるかのような深く重く響く音。


　その音が契けい機きとなったかのように、


「…………とにかく、今は一回みんなのところに戻りましょう」


　奈な々ながゆっくりとそう口を開いた。


「え？」


「……」


「このままここで話してるだけじゃ、たぶんラチがあかないと思う。あたしも美み亜あちゃんも、少し頭を冷やした方がいいかもしれないし」


「奈々……」


「行きましょう。とりあえずはレストハウスまで戻ればいいわよね」


　そう言って奈々が先に歩き出そうとして、


「で、でも……」


「美亜？」


　美亜だけがその場から動こうとしなかった。


「で、でも、わたし……」


「？」


「……わたし、どうしたら……」


　顔をうつむかせたまま美亜はふるふると首を振ったかと思うと、


「──っ！」


　ガッ。


「!?」


「あ……」


　弘ひろ司しの手を摑つかむと、そのままレストハウスとは反対方ほう向こうへと走り出した。


　突然のことに、奈な々なはおろか当の弘司でさえ反応できない。


　ただ腕の先に美み亜あの手の温かさを感じながら、足を動かすだけである。


「弘司、美亜ちゃん!?」


　そのまま奈々の驚く声を背中に感じつつ、弘司は必死に美亜に付いていったのだった。
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「弘司、美亜ちゃん……」


　メリーゴーランドの前では、一人取とり残された奈々が呆ぼう然ぜんとそうつぶやいていた。


　視線の先には弘司と美亜が消えていった深い闇やみ。


　奈々には追うことができなかった。


　いかに美亜の足が速いとはいえ、弘司の手を取ってのものである。本気で追いかけようと思えば、陸上部の奈々にはそれほど難しくはなかったはずである。


「……」


　それでもそうすることができなかったのは、美亜の気持ちが分かってしまったから。


　おそらくは美亜本ほん人にんさえもよく分かっていないだろう気持ち。


「あたしも……逆の立場だったらそうしてただろうから……」


　そんな言葉が口からもれる。


　それはある意味で奈々の本ほん心しんではあった。


　裏うら返がえしな、本心。


　だけど。


「……」


　──でも、これでよかったんだろうか。


　一方ではそう思う心も存在しているのである。


　自分の想いを優先して考えれば、あの時何としてでも美亜を止めるべきだったのではないだろうか。止めて、弘司を自分の傍そばに留めておくべきだったのでは……


　分からなかった。


　自分の心なのに、その正確なカタチが分からない。


「……あたしは……」


　いったいどうしたいんだろう。


　もはや自分の望むことの方向さえ分からずに戸と惑まどっていると、


「あ、奈な々なだ、おーい」


　後ろの方からそんな声がした。


「あれー、奈々、一人ー？　水みな上かみくんはどうしたのー？」


「……ひろ、いないの？」


　やって来たのは、佐さ藤とうさんとシャルロットだった。


「友ゆ香か、シャルロット……」


「どうしたのー、奈々。私はコーヒーカップのところでぐったりしてたシャルロットちゃんを見つけたからいっしょにみんなを探して適当に歩いてたんだけどー。水上くんは？」


「……なな、なにか、あった？」


　奈々の姿を目に留めると、二人が心配そうな顔で駆け寄ってきた。


「弘ひろ司しは……美み亜あちゃんとちょっとね」


　そう返す。


「美亜ちゃんと？」


「うん、何ていうか、色々とあって……」


「色々……？」


「…………」


　その一言で佐藤さんはだいたいの事情を察してくれたのかそれ以上のことは訊きかずに、


「……そっかー、大変だったんだね」


「……」


「でも奈々。奈々はちゃんと自分の気持ちを伝えることができたんだよね？」


「……」


　黙ってうなずく。


「うん、それならいいんだー。よくがんばったよ」


「友香……」


　軽く身体からだを抱きしめてぽんぽんと肩を叩たたいてくれる佐藤さんに、思わず何かが胸の奥から込み上げてくる。


　でも今はまだ泣くことはできなかった。


　まだ何も終わってはいない。今はようやく気持ちを伝えることができただけで、いわばスタートラインに立てたに過ぎない。大切なのはこれからなのだ。


　必死に込み上げてくるものをこらえながら、しばらくそのまま佐藤さんの胸にしがみついていた。


　そして、


「……ちょっとは、落ち着けたかなー？」


　優しい、そんな声。


「……うん」


「そっか、ならよかった。奈な々なはいつもがんばってるからねー、たまにはこういう風ふうに力を抜いてラクになれる時があったっていいんだよ。そのために私とかがいるんだからー」


「友ゆ香か……」


　その声が、染しみ入るようだった。


「ちょっと身体からだが冷えちゃってるねー。あったかい飲み物とか買ってくるよー。ホットジャスミンティーでいいかなー？」


「あ、そんな……」


「いいからいいからー。奈々はここでシャルロットちゃんと待っててー。すぐ戻ってくるからさー」


　そう言って、佐さ藤とうさんはぱたぱたと走っていってしまった。


　本当に色々と気を回してくれる親友の心こころ遣づかいに感謝しながら、奈々は近くにあったベンチに腰を下ろした。


　それにとことことシャルロットも付いてくる。


　ちょこんと奈々の隣となりに座り込むと、


「……なな、なにがあったの？」


「え？」


　うかがうような声でそう訊きいてきた。


「シャルロット……ううん、何でもないの」


「……でも、とってもかなしそうなかおをしてる」


　足をぱたぱたとさせながら首をかたむけ心配そうな顔でそんなことを言ってくる。


　小さなシャルロットにまでこんなことを言わせてしまうなんて、さっきまでの自分はよっぽど取り乱して見えたのだろう。


　──だめだな、こんなんじゃ。


　改めて思う。大切なのはこれからだって心に決めたばかりなのに、今からこんな状態じゃ先が思いやられる。


　だから、


「あたしはだいじょうぶ。悲しいことなんてないから」


「……」


「平気だから。シャルロットは心配しないで──」


　気を取り直してせめて明るく受け答えをしようとして、


「…………」


　と、そこで目の前のシャルロットの様よう子すがおかしいことに気付いた。まるで人形のように虚うつろな目をして、その場にたたずんでいる。


「……シャルロット？」


「…………」


　声をかけても反応がない。


「どうしたのシャルロット、どこか具合でも──」


　再び声をかけようとして、


『…………そうか、妬ねたましいのだな』


「え？」


　ふいに、そんな声が響ひびいた。


『…………大事な者を取られて悔くやしいのだろう？　愚おろかな人間の思し考こうではあるが、その気持ちは分からなくはない。目の前で自分のモノを持って行かれるという恥ち辱じよく……。屈くつ辱じよくだろう？　憎にくらしいだろう？　呪のろわしいだろう？　奪った相手など、この世から消してしまいたいのではないか？』


　一いつ瞬しゆん、それがだれの口から発せられたものなのか分からなかった。


　恐ろしく冷たく無む慈じ悲ひな声。


　しかもそれは奈な々なの心の中の見たくない部分を言い表していて……


「シャ、シャルロット……」


『……隠かくすことなどない。それこそが──憎しみと呪いこそが生きとし生けるモノ全ての本質なのだから』


　だけどそれだけじゃなかった。


　目の前で奈々を見上げるシャルロット。


　その姿が大きく変化していた。


「……シャルロット……？」


　いつもは薄い琥こ珀はく色いろをしていてカタチのよい大きな目。その瞳ひとみが今はまるで血のように紅あかく染まっている。髪かみの毛はザワザワと波立ち、口元からは鋭いキバのようなモノが冷たく光っているのが見えた。


「な、何……？」


『……憎めばいい……』


「どうしちゃったの、ねえ？」


『…………呪ってしまえばいい…………』


「シャルロット！」


『……』


　ゆさゆさと身体からだを揺する。


　すると、


「…………ん、なに、なな？」


「え？」


「……どうしたの？　そんなにゆすっちゃ、いたい」


「あ、ご、ごめんね」


　慌あわててシャルロットの身体から手を離す。


　ちょっと困ったように奈な々なのことを見上げてくるその顔は、もういつものシャルロットのものだった。


　──今のは何だったんだろう……？


　奈々にはまったく分からない。


　でも今の一いつ瞬しゆんのシャルロットは、明らかに奈々の知っているシャルロットではなかった。まるで別べつ人じんになってしまったような……


　困こん惑わくする奈々に、


「……ね、それでひろはどこにいるの？」


「え？」


「なながいっしょにいたんだよね？　くじびきでぺあだったんだから……」


「あ、うん、それは……」


　簡単に事情を説明する。


　もちろん自分が弘ひろ司しに告白したこととか、その場面に美み亜あが居合わせて今のような状態になってしまったこととかは抜きにして。


「……え、ねこがひろをつれてにげたの？」


「う、うん、逃げたってわけじゃないんだけど……」


　言葉を濁にごす。


　そのヘンはあまりはっきりとは説明できない部分である。


　だけどシャルロットにはそれだけで十分だったのか、


「……わかった、わたしがさがしてくる」


「え？」


「……ねこがつれてにげたんだよね？　ぬけがけはゆるせないもん。だから、わたしがひろをみつけてつれもどしてくる」


「で、でも……」


　どう言ったらいいのか困る奈々にシャルロットは、


「……ねこなんかに、ひろをひとりじめさせないもん」


　ぐっと両手を握り締めて、そう言ったのだった。








　　　２




「み、美み亜あ、ちょっと待って……」


「……」


「も、もう走れないって……あ、足がもつれ、て……」


　微び妙みように震える足を懸けん命めいに動かしながら声を上げる。


　弘ひろ司しの腕をぎゅっと握りながら前をひた走る美亜に必死についていくものの、しょせんは絶対値ちの低い弘司の体力で美亜の足に合わせていくのはほとんど不可能である。


「こ、これ以上は本当にムリ……倒れる……」


「……」


「……み、美亜……」


「……」


　酸さん素そ不足で視し界かいが霞かすんでくる。


　もはや自分がどこを走っているのかさっぱり分からない。


　本格的に弘司が意識喪そう失しつしそうになったところでようやく美亜は一度足あしを止め、


「──ヒロ、あっち」


「え？」


　その場できょろきょろすると再びぐいっと腕を引っ張ってきた。


「こ、ここは……」


　引っ張られた先にあったのは、夜の闇やみの中でチカチカと光る観かん覧らん車しや。


　そのまま促うながされ乗り場のステップのようなものに足をかけ中に入り込もうとすると、従業員の女の人が「はい、お二人様ですねー。足下にお気をつけくださーい」と、優しく声をかけてくれた。


　ガコン、と閉じられるドア。


「ハ、ハアハア……つ、疲れた……」


　思わずその場にしゃがみこむ。


　本当に、体力が限界レッドゲージだった。あと三十秒走はしり続けていたら本格的に危なかったと思われます。


「でも美亜、突然どうしたの……？」


　干ひ上あがったカエルのように必死に呼吸を整えつつ、美亜に問いかけた。


　すると美亜は顔をうつむかせて、


「…………分かんない」


「え？」


「わたしにも……何でこんなことしたのか分かんないの」


　小さな声で、しぼりだすようにそう言った。


「でも、なんかじっとしていられなくなったの。あのままみんなのところに戻るのがイヤで、どうしてもヒロと二人だけになりたくなって……。だから……気付いたらここに入っちゃってた」


「……」


「な、何でこんなことしちゃったんだろう……。ご、ごめんなさい……別にナナがきらいになったとかそういうことじゃないの。でもヘンなの……今はナナといっしょじゃなくて……ヒロと二人だけでいたかった……」


「美み亜あ……」


　美亜のその言葉がどういうものなのかは弘ひろ司しにはよく分からない。


　でも美亜がいいかげんな気持ちでそれを言っているのではないことだけはよく分かった。


　これ以上ないくらいに真しん摯しで不安げな表情。


　きっと、美亜には美亜でそうせざるを得ない理由があったのだろう。


　だったら弘司にできることは、その気持ちを尊そん重ちようすることくらいだ。


「……分かったよ」


「……え？」


「そんなに長くはムリだけど……今は美亜と二人でいる」


「ヒ、ヒロ、ほんと……？」


「うん、約束する」


　うなずき返す。


　みんなには後で事情を説明すれば大だい丈じよう夫ぶだろう。それにどの道、観かん覧らん車しやが回りきるまではここで二人きりなわけだし。


「あ、ありがとう……嬉うれしい……」


　美亜が声をつまらせてそう言った。


　そのまま二人で向かい合って、昇っていく観覧車の動きに身を任せる。


　窓の外ではきらびやかな夜景とライトアップされたいくつかのアトラクションがキラキラと輝いて辺りに七色の光を振りまいている。


　そんなある意味ロマンチックな光景とは対たい照しよう的に観覧車の中はどこか静まり返った空気。


　何だか不ふ思し議ぎな気分だった。


　さっきまでは奈な々なと二人でアヒルやらメリーゴーランドに乗っていて、今はこうして美亜と二人で夜の遊園地を眺ながめている。


「……」


　──奈な々な、か……


　思い出すのはついさっきの奈々の告白。


　奈々が、弘ひろ司しに対して抱いていた気持ち。


　それは今まで弘司がまったく気付いていなかったことではあったけれど、それでもそれは少なからず嬉うれしいものである。


「……」


　そして目の前にいる顔をうつむかせた美み亜あ。


　美亜も弘司のことを好きだと言ってくれた。


　ほんの五日ほど前の、月明かりの下での言葉。


　あの時はよく分からなかったけれど……もしかしたらあれに込められた意味というものは、弘司が思っていたよりも小さくないのかもしれない。今ならそれが何となくだが分かる。


「……」


　奈々の気持ち、美亜の気持ち。


　二つの想い。


　それらに対して、正面から向き合わなくてはならないのかもしれない。


　眼がん下かに広がる色とりどりの光景を眺ながめながらそんなことを考えていると、


　グラリ。


「？」


　と、そこで頂上付ふ近きんにまで差し掛かっていた観かん覧らん車しやが、風に煽あおられたのかふいに前後に揺れた。


「にゃっ!?」


「あ……」


　勢いで正面に座っていた美亜の身体からだが軽く跳ねるようにして前につんのめり、そのまま弘司の腕の中にすっぽりと収まった。


　目が合う。


「……」


「……」


　空に浮かぶ満月みたいに丸く大きな瞳ひとみ。


　月の光とイルミネーションの光とを映して、淡あわい虹にじ色いろに輝いている。


「……」


「……」


　ひと時の静せい寂じやく。


　そして、


「──ヒ、ヒロ……やっぱりわたし……ヒロから離れたくないっ！」


「え？」


　そう言ったかと思うと、美み亜あは突然弘ひろ司しに向かって全身で抱きついてきた。


「う、うわっ!?」


「ヒロ……ヒロ……」


「み、美亜!?」


「……」


「ちょ、ちょっといきなり何を……」


　全身に感じる温かい感かん触しよく。


　優しくて柔らかなネコミミとネコシッポ。


　突然の抱ほう擁ように戸と惑まどう弘司に、


「…………〝本当に好きなものからは、絶対に手を離してはいけない〟」


「え？」


　美亜がぽつりとそう言った。


「……わたしの、大切な言葉。これはお姉ねえちゃんの言葉なの。わたしのお姉ちゃんが、最後に教えてくれた言葉……」


「お姉ちゃんって……」


　確かネコマタの里さとの生活だけでは飽き足らずに外の世界に飛び出したとかいう……


「これって、ほんとだね……。前まではあんまりよく分からなかった。言葉は分かっても実感がなかった。でも今はよく分かるよ……ほんとに好きな相手は手を離しちゃうと遠くに行っちゃう、離れるとそれだけで心が痛くなっちゃうんだよね……」


　きゅっと弘司の胸に頰ほおを寄せながら、美亜がそう言う。


「……〝本当に好きなものからは、絶対に手を離してはいけない〟、か」


　何となく弘司もその言葉を繰り返す。


　と、次の瞬しゆん間かんのことだった。


　ドクリ。


「!?」


　まるで今の言葉が引き金となったかのように、胸の奥で何かが瞬まばたいた。


　それは閃せん光こうのような、閉じられていた扉とびらの向こうから光が溢あふれだしてきたかのような、そんな感覚。


（こ、これは……）


　同時に記き憶おくが映像となって流れ出してきた。








『ねえヒロ、知ってる？　本当に好きなものからはね、絶対に手を離しちゃいけないんだよ』


　それは、とても懐なつかしい声だった。


『ぎゅって握りしめて優しく包み込んで、そのまま片かた時ときも離したらダメなの』


　とても懐かしくとても心ここ地ちよく、空気のように自然に耳に馴な染じんでくる。


　──離したら、ダメ？


『そう。まあ手っていうのは比ひ喩ゆなんだけど。要するに自分がホントに気に入った相手からは離れちゃいけないってことね。できる限り傍そばにいるべしってことかにゃ』


　──？　何で？


『ん～、お子様なヒロにはまだ分からないかな～。わたしみたいな酸すいも甘あまいもかみ分けた大人おとなにとってはそういうものなの』


　──ぼくたち、そこまで歳としは変わらないと思うけど。


『む、がきんちょのくせに生なま意い気きにゃ……。と、とにかく、だからわたしはヒロといっしょにいる時はできるだけくっ付くことにしてるの。今のこれだってそうなんだからね。べ、べつに甘えたいからこうしてるわけじゃないんだから』


　──……でも、ぼくたちはいつもいっしょにいられるわけじゃないよね？


『だいじょうぶ。わたしは何があってもずっとヒロの傍にいるから。ヒロの運命はとっても大変なものだけど……わたしがヒロのことを護まもってあげる』


　幼い少女に抱きしめられた温かい感かん触しよく。


　優しくて柔らかなネコミミとネコシッポ。


　そこで、映像は終わった。








　これはあの子が……弘ひろ司しのたぶん初恋の相手だっただろう年上のあの女の子が言っていた言葉だ。


「……」


　何で今の今まで忘れていたんだろう。


　とても仲が良くて、いつもいっしょにいて、とても大切な存在だったのに……


「ヒロ……どうしたの？」


　美み亜あが心配そうな顔で下から覗のぞき込んでくる。


　そのどこか幼さを感じさせる整った顔が、記き憶おくの中にある女の子の顔と重なった。


「え……」


「だいじょうぶ？　何かあったの？」


　魂たましいが抜けたかのように呆ぼう然ぜんと目の前の顔を見つめたまま、知らず知らずの内に弘司はこう口くち走ばしっていた。


「美み夜や……ちゃん？」





　　　＊





　美み亜あが弘ひろ司しといっしょにどこかへ走り去ってから、十五分ほどが経過していた。


　行き違いを避けるために奈な々なたちはその場から動いていなかったが、一いつ向こうに二人が戻ってくる様よう子すはない。追いかけていったシャルロットもそのままである。


　代わりと言ってはあれだけれど、メリーゴーランドの前では今は千ち鶴づるとさくらが合流していた。


「そうか……ついにネコめが行動に……」


「あらあら～、これは私たちもうかうかしていられませんか～」


　奈々たちからは少し離れた位置。


　あらかたの事情を佐さ藤とうさんから聞いた二人がそうつぶやく。


「まさか奈々の目の前から弘司を連れ去っていくとは……あの占うらない師が言っていたことはこれのことじゃったのか？　確かに儂わしらにとって都つ合ごうのよい話ではないが……」


「それはどうなのでしょう～。はっきりとは分かりませんが、私は奈々さんもその〝都合の悪いこと〟に含まれていると思いますし～」


「奈々が？　どういうことじゃ」


　さくらが怪け訝げんな顔をする。


「いえ～、私が思うに奈々さんも何かしらの行動に出たのではないかと～。何となく雰ふん囲い気きから察しただけなので確かく証しようはありませんが、そんな感じがします～。一言で述べると女のカンというやつですね～」


「ふむ……」


　何やら考え込む仕し草ぐさをするさくら。


「……何にせよ、儂もそろそろやるべきことを考える時が来たということか。妻として、むざむざネコごときや奈々に渡すわけにもいかぬ」


「それは私とて同じことです～。侍じ女じよとして、弘司さまに常に付き従う義務がありますから～」


　にこやかな顔で千鶴が同意する。


「ふん、主ぬしにもネコにも弘司は渡さん。弘司は儂のものじゃ」


「その言葉、そっくりそのままお返しいたします～」


「むう……」


「あらあら～」


　二人して睨にらみ合う。


　やがて、


「……止めじゃ。ネコが一歩先んじている現状で、儂らが争うのは無意味なことこの上ない」


「……そうですね～。敵の敵は味方といいますし～」


　そう言って、互いに緊きん張ちようを解いた。


　どうやら、二人とも現在の状況をよく分かっているようだった。


「──しかし……」


　さくらはそう言うとおもむろに顔を上げ観かん覧らん車しやの方を見て、


「……しかし、それにしても何じゃろうな。何か、ひどくイヤな予感がするのだが……」








　　　３




「ヒロ……今、何て言ったの……？」


「え……？」


「今、美み夜やちゃんって……。わたし、お姉ねえちゃんの名前、教えてないよね……？」


「美み亜あの、お姉ちゃん……？」


　その言葉にハッとなる。


　ふと口をついて出てしまったその名前。


　弘ひろ司しはあの女の子のことをずいぶん前から知っていた。


　子供の頃に仲の良かった彼女。


　美夜という名前で、弘司よりも少し年上で、そして……弘司たちが近所の神社で隠かくれて飼っていた白いネコ。


　──そうか、あの子は美亜のお姉さんで……ネコマタだったんだ。


　河か川せん敷しきの道で数すう匹ひきの野の良ら犬いぬ（でかい）と一匹で互ご角かくに戦っていたところを助けて、


　お腹なかを空すかせていたのでご飯をあげて、そのまま神社の境けい内だいでこっそりと飼うことにして、


　時にはいっしょに散歩をしたり、他の家族には内ない緒しよでオフロに入ったり、奈な々なの家に連れていって遊んだりして……


「……」


　懐なつかしい、思い出。


　今や弘司はそのほとんどを思い出していた。


　──僕は半年前の春の日に初めて美亜に……ネコマタに出会ったと思っていたけれど、本当はそれよりずっと前に美夜というネコマタと出会っていたんだ……


　美夜と美亜。


　同じ場所で出会った二人のネコマタ姉妹。


　弘司はその二人をともに助けて、ともに同じように時間を過ごしていたことになる。


「……」


　──でも、どうして美み夜やは僕の前からいなくなったんだっけ……


　そこだけが思い出せなかった。


　何かがそこまで出かかっているのは分かる。


　だけどあと一歩のところでその何かを遮さえぎるものがあるというか……


「……」


　必死に記き憶おくの糸を手た繰ぐりかけ──


「……ひろ、みつけた」


「え？」


　そんな声が弘ひろ司しの思し考こうを遮さえぎった。


　同時に、


　ガシャーン！


「!?」


　観かん覧らん車しやの窓ガラスを突き破るようにして、そこから何かが飛び込んできた。


　よく見み慣なれた、真まっ白しろなシルエット。


「シャ、シャルロット!?」


「……うん、わたし」
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　ワンコ娘だった。


　いつもと同じ無む邪じや気きな顔をして、割れた窓の傍かたわらにちょこんと立っている。


「……なんでそんなかおしてるの？　あ、はいるときちらかしちゃったからかたづけないとだめ？」


「そ、そういう問題じゃなくて……」


　床に散さん乱らんした窓ガラスを拾い集めようするシャルロットに何と言えばいいのか困る。


　現在観かん覧らん車しやは下降に向かっているとはいえ、高さにして二十メートルはある位置である。弘ひろ司しが言ったのはこんなところにどうやって来たのかということなんだけれど……


　するとシャルロットは、


「……ん、とびうつってきた」


「は？」


「……だから、とびうつってきたの。そのへんから」


　観覧車の支し柱ちゆうやら鉄骨やらを指差してあっさりとそう言ってのけた。


「……」


　まあシャルロットも何だかんだで人じん外がいの存在である。そういうこともできるのかもしれない。だからこの際それは置いておくとしても、


「でもシャルロット、どうして……？」


「ん？」


「どうしてそんな危ないことをしてまでこんなところまで来たの……？」


　その質問にシャルロットはじっと弘司の目を見て、


「……ひろが、おりてくるまでまてなかったの」


「だからって……」


「……だって、ねこのあほがひろをつれてにげたってきいたから」


　両手を広げてため息を吐つく。


「……ねこなんかにむりやりつれまわされてたいへんだったよね。でももうだいじょうぶ。わたしといっしょにもどろう？」


　ぎゅうっと腕を引っ張ってくる。


「…………」


　その物もの言いいに、普段ならとっくに何かを言い返しているだろう美み亜あは何も言わずに、ぎゅっと弘司の反対側の腕を握りしめるだけだった。


　シャルロットの言っていることも分かる。


　弘司たちを心配して探しに来てくれたのは本当のことだろうし、他のみんなのことを考えるとここは戻るのが妥だ当とうなのかもしれない。


　でも……


「ヒロ……」


　不安げに見上げてくる美み亜あ。


　その弘ひろ司しだけに向けられた真まっ直すぐな気持ち。


　それは少しでも目を離したら今にも壊れてしまいそうなものである。


　そして弘司としても、もう少し美亜と話をしておきたかった。


　だから、


「……ごめん、シャルロット」


「……え？」


「探しに来てくれたのは嬉うれしく思うけど……まだもうちょっとだけ、ここにいる。悪いけど先に戻って、奈な々なたちにもう少ししたらそっちに行くって伝えておいてくれないかな」


　そう言った。


「……で、でも、ひろ……」


　シャルロットが困ったような顔になる。


「……わたし、ななにひろのことつれてかえるっていっちゃった。ななもそれにうなずいてくれた。だから、ななのところにもどろう？　なな、とってもかなしそうなかおしてたよ」


「それは……」


　その通りではある。確かに奈々のことも気にかかる。だけど奈々とキチンと話をするためにも、今ここで美亜と話しておく必要があると感じたのだ。


「ごめん、それでもやっぱり……」


「え……」


「今は、美亜のことを……」


　そのことをシャルロットに説明しようとして、


「…………また、なの」


「え？」


「…………また、ひろはねこのほうをえらぶの」


「また、って……」


　選ぶっていう言い方も微び妙みようにアレだが、それ以前にこういったシチュエーションに遭そう遇ぐうするのはこれが初めてのはずだけれど……


　だけどシャルロットは、


「…………やだ……」


「え？」


「…………もう、ねこにひろをとられるのはやだ……。こないだもそうだった……ううん、こないだだけじゃない……まえにもこんなことがあった……これでもうさんかいめだ……ねこに……しろいねこにひろをとられるのは……」


　きゅっと固く両手で服を握りしめて、そう顔をうつむかせた。


「そんなのはもういや……ひろからはなされて、くらくてさむいところでひとりでねむるのは、もう……」


「シャルロット、何を言って……」


　いったいシャルロットは何にそんなに怯おびえているのか。


　疑問に思った弘ひろ司しが手を伸ばしかけたまさにその時だった。


「…………そんなのはもう……やなの……っ！」


「!?」


　絶ぜつ叫きようとともにシャルロットの身体からだから光が迸ほとばしった。


　以前にシャルロットと対たい峙じした時に生じたのと同じような激しい光の奔ほん流りゆう。


　だけどあの時は目がくらむような真まっ白しろな光だったのに対して、今回のそれは闇やみに溶けるような真まっ黒くろな光だった。


「な、何が……」


「ヒ、ヒロ……」


　美み亜あが不安そうに身を寄せてくる。


　周りにある空気が、世界が一いつ変ぺんしたかのようだった。


『…………憎にくらしい……』


「!?」


『……まったくもって憎らしい……呪のろわしいぞ……白いネコ……あの時だけではなく……此度こたびも妾わらわのモノを奪っていくか……』


「シャル、ロット……？」


　それまでとはまったく違った口く調ちようで睨にらみつけてくるシャルロット。その目が鮮せん血けつのように紅あかく染まり、口元からは鋭いキバが覗のぞき見えている。


　まるで、昔むかし話ばなしとかに出て来る半はん獣じゆうの神。


　だけどそれだけではなかった。


　シャルロットの身体を覆おおう黒光がドクリと波なみ打うったかと思うと……それはそのまま観かん覧らん車しやの一室を中から突き破るようにしてどんどんと膨ぼう張ちようしていった。


　ミシリ、という音。


「ヒ、ヒロ、危ない！」


「!?」


　そんな声とともに美亜が弘司の身体に覆いかぶさるように飛び込んできて、


　次の瞬しゆん間かん、爆発するように黒光は拡かく散さんした。


「う、うわっ!?」


　黒い閃せん光こうと耳をつんざく轟ごう音おん。


　目の前が一いつ瞬しゆん真まっ暗くらになって、何が何だか分からなくなる。


「な、何が……!?」


「ヒロっ、しっかり摑つかまってて！」


「え──」


　目をシロクロとさせる弘ひろ司しに、そんな声がかけられた。


　ガバッ。


　そのまま何かに抱きかかえられる感覚とフワリと身体からだが浮くような感覚が同時に身体を襲おそう。かすかに認にん識しきできる視し界かいの中で、観かん覧らん車しやがメキメキと不快な音を立てながらゆっくりと傾いていくのが見えた。


　そして、


　ドドドドドド──!!


　地を揺るがすようなすさまじい衝しよう撃げきと辺り一面に重く響ひびく音。


　気が付けば、弘司は美み亜あに抱きかかえられるようにして地面に倒れていた。


「い、いたた……」


「ヒ、ヒロ、だいじょうぶっ!?」


　頭を起こそうとすると、美亜が慌あわてたように覗のぞき込んでくる。


「あ、う、うん……」


　何が起きたのかはよく分からないけれど、見たところほとんどケガもしていないようだ。どうやら美亜が助けてくれたらしい。


「美亜が助けてくれたんだ……ありがとう」


「よ、よかった……ヒロに何かあったらどうしようかと思って……」


　ほっと胸を撫なで下ろす美亜。


「でも、いったい何が起こって……」


　上じよう半はん身しんを起こしながら辺りを見回す。


　するとそこには──


「こ、これって……」


　そこには遊園地の敷しき地ち内ないを覆おおうようにしてドーム状に広がる黒い光、無む惨ざんに倒とう壊かいして瓦が礫れきの山となった観覧車……その上に天を衝つくようにしてそそり立つ、巨大な三さん本ぼん首くびの黒い獣けものがいた。





　　　＊





「あれは……」


「あらあらあら～……」


「な、何なの、あれ……？」


　突とつ然ぜん視界の遠くに現れた巨大な黒い獣の姿に、さくらたちは驚きよう嘆たんしていた。


「何じゃあれは……。あれではまるで西洋に伝わる地じ獄ごくの番ばん犬けん〝けるべろす〟ではないか……」


「しかしサイズが大きすぎます～。確かに大きいことはいいことですがあれでは収まりきらないというか～……」


「あれって……犬、なの……？」


　それぞれがそんなことを口にする。


　さくらたちがいるメリーゴーランドから遥か遠くにも関わらずにそれが何であるかを視し認にんできるくらいに巨大な姿。


　その全身から放たれる胸を締め付けるかのように毒どく々どくしい空気。


　そこにあるだけで言い知れぬ恐怖をかき立てる存在感。


　それらの威い力りよくに、三人は圧倒されていた。


「しかもこの妖よう気きの波は動どう──まさかとは思いますが～……」


「うむ……間違いない」


　さくらがうなずき、「シャルロット……じゃろう」


「!?」


　その言葉に奈な々なが弾はじかれたように顔を向ける。


「シャルロットって……あ、あの怪かい物ぶつがシャルロットだっていうの!?」


「信じたくないのは無理もない。じゃがこの妖気……いやもはや瘴しよう気きといった方がいいな。この質からしてまず間違いないことじゃ」


「ええ～、姿かたちは違いますがあれはおそらくシャルロットさんです～」


「そ、そんな……」


　奈々が愕がく然ぜんとした様よう子すでうなだれる。


　それを見たさくらは少しだけ気の毒そうな顔をしていたが、


「とにかく、すぐにあそこへ行くぞ！　あそこには弘ひろ司しがいる可能性もある」


「はい～、できる限り早くですね～」


　二人してうなずき合い走り出そうとして、


「ま、待って、あたしも行く！」


　奈々がそう声を上げた。


「シャ、シャルロットが関わってるならあたしが行かないわけにはいかない！　あたしも連れていって！」


「むう、しかしな……」


「危険ですからね～……」


　さくらたちが戸と惑まどっていると、





「──まさかとは思いましたが、こんなことになっているなんて……」





「ぬ？」


「あらあら～？」


　と、いきなり背後からどこかで聞いた声が響ひびいた。


「『妃きさき』が現げん界かいしているのは聞いていましたが、それでも神しん霊れいと霊れい鳥ちようとネコマタがついていながらこのザマなんて……やはり私は日本を離れるべきではありませんでしたね。まったく、何て役に立たない」


「お、お主ぬしは……」


「あらあら～、どうしてこんなところにおられるのですか～？」


　二人が振り返った先。


　その先にあった姿は──
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　何が起こっているのか弘ひろ司しには分からなかった。


　ただ目の前にあるのは跡あと形かたもなく崩れ去った観かん覧らん車しやと、見上げるほど巨大な三さん本ぼん首くびの獣けもの。まるでそびえ立つ山のようなそれは身体からだ全体に不ぶ気き味みな黒い光をまとい、キバを剝むき出しにしながら弘司たちのことを見下ろしている。


『……憎にくめ……』


『…………呪のろえ…………』


『……壊してしまえ…………』


　瓦が礫れきが積み重なり廃はい墟きよのように連なる中、そんな声が呪じゆ詛そのように重く暗く周囲へ響き渡る。


「い、いったい、これって……」


　呆ぼう然ぜんとなる弘司に、


「わ、分かんない。ただ、シャルロットの身体からだから黒い光が出たかと思ったらこうなって……」


「シャルロット……」


　その言葉でハッとなる。


　そうだ、シャルロットはどうしたんだろう。確かあの黒い光の中心にいたはずなのに、辺りにはその姿は見当たらない。


　代わりにいるのは、その黒い光をまとった異い形ぎようの怪かい物ぶつ。


　まさかとは思うけど、この怪物が……


　その時だった。


　～～～！


　三さん本ぼん首くびの獣けものが吠ほえた。


　それだけで全てを押し潰つぶし、大地を揺るがすような咆ほう哮こう。


　辺りの空気がビリビリと振しん動どうし、落ちている観かん覧らん車しやの欠片かけらが次々と宙へ舞い上がる。


「う、うわっ!?」


　脳を直接揺ゆさぶられたかのような衝しよう撃げきに弘ひろ司しはその場に足を着く。な、何だこれ……


「ヒ、ヒロっ！」


　そんな弘司を守るようして美み亜あが前に立った。


　プワワーン。


　その手から一いつ瞬しゆん白しろく輝く光の壁のようなものが現れて、弘司たちを包み込む。音こそはいささか気が抜けるようなものだったけど、衝撃が少し和らいだような感じがした。


「み、美亜、いつからこんなことができるように……」


「わ、分かんない。気付いたらできるようになってたの。それにほら、見て」


「？」


　ぴょこんと腰を動かす。


　そこには三本のシッポがぴょこぴょこと動いていた。


「いつの間にかシッポが増えてたの。何でかはよく分かんないんだけど……」


「……」


　そういえば前にさくらがネコマタは身しん体たい的てき接せつ触しよくを交わすごとにチカラを増してシッポが増えていくと言っていた。だとしたらあのまたたび草を塗った時の接触がきっかけで……？


　首をひねる弘司に、


「でもチカラが湧わいてくる感じで、これならヒロを守れると思う。……シャルロットから」


「！」


　その言葉に思わず反応してしまった。


「美亜、あれって……やっぱりシャルロットなの？」


　尋たずねる。


　あの黒い光が爆発した瞬しゆん間かんに目を閉じてしまった弘司には分からないけれど、その弘司を助けてくれた美亜なら知っているはずだ。


　美亜は少し迷ったように、でもはっきりとうなずいて、


「……うん、たぶん。シャルロットの身体からだから出た黒い光が集まって、あの犬みたいなカタチになったから……」


「……」


　やっぱりそうなのか……


　信じたくはないけれど、見ていた美亜がそう言う以上それが真実なのだろう。


　でもどうしてあの大人おとなしかったシャルロットがこんなことに……


「『妃きさき』……」


「え？」


「あれって、『妃』ってやつなんじゃないかな……分からないけど……」


　美み亜あの言葉にハッと思い出す。


　シャルロットの中に潜ひそんでいるという『妃』。


　管理人さんや瑞みず葉はが言うところの魔まの支配者にして危険な存在。


　今まではほとんど意識したことはなかったけれど、この異い形ぎようの姿を見るとどうしてもそれを思い出さざるを得ない。


『……憎にくめ……』


『…………呪のろえ…………』


『……壊してしまえ…………』


　なおも響ひびく憎ぞう悪おの言葉。


「これが……シャルロットの本ほん性しよう……？」


　そんなはずはない。


　感情の表現の仕方はけっしてうまくなかったけれど、シャルロットは根は優しい良い子だった。こんな周囲に悪意と破壊を撒まき散らすような存在が本当の姿だなんて、そんなこと……


「シャルロット！」


　思わず名前を呼ぶ。


「シャルロット、僕だよ、弘ひろ司しだ！」


「あ、危ないよ、ヒロ！」


　前に出た弘司を美亜が止める。


　それでも構わずに、弘司は辺りに散らばる瓦が礫れきを乗り越えて歩みを進めた。


「シャルロット！」


　再度呼よびかける。


　だけど、


『……憎め……』


『…………呪え…………』


『……壊してしまえ…………』


　声が響き、


「──っ!?」


　シャルロットの真まっ赤かに染まった目が弘司へと向けられ、次の瞬しゆん間かんその悠ゆうに五メートルを超える前足が弘司へと向かって大きく掲げられたかと思うと、


「!?」


　そのまま真まっ直すぐに振り下ろされた。


「ヒ、ヒロっ！」


　響ひびく美み亜あの叫び声。


　空気を切り裂きながら迫ってくる巨大な足がやけにゆっくりと、スローモーションのように映る。


　──ダメ、か……っ!?


　そしてまさに前足が弘ひろ司しに到達しようとするその直前で、


「…………うっ、くっ……ひ、ひろ……」


「え……」


　そんな声が響いた。


　それは憎にくしみと呪のろいの言葉ではなく、弘司たちが聞いていたあの小さなシャルロットの声。


「シャ、シャルロット！」


　見れば前足も弘司に到達するギリギリのところで止められている。


「…………う、に、にげて……ひろ…………」


「え？」


「……は、はやく……わたしには……と、とめられないの……なにかがあたまのなかからでてきて……それがこわせって……にくめって……のろえって…………」


　苦しげな声が響く。


　同時に足がゆっくりと弘司の頭の上から離れ、安全な位置に戻された。


「シャルロット、それって……」


「…………わ、わからない……あた、まが……いたくて…………うっ」


「シャルロット!?」


「…………は、はやく……わたしが、まだわたしでいられるうちに……そうしないと、わたしはひろをきずつけるかもしれない……だ、だんだん、いしきがとおくなって……あ……」


「シャルロット!?　いったいどうなって……」


「…………」


　そのまま、シャルロットの声は聞こえなくなった。


『……憎め……』


『…………呪え…………』


『……壊してしまえ…………』


　代わりに再び重おも苦くるしい声が響き始める。


　それに伴いその巨体から毒どく煙えんのようにシュワシュワと湧わき上がる黒い光。


　だけど今ので確信できた。


　シャルロットの本当の姿はやっぱりこんな怪かい物ぶつなんかじゃない。


　今聞こえた声こそが、シャルロットの本ほん心しんなのだ。


　何とか、何とかシャルロットを元の状態に戻す方法はないのか？


「ヒ、ヒロ、今の内に逃げよう！」


[image: ]


　自問しながらシャルロットを見上げる弘ひろ司しの腕を美み亜あが引っ張る。


「よく分かんないけど、あの黒いのは今はあんまり動けないみたい。だからこの隙すきに……」


「でも……」


　シャルロットをこのままにしておくわけには……


　どうすればいいか分からずにその場から動けずにいると、


「──お兄にい様！」


「！」


　どこからか聞き慣れた声。


「弘司、無事か！」


「大だい丈じよう夫ぶですか～、弘司さま～」


「平気なの、弘司！」


　見てみるとそこにはさくら、千ち鶴づる、奈な々なの姿と……


「──良かった、間に合った……。お久しぶりです、お兄様。半年近くなりますね。お元気そうで何よりです」


「絢あや！」


　なぜかオーストリアにいるはずの、妹の姿があった。


「絢あや、どうしてここに……？」


「どうして？　冬休み中に戻ってくるということは伝えてあったと思いますが」


「それはそうだけど……」


　そうじゃなくて何でこんな冬休みも終わりに、しかもこんな場所（遊園地）にいるのかってことなんだけれど……


　すると絢は、


「……本当は、もっと早く帰ってくる予定だったのです。でもちょうど年ねん末まつ年ねん始しに向こうの学校のウインタースクールがあって……。私としては一いつ刻こくも早くお兄にい様のお顔を見たかったのですけれど、お父とう様もお姉ねえ様もそれが終わるまで帰ってはだめだって言うし……」


「……」


「……それでまあ、ウインタースクールが昨日きのうようやく終わったのでその足で空港に向かって、そのままこちらへ戻ってきたというわけです。そして朝陽あさひさんから聞いたところお兄様たちはここへいらしているというのでやって来たらこんなことになっていて……。お兄様と遊園地を楽しむなら私もごいっしょしたかったというのに……ぶつぶつ……」


「……」


　なんかまあ、絢も絢で色々と苦労したらしい。


「……こ、こほん、まあ今はそんなことをのんびりと話している場合じゃありません。詳しい原因は分かりませんが、『妃きさき』は暴走しかかっているみたいです。それもただの暴走じゃない。尋じん常じようじゃないチカラの膨ふくらみと胎たい動どうを感じる……おそらく、失われた記き憶おくとチカラとが同時に覚かく醒せいしようとしているんでしょう。このまま放置しておいては危険です」


「え、それって……」


「……本来の『妃』に戻るということです。混こん沌とんの支配者にして魔まを統すべる存在に」


　目を伏せながら言う。


「そうなると、今までのシャルロットはどうなるの？　あの、僕らが知っているシャルロットは……」


「……おそらくは、人格ごと取り込まれるか消えてなくなってしまうと」


「!?」


　それってつまり……


　弘司の内ない心しんの推すい測そくを読み取ったのか、


「……ええ、つまりはお兄様が接していた『シャルロット』という存在はなくなってしまうということです」


　少しだけ声を小さくして、そう言った。


「そ、そんな……」


　それは何となくは予想できていたことだけれど、改めて言葉にして突きつけられると衝しよう撃げきだった。


　あの無む邪じや気きなシャルロットがいなくなってしまう。


　弘ひろ司したちの目の前から消えてなくなってしまう。


　そんなことは……


　その場で立ち尽くす弘司の横で絢あやは少しの間黙だまっていたが、


「お兄にい様、お気持ちは分かりますが──ここは一度退しりぞきましょう」


「……え？」


「『妃きさき』のチカラは特別です。おそらく私でもその瘴しよう気きは完全には無む効こう化かできない……。このまま何の策もなしに対たい峙じするのは危険すぎます」


　美み亜あと同じことを言う絢。


「だ、だけど！」


　放っておいたらシャルロットは『妃』に取り込まれて消えてしまう。それをそのままにして逃げるなんていうのは……


　絢は首を振って、


「あの様よう子すなら、『妃』が完全に覚かく醒せいするまでまだ少し時間があります。それはすなわち『シャルロット』が消えるまでまだ猶ゆう予よはあるということ。ここは一度退いて対策を練りましょう」


「だ、だけど……」


「……分かってください。このままここにいてもおそらく皆やられるだけです」


「弘司よ、儂わしもそれに賛成じゃ。あれは……非常にまずい」


「私たちだけで相手をするにはあまりにも大きすぎます～」


　さくらと千ち鶴づるもそう言ってくる。


　さすがに三人に揃そろってそう主張されては、弘司もそれ以上拒きよ否ひすることはできなかった。


「ではひとまず途中にあったレストハウスにまで退きましょう。園内はすでに『妃』の瘴気の結けつ界かいに覆おおわれていて、中からも外からも出入りが不可能になっています。なのであそこが唯ゆい一いつにして最適の場所かと思われます」


「……分かった」


「うん」


「行きましょう～」


「戦せん略りやく的てき撤てつ退たいじゃ」


「シャルロット……」


　絢の指示に従って、レストハウスへと向かったのだった。







To　be　continued







　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。


『はにかみトライアングル』六巻をお届けいたします。





　本書の第二十一話から二十四話までは、全て書き下ろしとなっております。








　今回も前巻に引き続き冬のお話です。


　とはいってもあまり季節感はないお話なのですが、色々と各かく登場人物の思おも惑わくの方も動き出してお話も佳か境きように入ってきていますので、楽しんでいただけると幸いです。


　さて、二年半ほど続いてきたこのシリーズも、次巻で完結となります。


　長かったようで短かったような二年半でしたが、本シリーズはおそらく私の初の完結シリーズとなる（予定の）ものです。色々と思い入れもありますので、あと少しだけお付き合いくださるととても嬉うれしかったりします。


　ちなみに次巻であり完結巻である七巻が発売になるのはもろもろの事情で少しだけ先になるかもしれません。ですがそう長くお待たせするつもりはありませんので、のんびりとお待ちいただけると……と思います～。








　以下はこの本を出すにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。


　担たん当とう編集の和わ田だ様と三み木き様、イラストのみずき様。今回もお世話になりました。デザイナー様に校こう閲えつ様、またこの本を出すにあたり様々な方面でご尽じん力りよく下さった方々、本当にどうもありがとうございました。皆様のおかげで本書は陽ひの目を見ることができております。








　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった読者の方々に深い感謝を。





　それではまた再びお会いできることを願って──







二〇〇七年七月末日　五十嵐雄策





五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。ＴＶで活躍する弁護士を見ても決して気になったりはしていません。過去を振り返ることなどなく邁心するのがはにかみポイント[image: ]！
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みずき


１９７９年、静岡生まれ、可愛いお嫁さんをゲットして、最近は横浜に住まいを移しました！　環境は変わってもツインテール少女への愛情が変わらないところがはにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく





二〇十二年八月二十四日　配信
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